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は
し

ご
自

動
車

に
係

る
特

殊
消

火
装

置
の

品
質

評
価

細
則

の
一

部
を

改
正

す
る

規
程

を
次

の
よ

う
に

定
め

る
。

 

 
 

令
和

５
年

１
月

１
９

日
 

日
本

消
防

検
定

協
会

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理
事

長
 

市
橋

 
保

彦
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
は

し
ご

自
動

車
に

係
る

特
殊

消
火

装
置

の
品

質
評

価
細

則
の

一
部

を
改

正
す

る
規

程
 

  
は

し
ご

自
動

車
に

係
る

特
殊

消
火

装
置

の
品

質
評

価
細

則
（

平
成

２
５

年
３

月
１

５
日

制
定

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
次

の
表

に
よ

り
、

改
正

前
欄

に
掲

げ
る

規
定

の
下

線
を

付
し

又
は

破
線

で
囲

ん
だ

部
分

を
こ

れ
に

順
次

対
応

す
る

改
正

後
欄

に
掲

げ
る

規
定

の
下

線
を

付
し

又
は

破
線

で
囲

ん

だ
部

分
の

よ
う

に
改

め
、

改
正

前
欄

に
掲

げ
る

下
線

を
付

し
た

規
定

で
改

正
後

欄
に

こ
れ

に
対

応
す

る
も

の
を

掲
げ

て
い

な
い

も
の

は
、

こ
れ

を
削

り
、

改
正

後
欄

に
掲

げ
る

下

線
を

付
し

た
規

定
で

改
正

前
欄

に
こ

れ
に

対
応

す
る

も
の

を
掲

げ
て

い
な

い
も

の
は

、
こ

れ
を

加
え

る
。

 

 

改
 

正
 

後
 

改
 

正
 

前
 

第
１

章
 

基
準

の
運

用
方

針
 

第
１

節
 

総
則

 

第
１

～
２

 
（

略
）

 

第
１

章
 

基
準

の
運

用
方

針
 

 第
１

～
２

 
（

略
）

 

第
２

節
 

基
準

の
運

用
 

第
３

～
６

 
（

略
）

 

 第
３

～
６

 
（

略
）

 

第
７

 
 
表

示
 

 
１

 
製

造
に

関
す

る
表

示
（

安
全

基
準

Ⅱ
2
.
6
.
1
(
1
)
）

 

 
（

１
）

型
式

番
号

及
び

特
殊

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車

の
種

類
を

表
示

す
る

こ
と

。
な

お
、

型
式

番
号

は
、

型
式

評
価

の
承

認
時

(
規

程
第

1
5
条

)
に

日
本

消
防

検
定

協
会

（
以

下
「

協
会

」
と

い
う

。
）

か
ら

依
頼

者
へ

通
知

し
た

型
式

番
号

と

す
る

。
 

 
（

２
）
表

示
す

る
特

殊
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
の

種
類

は
、
依

頼
し

た
自

動
車

の
種

類

と
す

る
。

な
お

、
水

ポ
ン

プ
を

装
備

し
な

い
も

の
に

あ
っ

て
は

、
「

ポ
ン

プ
」

の
文

字
を

除
い

た
も

の
（

災
害

対
応

特
殊

は
し

ご
付

消
防

自
動

車
又

は
は

し
ご

付
消

防
自

動
車

）
と

す
る

。
 

第
７

 
 
表

示
 

 
１

 
製

造
に

関
す

る
表

示
（

安
全

基
準

Ⅱ
2
.
6
.
1
(
1
)
）

 

 
（

１
）

型
式

評
価

番
号

及
び

特
殊

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車

の
種

類
を

表
示

す
る

こ
と

。

な
お

、
型

式
評

価
番

号
は

、
型

式
評

価
の

承
認

時
(
品

質
評

価
規

程
第

1
5
条

)

に
日

本
消

防
検

定
協

会
（

以
下
「

協
会

」
と

い
う

。
）
か

ら
依

頼
者

へ
通

知
し

た
型

式
番

号
と

す
る

。
 

 
（

２
）
表

示
す

る
特

殊
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
の

種
類

は
、
品

質
評

価
規

程
に

よ
り

依

頼
し

た
自

動
車

の
種

類
と

す
る

。
な

お
、
水

ポ
ン

プ
を

装
備

し
な

い
も

の
に

あ

っ
て

は
、
「

ポ
ン

プ
」
の

文
字

を
除

い
た

も
の
（

災
害

対
応

特
殊

は
し

ご
付

消

防
自

動
車

又
は

は
し

ご
付

消
防

自
動

車
）

と
す

る
。
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（
３

）
製

造
に

関
す

る
表

示
（

製
造

者
名

、
製

造
番

号
、
製

造
年

、
型

式
番

号
及

び

特
殊

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車

の
種

類
の

表
示

）
は

、
可

能
な

限
り

、
同

一
銘

板
内

と
す

る
。

 

第
８

 
（

略
）

 

 
（

３
）
製

造
に

関
す

る
表

示
（

製
造

者
名

、
製

造
番

号
、
製

造
年

、
型

式
評

価
番

号

及
び

特
殊

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車

の
種

類
の

表
示

）
は

、
可

能
な

限
り

、
同

一
銘

板
内

と
す

る
。

 

第
８

 
（

略
）

 

第
３

節
 

試
験

の
方

法
等

 
第

２
章

第
２

、
３

 
確

認
試

験
方

法
 

第
９

 
外

観
検

査
 

 
１

 
外

観
検

査
項

目
 

 
 
（

１
）

～
（

３
）

（
略

）
 

 
２

 
外

観
検

査
方

法
 

 
（

１
）

目
視

検
査

 

ア
 
別

表
１

(
基

準
と

確
認

方
法

)
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

外
観

検
査

(
目

視
)
」

と
記

載
の

項
は

、
目

視
検

査
で

確
認

す
る

。
 

イ
（

略
）

 
 

ウ
（

略
）

 

（
ア

）
～

（
オ

）
（

略
）

 

エ
（

略
）

 

オ
（

略
）

 
 

（
ア

）
～

（
イ

）
（

略
）

 

カ
～

キ
（

略
）

 
 

 
（

２
）

寸
法

・
角

度
の

測
定

 

ア
 

測
定

箇
所

 

寸
法

又
は

角
度

の
測

定
箇

所
は

、
別

表
１
（

基
準

と
確

認
方

法
）
の

確
認

方

法
の

欄
に
「

外
観

検
査

(
寸

法
)
」
と

記
載

の
箇

所
（

通
路

、
ジ

ャ
ッ

キ
の

受
皿

の
接

地
角

度
、
は

し
ご

の
主

骨
の

間
隔
・
横

桟
の

間
隔
・
手

す
り

の
高

さ
・
通

路
、
最

大
は

し
ご

起
立

角
、
バ

ス
ケ

ッ
ト

の
手

す
り

の
高

さ
・
長

さ
・
落

下
防

止
・
出

入
口

の
幅

と
高

さ
、
昇

降
機

の
手

足
の

は
み

出
し

防
止

の
高

さ
・
前

面

の
手

す
り
・
側

面
の

手
す

り
と

落
下

防
止

の
間

隔
・
背

面
の

落
下

防
止

の
高

さ
・

先
端

搭
乗

用
ス

テ
ッ

プ
の

大
き

さ
、

資
機

材
の

積
載

装
置

の
ス

テ
ッ

プ
高

さ
）

及
び

次
に

掲
げ

る
事

項
と

す
る

。
 

（
１

）
外

観
検

査
 

 
（

ア
）

外
観

検
査

項
目

 

 
 
 

 
ア

～
ウ

（
略

）
 

 
（

イ
）

外
観

検
査

方
法

 

 
 

 
ア

 
目

視
検

査
 

（
ⅰ

）
 
別

表
５

(
基

準
と

確
認

方
法

)
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

外
観

検
査

(
目

 

視
)
」

と
記

載
の

項
は

、
目

視
検

査
で

確
認

す
る

。
 

（
ⅱ

）
（

略
）

 

（
ⅲ

）
（

略
）

 

 
 

ｱ
～

ｵ
（

略
）

 

（
ⅳ

）
（

略
）

 

（
ⅴ

）
（

略
）

 

 
 

ｱ
～

ｲ
（

略
）

 

（
ⅵ

）
～

（
ⅶ

）
（

略
）

 

 
 

 
イ

 
寸

法
・

角
度

の
測

定
 

（
ⅰ

）
測

定
箇

所
 

寸
法

又
は

角
度

の
測

定
箇

所
は

、
別

表
５
（

基
準

と
確

認
方

法
）
の

確
認

方

法
の

欄
に
「

外
観

検
査

(
寸

法
)
」
と

記
載

の
箇

所
（

通
路

、
ジ

ャ
ッ

キ
の

受
皿

の
接

地
角

度
、
は

し
ご

の
主

骨
の

間
隔
・
横

桟
の

間
隔
・
手

す
り

の
高

さ
・
通

路
、
最

大
は

し
ご

起
立

角
、
バ

ス
ケ

ッ
ト

の
手

す
り

の
高

さ
・
長

さ
・
落

下
防

止
・
出

入
口

の
幅

と
高

さ
、
昇

降
機

の
手

足
の

は
み

出
し

防
止

の
高

さ
・
前

面

の
手

す
り
・
側

面
の

手
す

り
と

落
下

防
止

の
間

隔
・
背

面
の

落
下

防
止

の
高

さ
・

先
端

搭
乗

用
ス

テ
ッ

プ
の

大
き

さ
、

資
機

材
の

積
載

装
置

の
ス

テ
ッ

プ
高

さ
）

及
び

次
に

掲
げ

る
事

項
と

す
る

。
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（
ア

）
～

（
キ

）
（

略
）

 

 イ
 

方
法

 
 

  （
ア

）
（

略
）

 

  （
イ

）
規

格
地

上
高

は
、

水
平

な
地

面
で

測
定

す
る

。
 

 

 
（

３
）

図
面

照
合

 

 
 

 
 

提
出

書
類

に
記

載
の

主
要

部
の

寸
法

、
構

造
等

に
つ

い
て

、
受

検
品

と
照

合

す
る

。
 

 

 
 

ｱ
～

ｷ
（

略
）

 

 
 

ｸ
 

角
度

計
及

び
伸

長
計

 

（
ⅱ

）
方

法
 

 
 

ｱ
 

寸
法

・
角

度
の

測
定

は
、

初
め

て
受

検
す

る
場

合
、

変
更

の
あ

る
場

 

合
及

び
そ

の
他

チ
ェ

ッ
ク

を
必

要
と

し
た

場
合

に
行

な
う

。
 

 
 

ｲ
（

略
）

 

 
 

ｳ
 

角
度

計
及

び
伸

長
計

は
、

表
示

値
に

つ
い

て
、

そ
の

誤
差

範
囲

が
設

 

定
ど

お
り

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
 

 
 

ｴ
 

規
格

地
上

高
（

基
準

額
告

示
第

１
条

備
考

５
）

は
、

水
平

な
地

面
で

 

測
定

す
る

。
 

 
 

 
ウ

 
図

面
照

合
 

 
 

 
（

ⅰ
）
提

出
書

類
に

記
載

の
主

要
部

の
寸

法
、
構

造
等

に
つ

い
て

、
受

検
品

と

照
合

す
る

。
 

 
 

 
（

ⅱ
）

 
図

面
照

合
は

、
初

め
て

受
検

す
る

場
合

、
チ

ェ
ッ

ク
し

た
部

分
を

変
 
 

 
 
 
 
 
更

し
た

場
合

及
び

そ
の

他
チ

ェ
ッ

ク
を

必
要

と
し

た
場

合
に

行
う

。
 

第
１

０
 

機
能

試
験

 

 
１

 
（

略
）

 

 
（

１
）

～
（

４
）

（
略

）
 

 
２

 
（

略
）

 

 
（

１
）

～
（

２
）

（
略

）
 

 
３

 
（

略
）

 

 
（

１
）

～
（

２
）

（
略

）
 

 
４

 
（

略
）

 

 
（

１
）

（
略

）
 

 
 
（

２
）

（
略

）
 

 
 

 
 
ア

（
略

）
 

 
 

 
イ

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
（

ア
）

～
（

イ
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
ウ

（
略

）
 
 
 

（
２

）
機

能
試

験
 

 
（

ア
）

（
略

）
 

 
 

（
ⅰ

）
～

（
ⅳ

）
（

略
）

 

 
（

イ
）

（
略

）
 

 
 

（
ⅰ

）
～

（
ⅱ

）
（

略
）

 

 
（

ウ
）

（
略

）
 

 
 

（
ⅰ

）
～

（
ⅱ

）
（

略
）

 

 
 
（

エ
）

（
略

）
 

 
 

（
ⅰ

）
（

略
）

 

 
 

（
ⅱ

）
（

略
）

 

 
 

 
 
 

ｱ
（

略
）

 

 
 

 
 

ｲ
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 

 
a
～

b
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
c
（

略
）

 
 
 

（5）検　　定　　時　　報



4 
  

 
 
 
 
 
（

ア
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
（

イ
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ａ

～
ｂ

（
略

）
 

 

 
 

 
（

ウ
）

～
（

エ
）

（
略

）
 

 
 
 
 

エ
（

略
）

 
 

 
 

 
オ

（
略

）
 

 
 

 
（

ア
）

～
（

エ
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
カ

（
略

）
 

 
 

 
（

ア
）

～
（

エ
）

（
略

）
 

 
 

 
キ

（
略

）
 

 
 

 
（

ア
）

～
（

イ
）

（
略

）
 

 
 

 
ク

（
略

）
 

 
 

 
（

ア
）

～
（

タ
）

（
略

）
 

 
 

 
ケ

（
略

）
 

 
 

 
コ

 
計

器
類

の
作

動
(
安

全
基

準
Ⅱ

2
.
3
.
1
7
.
1
～

2
.
3
.
1
7
.
3
)
 

 
 
 
 
 
 
 
（

ア
）

 
水

準
器

、
は

し
ご

の
使

用
時

間
計

及
び

風
速

計
の

作
動

を
確

認
す

る
。

 

（
イ

）
 
角

度
計

及
び

伸
長

計
が

、
表

示
値

に
つ

い
て

、
そ

の
誤

差
範

囲
が

設

定
ど

お
り

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
 

 
５

 
各

装
置

の
操

作
 

（
１

）
 操

作
項

目
 

各
装

置
の

操
作

は
、

各
装

置
の

機
能

を
確

認
す

る
た

め
に

行
う

こ
と

と
し

、
そ

の
操

作
項

目
（

別
表

１
（

基
準

と
確

認
方

法
）

の
確

認
方

法
の

欄
に

「
機

能
試

験

(
操

作
)
」

と
記

載
の

も
の

）
は

、
次

に
掲

げ
る

も
の

と
す

る
。

 

 
（

２
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
ア

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
イ

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
（

ア
）

～
（

イ
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
ウ

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
2
)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
ｱ
)
～

(
ｲ
)
（

略
）

 
 

 
 

 
 

ｳ
～

ｴ
（

略
）

 

 
 
 
（

ⅲ
）

（
略

）
 

 

 
 

（
ⅳ

）
（

略
）

 

 
 

 
 

ｱ
～

ｴ
（

略
）

 

 
 
 
 
（

ⅴ
）

（
略

）
 

 
 

 
 
 
ｱ
～

ｴ
（

略
）

 

 
 
 
（

ⅵ
）

（
略

）
 

 
 

 
 

ｱ
～

ｲ
（

略
）

 

 
 

（
ⅶ

）
（

略
）

 

 
 

 
 

ｱ
～

ﾀ
（

略
）

 

 
 
 
 
（

ⅷ
）

（
略

）
 

 
 

（
ⅸ

）
計

器
類

の
作

動
(
安

全
基

準
Ⅱ

2
.
3
.
1
7
.
1
～

2
.
3
.
1
7
.
3
)
 

 
 
 
 
 
 
 
水

準
器

、
は

し
ご

の
使

用
時

間
計

及
び

風
速

計
の

作
動

を
確

認
す

る
。

 

   

（
オ

）
各

装
置

の
操

作
 

 
 

（
ⅰ

）
操

作
項

目
 

各
装

置
の

操
作

は
、

各
装

置
の

機
能

を
確

認
す

る
た

め
に

行
う

こ
と

と
し

、
そ

の
操

作
項

目
（

別
表

５
（

基
準

と
確

認
方

法
）

の
確

認
方

法
の

欄
に

「
機

能
試

験

(
操

作
)
」

と
記

載
の

も
の

）
は

、
次

に
掲

げ
る

も
の

と
す

る
。

 

 
 
 
（

ⅱ
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 

ｱ
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 

ｲ
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 

 
a
～

b
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
ｳ
（

略
）
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エ

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
（

ア
）

～
（

ウ
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
（

エ
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ａ

～
e
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
（

オ
）

～
（

キ
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
（

ク
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ａ

～
ｃ

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
オ

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
（

ア
）

～
（

イ
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
カ

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
キ

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
（

ア
）

～
（

イ
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
ク

～
コ

（
略

）
 

 
 
 
 
 
ｴ
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 

 
a
～

c
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
d
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
)
～

(
5
)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 

e
～

g
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 

 
h
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 

 
(
1
)
～

(
3
)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
ｵ
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
a
～

b
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
ｶ
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
ｷ
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
a
～

b
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
ｸ
～

ｺ
（

略
）

 

第
１

１
 

走
行

・
急

制
動

試
験

 

 
１

 
確

認
事

項
 

 
 

 
走

行
・
急

制
動

試
験

で
次

に
掲

げ
る

装
置
（

別
表

１
（

基
準

と
確

認
方

法
）
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

走
行
・
急

制
動

試
験

」
と

記
載

の
も

の
）
等

に
異

常
が

生
じ

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
（

こ
の

品
質

評
価

で
は

、
各

装
置

の
本

来
の

機
能

及
び

強

度
の

確
認

は
、

書
類

審
査

で
行

う
。

）
。

 

 
（

１
）

～
（

７
）

（
略

）
 

 
２

 
（

略
）

 

 
（

１
）

（
略

）
 

 
（

２
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
ア

～
ウ

 
（

略
）

 

 
 
（

３
）

（
略

）
 

（
カ

）
走

行
・

急
制

動
試

験
 

 
（

ⅰ
）

確
認

事
項

 

 
 

 
走

行
・
急

制
動

試
験

で
次

に
掲

げ
る

装
置
（

別
表

５
（

基
準

と
確

認
方

法
）
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

走
行
・
急

制
動

試
験

」
と

記
載

の
も

の
）
等

に
異

常
が

生
じ

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
（

こ
の

品
質

評
価

で
は

、
各

装
置

の
本

来
の

機
能

及
び

強

度
の

確
認

は
、

書
類

審
査

で
行

う
。

）
。

 

 
 

 
ｱ
～

ｷ
（

略
）

 

 
（

ⅱ
）

（
略

）
 

 
 

 
ｱ
（

略
）

 

 
 
 
 
ｲ
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
a
～

c
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
ｳ
（

略
）

 

第
１

２
 

荷
重

試
験

 

 
 
１

 
荷

重
試

験
項

目
 

 
 

荷
重

試
験

で
確

認
す

る
項

目
（

別
表

１
（

基
準

と
確

認
方

法
）
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

荷
重

試
験

」
と

記
載

の
項

）
は

、
次

に
掲

げ
る

も
の

と
す

る
。

 

（
キ

）
荷

重
試

験
 

 
 
（

ⅰ
）

荷
重

試
験

項
目

 

 
 

荷
重

試
験

で
確

認
す

る
項

目
（

別
表

５
（

基
準

と
確

認
方

法
）
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

荷
重

試
験

」
と

記
載

の
項

）
は

、
次

に
掲

げ
る

も
の

と
す

る
。
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（

１
）

～
（

５
）

（
略

）
 

 
 
２

 
荷

重
試

験
方

法
 

 
 
（

１
）

（
略

）
 

 
 
（

２
）

（
略

）
 

ア
～

ウ
（

略
）

 

 
 
（

３
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
ア

～
ウ

（
略

）
 

 
 
（

４
）

（
略

）
 

 
 
（

５
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
ア

（
略

）
 
 

 
 
 
 
 
 
イ

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
（

ア
）

～
（

ウ
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
（

エ
）

最
も

安
定

度
の

低
い

状
態

 

 
 
 
 
 
 
ウ

（
略

）
 

（
ア

）
～

（
エ

）
（

略
）

 

エ
～

カ
（

略
）

 

 
 
 

 
ｱ
～

ｵ
（

略
）

 

 
 
（

ⅱ
）

荷
重

試
験

方
法

 

 
 
 

 
ｱ
（

略
）

 

 
 
 
 
 
ｲ
（

略
）

 

a
～

c
（

略
）

 

 
 
 
 
 
ｳ
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
a
～

c
（

略
）

 

 
 
 
 
 
ｴ
（

略
）

 

 
 
 

 
ｵ
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
a
（

略
）

 
 

 
 
 
 
 
 
 
b
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
(
1
)
～

(
3
)
（

略
）

 

  
 
 
 
 
 
 
c
（

略
）

 

(
1
)
～

(
4
)
（

略
）

 

d
～

f
（

略
）

 

第
１

３
 

耐
圧

試
験

 

 
１

 
（

略
）

 

 
（

１
）

～
（

４
）

（
略

）
 

 
２

 
（

略
）

 

 
（

１
）

～
（

２
）

（
略

）
 

（
３

）
 
耐

圧
値

が
２

M
P
a

を
超

え
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

配
管

単
体

で
最

大
仕

様

圧
力

の
１

.
５

倍
の

水
圧

を
加

え
、
そ

れ
と

同
じ

形
状

の
も

の
に

つ
い

て
、
完

成

品
で

１
.
１

倍
の

水
圧

を
加

え
る

方
法

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
ク

）
耐

圧
試

験
 

 
（

ⅰ
）

（
略

）
 

 
 

 
ｱ
～

ｴ
（

略
）

 

 
（

ⅱ
）

（
略

）
 

 
 

 
ｱ
～

ｲ
（

略
）

 

第
１

４
 

放
水

試
験

 

 
１

 
（

略
）

 

 
（

１
）

～
（

６
）

（
略

）
 

 
２

 
（

略
）

 

 
（

１
）

（
略

）
 

（
ケ

）
放

水
試

験
 

 
（

ⅰ
）

（
略

）
 

 
 

 
ｱ
～

ｶ
（

略
）

 

 
（

ⅱ
）

（
略

）
 

 
 

 
ｱ
（

略
）
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ア

～
イ

（
略

）
 

 

 
（

２
）

～
（

３
）

（
略

）
 

 
 
（

４
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
ア

～
ウ

（
略

）
 

 
 
（

５
）

～
（

６
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
a
～

b
（

略
）

 
 

 
 
 
 
ｲ
～

ｳ
（

略
）

 

 
 
 

 
ｴ
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
a
～

c
（

略
）

 

 
 
 
 
 
ｵ
～

ｶ
（

略
）

 

第
１

５
 

そ
の

他
 

 
１

（
略

）
 

 
２

 
品

質
管

理
等

の
確

認
（

安
全

基
準

Ⅱ
6
.
1
）

 

 
（

１
）

（
略

）
 

 
（

２
）

（
略

）
 

 
 

 
ア

～
イ

（
略

）
 

 

（
コ

）
そ

の
他

 

 
（

ⅰ
）

（
略

）
 

 
（

ⅱ
）

品
質

管
理

等
の

確
認

（
安

全
基

準
Ⅱ

6
.
2
）

 

 
 

 
ｱ
（

略
）

 

 
 
 
 
ｲ
 

（
略

）
 

 
 

 
a
～

b
（

略
）

 

 
 

第
２

章
 
 
型

式
評

価
 

第
２

章
 
 
型

式
評

価
試

験
 

第
１

 
依

頼
手

続
き

（
規

程
第

１
２

条
関

係
）

 

 
１

 
規

程
第

１
２

条
第

３
項

の
表

中
に

規
定

す
る
「

別
に

定
め

る
」
種

別
及

び
型

式
 

 
 

の
区

分
の

例
は

、
特

殊
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
等

の
種

類
に

よ
り

、
次

表
に

掲
げ

る
 

 
 

と
こ

ろ
と

す
る

。
 

 

 種
別

  
 

特
殊

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車

又
は

特
殊

消
防

自
動

車
に

係
る

特
殊

消
火

装
置

 

 型
式

  
 

は
し

ご
付

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車

 

  
  

 種
類

 

 

 
災

害
対

応
特

殊
は

し
ご

付
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
 

 
は

し
ご

付
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
 

 
（

ポ
ン

プ
を

装
備

し
な

い
も

の
に

あ
っ

て
は

「
ポ

ン
プ

」
を

除
く

）
 

 

第
１

 
依

頼
手

続
き

（
規

程
第

１
２

条
関

係
）

 

      

  

 

 

 
２

 
規

程
第

１
２

条
第

５
項

の
表

中
に

規
定

す
る

「
評

価
細

則
に

定
め

る
も

の
」

 

 
 

と
は

、
次

に
掲

げ
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

 
 
 
 
規

程
第

１
２

条
第

５
項

の
表

中
に

規
定

す
る

「
評

価
細

則
に

定
め

た
も

の
」

 

 
 

と
は

、
次

に
掲

げ
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

 
（

１
）

（
略

）
 

１
 

（
略

）
 

 
（

２
）

（
略

）
 

ア
 

明
細

書
は

、
各

装
置

の
諸

元
を

表
し

た
も

の
で

、
型

式
適

合
評

価
完

成
品

２
 

（
略

）
 

ア
 

明
細

書
は

、
各

装
置

の
諸

元
を

表
し

た
も

の
で

、
別

記
様

式
1
に

定
め

る
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を
受

検
す

る
場

合
に

、
受

検
品

が
承

認
と

同
等

で
あ

る
こ

と
を

、
対

比
に

よ

り
簡

易
に

確
認

す
る

た
め

に
活

用
で

き
る

よ
う

に
、
必

要
な

事
項

を
記

載
す

る
こ

と
。

 

イ
（

略
）

 

ウ
 

完
成

車
の

な
ら

し
運

転
実

施
表

（
安

全
基

準
Ⅱ

6
.
3
.
2
の

報
告

書
）

は
、

初
期

不
良

を
除

く
た

め
に

行
う

な
ら

し
運

転
の

報
告

書
と

す
る

。
な

お
、
当

該
運

転
は

、
各

装
置

に
つ

い
て

の
機

能
を

調
整

し
て

、
各

装
置

全
般

に
わ

た

っ
て

、
機

能
試

験
の

繰
り

返
し

を
８

時
間

以
上

行
っ

た
後

に
完

成
車

社
内

試

験
成

績
表

の
デ

ー
タ

を
取

る
。
ま

た
、
様

式
は

、
運

転
の

内
容

、
運

転
時

間

等
を

示
し

た
も

の
と

し
、

依
頼

者
に

お
い

て
設

定
す

る
。

 

エ
（

略
）

 

型
式

適
合

評
価

等
完

成
品

を
受

検
す

る
場

合
に

、
受

検
品

が
承

認
と

同
等

で
あ

る
こ

と
を

、
対

比
に

よ
り

簡
易

に
確

認
す

る
た

め
に

活
用

で
き

る
よ

う
に

、
必

要
な

事
項

を
記

載
す

る
こ

と
。

 

イ
（

略
）

 

ウ
 

完
成

車
の

な
ら

し
運

転
実

施
表

（
安

全
基

準
Ⅱ

6
.
3
.
2
の

報
告

書
）

は
、

初
期

不
良

を
除

く
た

め
に

行
う

な
ら

し
運

転
の

報
告

書
と

す
る

。
な

お
、
当

該
運

転
は

、
各

装
置

に
つ

い
て

の
機

能
を

調
整

し
て

、
完

成
車

社
内

試
験

成

績
表

の
デ

ー
タ

を
取

り
終

え
た

後
に

、
各

装
置

全
般

に
わ

た
っ

て
、
機

能
試

験
の

繰
り

返
し

を
８

時
間

以
上

行
う

。
ま

た
、
様

式
は

、
運

転
の

内
容

、
運

転
時

間
等

を
示

し
た

も
の

と
し

、
依

頼
者

に
お

い
て

設
定

す
る

。
 

エ
（

略
）

 

 
（

３
）

強
度

・
安

全
率

等
の

計
算

書
 

 
 

 
ア

 
提

出
す

る
強

度
・
安

全
率

等
の

計
算

書
は

、
次

に
掲

げ
る

箇
所
（

該
当

す
 

 
 

 
 

る
場

合
に

限
る

。
）
に

つ
い

て
の

も
の

と
す

る
。
な

お
、
水

ポ
ン

プ
を

装
備

 

 
 

 
 

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車

の
受

託
評

価
で

提
出

し
た

も
の

を
除

く
。

 

３
 

強
度

・
安

全
率

等
の

計
算

書
 

 
 

 
ア

 
提

出
す

る
強

度
・
安

全
率

等
の

計
算

書
は

、
次

に
掲

げ
る

箇
所
（

該
当

す
 

 
 

 
 

る
場

合
に

限
る

。
）
に

つ
い

て
の

も
の

と
す

る
。
な

お
、
水

ポ
ン

プ
を

装
備

 

 
 

 
 

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車

の
受

託
試

験
で

提
出

し
た

も
の

を
除

く
。

 

 
（

４
）

社
内

試
験

成
績

表
 

ア
（

略
）

 

イ
 

完
成

車
社

内
試

験
成

績
表

は
、
完

成
品

に
つ

い
て

試
験

を
実

施
し

た
報

告

書
と

す
る

。
な

お
、
様

式
は

全
て

の
試

験
項

目
を

含
む

も
の

と
し

、
検

定
協

会
と

協
議

の
上

定
め

た
も

の
と

す
る

。
 

４
 

社
内

試
験

成
績

表
 

ア
（

略
）

 

イ
 

完
成

車
社

内
試

験
成

績
表

は
、

完
成

品
に

つ
い

て
試

験
を

実
施

し
た

報

告
書

と
す

る
。
な

お
、
様

式
は

別
記

様
式

２
と

し
、
装

置
の

構
造

に
よ

り
若

干
の

変
更

を
妨

げ
な

い
。

 

 
（

５
）

 輸
入

業
者

に
関

す
る

資
料

 

 
 

 
 

輸
入

業
者

は
、

次
の

資
料

を
提

出
す

る
こ

と
。

 

 
 

 
ア

 
は

し
ご

自
動

車
の

形
状

、
構

造
、
材

質
、
成

分
及

び
性

能
（

以
下
「

形
状

等
」
と

い
う

。
）
を

明
ら

か
に

し
た

設
計

図
、
明

細
書

、
強

度
・
安

全
率

等

の
計

算
書

 
イ

 
は

し
ご

自
動

車
に

係
る

形
状

等
の

変
更

状
況

並
び

に
基

準
及

び
細

則
へ

の
適

合
状

況
を

確
認

す
る

手
段

 

 

 
（

６
）

そ
の

他
の

資
料

 
 

５
 

そ
の

他
の

資
料
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ア
（

略
）

 

 
 

 
（

ア
）

～
（

ソ
）

（
略

）
 

 
 

 
（

タ
）

型
式

評
価

依
頼

時
提

出
図

書
等

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
 

 
 

 
（

チ
）

（
略

）
 

 
 

 
イ

～
タ

（
略

）
 

 
 

 
チ

 
型

式
評

価
依

頼
時

提
出

図
書

等
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

は
、

附
図

第
２

に
示

す
書

類
を

含
む

別
記

様
式

２
と

し
、

依
頼

者
チ

ェ
ッ

ク
欄

に
て

不
足

の
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 
 

 
ア

（
略

）
 

 
 

 
（

ア
）

～
（

ソ
）

（
略

）
 

  
 

 
（

タ
）

（
略

）
 

 
 

 
イ

～
タ

（
略

）
 

 
 

 
 

 

第
２

 
型

式
評

価
の

手
順

（
規

程
第

１
３

条
関

係
）

 

 
 

型
式

評
価

は
、

次
に

掲
げ
る
書
類
審
査
及
び
確
認
試
験
に
区
分
す
る
。
 

第
２

 
型

式
評

価
試

験
の

手
順

（
規

程
第

１
３

条
関

係
）

 

 
 

型
式

評
価

試
験

は
、

次
に
掲
げ
る
書
類
審
査
及
び
確
認
試
験
に
区
分
す
る
。
 

 
 
１

 
書

類
審

査
 

 
（

１
）

（
略

）
 

 
（

２
）

書
類

審
査

方
法

 

 
 

 
ア

 
共

通
 

 
 

 
（

ア
）

 
別

表
１

(
基

準
と

確
認

方
法

)
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

書
類

審
査

」

と
記

載
の

項
は

、
書

類
審

査
で

行
う

。
 

 
 

 
（

イ
）

（
略

）
 

 
 

 
イ

（
略

）
 

 
 
 
 

ウ
 

強
度

・
安

全
率

の
計

算
書

等
の

審
査

 

 
 

 
 

 
強

度
・

安
全

率
等

の
計

算
書

（
実

機
試

験
デ

ー
タ

を
含

む
。

）
は

、
事

 

 
 

 
 

前
審

査
を

行
い

、
受

検
品

が
審

査
済

と
同

じ
も

の
で

あ
る

こ
と

を
、

完
成

品
の

受
検

時
に

社
内

試
験

成
績

表
（

社
内

確
認

表
）

で
確

認
す

る
。

 

 
 

 
エ

（
略

）
 

 
 

 
オ

 
そ

の
他

の
資

料
の

審
査

 

 
（

ア
）

（
略

）
 

 
 
（

イ
）
 

災
害

対
応

特
殊

は
し

ご
付

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車
（

補
助

対
象

の
も

の
）

に
あ

っ
て

は
、

四
輪

操
舵

方
式

に
つ

い
て

、
装

備
の

有
無

を
災

害
対

応
特

殊
車

装
備

確
認

表
で

、
四

輪
操

舵
方

式
で

あ
る

こ
と

を
車

台
型

式
で

そ
れ

ぞ
れ

確
認

す
る

。
ま

た
、

当
審

査
は

完
成

品
の

受
検

時
に

行
い

、
完

成
品

 
 
１

 
書

類
審

査
 

 
（

１
）

（
略

）
 

 
（

２
）

書
類

審
査

方
法

 

 
 

（
ア

）
共

通
 

 
 

 
 

ア
 

別
表

５
(
基

準
と

確
認

方
法

)
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

書
類

審
査

」
 

と
記

載
の

項
は

、
書

類
審

査
で

行
う

。
 

 
 

 
 

イ
（

略
）

 

 
 

（
イ

）
（

略
）

 

 
 
 
（

ウ
）

強
度

・
安

全
率

の
計

算
書

等
の

審
査

 

 
 

 
 

 
強

度
・

安
全

率
等

の
計

算
書

（
実

機
試

験
デ

ー
タ

を
含

む
。

）
は

、
事

 

 
 

 
 

前
審

査
を

行
い

、
受

検
品

が
承

認
と

同
じ

も
の

で
あ

る
こ

と
を

、
完

成
品

の
受

検
時

に
社

内
試

験
成

績
表

（
社

内
確

認
表

）
で

確
認

す
る

。
 

 
 

（
エ

）
（

略
）

 

 
 

（
オ

）
そ

の
他

の
資

料
の

審
査

 

 
 

ア
（

略
）

 

 
 

 
イ

 
災

害
対

応
特

殊
は

し
ご

付
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
（

補
助

対
象

の
も

の
）

に
あ

っ
て

は
、

四
輪

操
舵

方
式

に
つ

い
て

、
装

備
の

有
無

を
災

害
対

応
特

殊
車

装
備

確
認

表
で

、
四

輪
操

舵
方

式
で

あ
る

こ
と

を
車

台
型

式
で

そ
れ

ぞ
れ

確
認

す
る

。
ま

た
、

当
審

査
は

完
成

品
の

受
検

時
に

行
い

、
完

成
品
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が
四

輪
操

舵
方

式
の

場
合

は
、

災
害

対
応

特
殊

車
装

備
確

認
表

の
提

出
を

 

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
装

備
の

無
い

も
の

に
つ

い
て

、
消

防
庁

へ
届

出
済

で
あ

る
こ

と
 
を

次
の

い
ず

れ
か

の
書

類
で

確
認

す
る

。
 

 
 
 

 
ａ

 
附

図
第

３
の
「

災
害

対
応

特
殊

車
の

装
備

確
認

書
」
等

消
防

本
部

の

担
当

者
か

ら
提

出
さ

れ
た

書
類

 

 
 

 
ｂ

 
「

○
年

度
緊

急
消

防
援

助
隊

設
備

整
備

費
補

助
に

係
る

補
助

金
の

交

付
申

請
書
（

交
付

要
綱

別
記

様
式

第
１

）
」
の

写
し

及
び
「

交
付

決
定

通
知

書
」

の
写

し
の

う
ち

確
認

に
必

要
な

部
分

 

（
ウ

）
（

略
）

 

が
四

輪
操

舵
方

式
の

場
合

は
、

災
害

対
応

特
殊

車
装

備
確

認
表

の
提

出
を

 

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 

      
 

ウ
（

略
）

 

 
２

 
確

認
試

験
 

（
１

）
～

（
２

）
（

略
）

 

２
 

確
認

試
験

 

ア
～

イ
（

略
）

 

 
３

 
確

認
試

験
方

法
 

 
 

 
確

認
試

験
は

、
第

１
章

第
３

節
（

試
験

の
方

法
等

）
及

び
別

表
２
（

型
式

評
価

 

 
 
 
 
の

試
験

項
目

等
）
に

よ
り

行
う

。
た

だ
し

、
部

分
的

な
変

更
の

場
合

の
試

験
項

目

に
あ

っ
て

は
、
協

会
が

選
定

す
る

。
当

該
試

験
を

実
施

す
る

場
合

、
試

験
項

目
及

び
実

施
す

る
旨

を
依

頼
者

に
通

知
す

る
。

 

３
 

確
認

試
験

方
法

 

 
 

 
確

認
試

験
は

、
次

の
各

号
に

よ
り

行
う

。
た

だ
し

、
部

分
的

な
変

更
の

場
合

の
 

 
 
 
 
試

験
項

目
に

あ
っ

て
は

、
協

会
が

選
定

す
る

。
 

  

第
３

 
初

回
調

査
の

方
法

（
規

程
第

１
３

条
及

び
第

１
４

条
関

係
）

 

 
１

 
規

程
第

１
４

条
第

４
項

第
２

号
の

「
評

価
細

則
で

定
め

る
検

査
設

備
」

と
は

、
 

 
 

別
表

３
（

検
査

設
備

）
に

掲
げ

る
設

備
と

す
る

。
 

 
２

 
初

回
調

査
に

あ
た

っ
て

は
、

次
の

事
項

に
留

意
す

る
こ

と
。

 

（
１

）
別

表
３

に
掲

げ
る

設
備

の
う

ち
、

当
該

性
能

、
機

能
等

の
確

認
が

必
要

 

 
 

な
も

の
に

あ
っ

て
は

、
そ

の
確

認
に

必
要

な
機

器
等

を
準

備
す

る
こ

と
。

 

 
 
 
（

２
）

～
（

５
）

（
略

）
 

 

第
３

 
初

回
調

査
の

方
法

（
規

程
第

１
３

条
及

び
第

１
４

条
関

係
）

 

 
１

 
規

程
第

１
４

条
第

４
項

第
２

号
の

「
評

価
細

則
で

定
め

る
検

査
設

備
」

と
は

、
 

 
 

別
表

１
（

検
査

設
備

）
に

掲
げ

る
設

備
と

す
る

。
 

 
２

 
初

回
調

査
に

あ
た

っ
て

は
、

次
の

事
項

に
留

意
す

る
こ

と
。

 

（
１

）
 別

表
１

に
掲

げ
る

設
備

の
う

ち
、

当
該

性
能

、
機

能
等

の
確

認
が

必
要

 

 
 

な
も

の
に

あ
っ

て
は

、
そ

の
確

認
に

必
要

な
機

器
等

を
準

備
す

る
こ

と
。

 

 
 
 
（

２
）

～
（

５
）

（
略

）
 

 
３

 
I
S
O
 9
0
0
1（

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

－
要

求
事

項
）
の

認
証

を
取

得
し

た
工

場
に

あ
っ

て
は

、
次

に
掲

げ
る

と
こ

ろ
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
１

）
 
品

質
管

理
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
、

品
質

管
理

方
法

書
を

I
S
O
 
9
0
0
1
の

認

証
の

写
と

し
、

当
該

調
査

を
省

略
す

る
。

 

 
 
（

２
）

 
管

理
事

項
に

つ
い

て
、

I
S
O
 
9
0
0
1
の

認
証

の
書

類
に

必
要

な
内

容
の

記

載
が

あ
る

場
合

は
、

該
書

類
の

提
示

と
す

る
。
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 第
４

 
型

式
評

価
の

審
査

（
規

程
第

１
５

条
関

係
）

 

 
１

 
欠

点
等

が
無

く
基

準
に

適
合

と
判

断
す

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
附

表
第

１
に

 

 
 

よ
る

型
式

番
号

を
付

与
す

る
。

 

 
２

 
型

式
評

価
の

結
果

は
、

次
に

掲
げ

る
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

場
合

に
不

適
合

 

 
 

と
す

る
。

 

第
４

 
型

式
評

価
試

験
の

審
査

（
規

程
第

１
５

条
関

係
）

 

   
 

 
型

式
評

価
の

結
果

は
、

次
に

掲
げ

る
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

場
合

に
不

適
合

 

 
 

と
す

る
。

 

第
５

 
型

式
変

更
評

価
（

規
程

第
１

８
条

関
係

）
 

 
 

型
式

変
更

評
価

は
、

該
当

し
な

い
。

 

 
 

現
在

承
認

を
受

け
て

い
る

型
式

に
つ

い
て

、
別

表
４

(
型

式
評

価
に

該
当

す
る

変

更
事

項
)
の

例
示

に
該

当
す

る
変

更
を

し
よ

う
と

す
る

場
合

は
、

新
た

に
型

式
評

価

を
依

頼
す

る
も

の
と

す
る

。
 

第
５

 
型

式
変

更
評

価
試

験
（

規
程

第
１

８
条

関
係

）
 

 
 

型
式

変
更

評
価

試
験

は
、

該
当

し
な

い
。

 

 
 

現
在

承
認

を
受

け
て

い
る

型
式

に
つ

い
て

、
別

表
６

(
型

式
評

価
試

験
に

該
当

す
 

 
る

変
更

事
項

)
の

例
示

に
該

当
す

る
変

更
を

し
よ

う
と

す
る

場
合

は
、

新
た

に
型

式
 

 
評

価
試

験
を

依
頼

す
る

も
の

と
す

る
。

 

第
６

 
更

新
（

規
程

第
１

６
条

関
係

）
 

第
６

 
更

新
（

規
程

第
１

７
条

関
係

）
 

 
 

第
３

章
 

型
式

適
合

評
価

 

第
１

節
 

通
則

 

第
１

（
略

）
 

第
３

章
 

型
式

適
合

評
価

 

 第
１

（
略

）
 

第
２

 
検

査
設

備
の

整
備

（
規

程
第

２
２

条
及

び
第

３
５

条
関

係
）

 

 
 

規
定

第
２

２
条

第
１

項
の

「
評

価
細

則
で

定
め

る
検

査
設

備
の

性
能

」
と

は
、

別
表

３
（

検
査

設
備

）
の

性
能

欄
に

掲
げ

る
も

の
と

す
る

。
 

第
２

 
検

査
設

備
の

整
備

（
規

程
第

２
２

条
及

び
第

３
５

条
関

係
）

 

 
 

規
定

第
２

２
条

第
１

項
の

「
評

価
細

則
で

定
め

る
検

査
設

備
の

性
能

」
と

は
、

別
表

１
（

検
査

設
備

）
の

性
能

欄
に

掲
げ

る
も

の
と

す
る

。
 

第
３

 
実

態
調

査
（

規
程

第
２

８
条

関
係

）
 

１
 

規
程

第
２

８
条

第
３

項
の

評
価

細
則

で
定

め
る

改
善

処
置

は
、

次
に

よ
る

。
 

 
（

１
）

協
会

は
、

規
程

第
２

８
条

第
１

項
の

実
態

調
査

（
以

下
「

実
態

調
査

」
と

い
う

。
）

製
品

検
査

に
お

い
て

、
品

質
管

理
上

著
し

い
不

備
（

別
表

６
に

掲

げ
る

例
示

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

が
あ

る
と

認
め

る
場

合
、

型
式

適
合

評

価
依

頼
者

に
対

し
て

品
質

管
理

等
の

改
善

、
不

良
品

の
流

出
の

調
査

等
必

要

な
措

置
を

講
ず

る
よ

う
求

め
る

こ
と

と
し

、
当

該
者

は
、

同
一

の
型

式
適

合

評
価

方
式

の
製

品
の

次
回

受
験

前
ま

で
に

、
当

該
措

置
の

実
施

内
容

を
規

程

別
記

様
式

第
１

９
号

の
不

合
格

改
善

方
法

書
に

準
じ

た
書

式
に

よ
り

協
会

に

提
出

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 

第
３

 
実

態
調

査
（

規
程

第
２

８
条

関
係

）
 

１
 

規
程

第
２

８
条

第
３

項
の

評
価

細
則

で
定

め
る

改
善

処
置

は
、

次
に

よ
る

。
 

 
（

１
）

協
会

は
、

規
程

第
２

８
条

第
１

項
の

実
態

調
査

（
以

下
「

実
態

調
査

」
と

い
う

。
）

製
品

検
査

に
お

い
て

、
品

質
管

理
上

著
し

い
不

備
（

別
表

３
に

掲

げ
る

例
示

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

が
あ

る
と

認
め

る
場

合
、

型
式

適
合

評

価
依

頼
者

に
対

し
て

品
質

管
理

等
の

改
善

、
不

良
品

の
流

出
の

調
査

等
必

要

な
措

置
を

講
ず

る
よ

う
求

め
る

こ
と

と
し

、
当

該
者

は
、

同
一

の
型

式
適

合

評
価

方
式

の
製

品
の

次
回

受
験

前
ま

で
に

、
当

該
措

置
の

実
施

内
容

を
規

程

別
記

様
式

第
１

９
号

の
不

合
格

改
善

方
法

書
又

は
同

別
記

様
式

第
２

０
号

の

不
適

合
改

善
方

法
書

に
準

じ
た

書
式

に
よ

り
協

会
に

提
出

す
る

も
の

と
す

る
。
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（

２
）
協

会
は

、
実

態
調

査
に

お
い

て
、
品

質
管

理
方

法
書

等
に

記
載

さ
れ

て
い

る

内
容

と
異

な
る

管
理

方
法

が
行

わ
れ

て
い

る
と

認
め

る
場

合
（

前
（

１
）
に

該

当
す

る
場

合
を

除
く

。
）
、
型

式
適

合
評

価
依

頼
者

に
対

し
て

そ
の

改
善

措
置

を
講

ず
る

よ
う

求
め

る
こ

と
と

し
、
当

該
者

は
、
当

該
措

置
の

実
施

内
容

を
規

程
別

記
様

式
第

１
９

号
の

不
合

格
改

善
方

法
書

に
準

じ
た

書
式

に
よ

り
協

会

に
提

出
す

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

協
会

は
、
前

１
の

改
善

措
置

が
十

分
で

あ
る

と
認

め
た

場
合

に
あ

っ
て

は
当

該

者
に

対
し

確
認

し
た

旨
を

通
知

す
る

。
 

３
 

協
会

は
、
前

１
に

規
定

す
る

措
置

の
実

施
状

況
を

確
認

す
る

た
め

に
必

要
が

あ

る
と

認
め

る
場

合
、
型

式
適

合
評

価
依

頼
者

に
連

絡
の

う
え

、
受

検
場

所
に

お
け

る
確

認
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

第
２

節
 

立
会

型
式

適
合

評
価

 

第
４

 
立

会
型

式
適

合
評

価
に

お
け

る
検

査
方

法
（

規
程

第
２

５
条

関
係

）
 

受
検

品
（

試
料

）
は

完
成

品
と

し
、

全
数

検
査

に
よ

り
行

う
。

 

 
（

２
）
協

会
は

、
実

態
調

査
に

お
い

て
、
品

質
管

理
方

法
書

等
に

記
載

さ
れ

て
い

る

内
容

と
異

な
る

管
理

方
法

が
行

わ
れ

て
い

る
と

認
め

る
場

合
（

前
（

１
）
に

該

当
す

る
場

合
を

除
く

。
）
、
型

式
適

合
評

価
依

頼
者

に
対

し
て

そ
の

改
善

措
置

を
講

ず
る

よ
う

求
め

る
こ

と
と

し
、
当

該
者

は
、
当

該
措

置
の

実
施

内
容

を
規

程
別

記
様

式
第

２
０

号
の

不
適

合
改

善
方

法
書

に
準

じ
た

書
式

に
よ

り
協

会

に
提

出
す

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

協
会

は
、
前

２
の

改
善

措
置

が
十

分
で

あ
る

と
認

め
た

場
合

に
あ

っ
て

は
当

該

者
に

対
し

確
認

し
た

旨
を

通
知

す
る

。
 

３
 

協
会

は
、
前

２
に

規
定

す
る

措
置

の
実

施
状

況
を

確
認

す
る

た
め

に
必

要
が

あ

る
と

認
め

る
場

合
、
型

式
適

合
評

価
依

頼
者

に
連

絡
の

う
え

、
受

検
場

所
に

お
け

る
確

認
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

 第
４

 
立

会
型

式
適

合
評

価
に

お
け

る
検

査
方

法
（

規
程

第
２

６
条

関
係

）
 

検
査

方
法

は
、
第

２
章
（

型
式

評
価

試
験

）
に

よ
る

ほ
か

、
次

に
掲

げ
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

第
５

 
立

会
型

式
適

合
評

価
に

お
け

る
検

査
手

順
、

判
定

等
（

規
程

第
２

６
条

関
係

）
 

検
査

項
目

及
び

検
査

方
法

は
、
第

１
章

第
３

節
、
別

表
２
（

型
式

評
価

等
の

試

験
項

目
）
及

び
別

表
７
（

型
式

適
合

評
価

の
検

査
方

法
）
に

よ
る

ほ
か

、
次

に
掲

げ
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

 

 

 

 
（

１
）

書
類

審
査

 

 
ア

～
イ

 
（

略
）

 

 
ウ

 
受

検
品

が
既

受
検

と
同

等
で

な
い

場
合

（
軽

微
変

更
を

提
出

し
た

場
 

合
）

は
、

当
該

変
更

箇
所

の
設

計
図

、
明

細
書

、
取

扱
説

明
書

、
点

検
整

備
書

、
社

内
試

験
成

績
 

表
等

の
書

類
の

審
査

を
す

る
。

ま
た

、
当

該
変

更
が

な
い

場
合

で
も

、
必

要
に

応
じ

て
設

計
図

、
取

扱
説

明
書

及
び

点
検

整
備

書
に

つ
い

て
確

認
す

る
。

 

（
１

）
書

類
審

査
 

 
ア

～
イ

 
（

略
）

 

 
ウ

 
受

検
品

が
既

受
検

と
同

等
で

な
い

場
合

（
型

式
評

価
又

は
軽

微
変

更
を

 

提
出

し
た

場
合

）
は

、
当

該
変

更
箇

所
の

設
計

図
、

明
細

書
、

取
扱

説
明

書
、

点
検

整
備

書
、

社
内

試
験

成
績

 
表

等
の

書
類

の
審

査
を

す
る

。
ま

た
、

当
該

変
更

が
な

い
場

合
で

も
、

必
要

に
応

じ
て

設
計

図
、

取
扱

説
明

書
及

び
点

検
整

備
書

に
つ

い
て

確
認

す
る

。
 

（
２

）
 外

観
検

査
 

梯
体

に
係

る
部

分
に

あ
っ

て
は

寸
法

測
定

及
び

図
面

照
合

を
円

滑
に

行
う

た
め

、
承

認
図

書
の

写
し

を
受

検
当

日
に

用
意

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 
（

２
）

 
試

験
の

省
略

 

 
 

型
式

適
合

評
価

に
お

い
て

、
受

検
品

が
既

受
検

と
同

等
の

場
合

は
、
次

に
掲

 

げ
る

と
こ

ろ
に

よ
り

試
験

を
省

略
す

る
。
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ア

 
試

験
項

目
ご

と
に

試
験

の
省

略
を

判
断

す
る

。
ま

た
、

省
略

の
方

法
は

、
 

次
に

掲
げ

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

 
（

ア
）

 
試

験
の

全
て

を
省

略
す

る
。

 

 
（

イ
）

 
試

験
の

一
部

を
省

略
す

る
。

 

 
（

ウ
）

 
次

に
掲

げ
る

条
件

の
全

て
に

該
当

す
る

場
合

に
、

１
０

分
の

１
の

確
 

率
で

試
験

を
行

う
。

 

 
 

 
 

な
お

、
当

該
条

件
へ

該
当

す
る

こ
と

の
判

断
は

、
は

し
ご

の
基

本
構

造
 

が
同

等
の

も
の

を
同

一
区

分
と

し
て

扱
う

。
 

 
ａ

 
受

検
の

間
隔

が
２

年
以

内
で

あ
る

こ
と

。
 

 
 

 
 

 
ｂ

 
最

近
の

引
き

続
く

１
０

台
の

受
検

に
お

い
て

、
当

該
省

略
対

象
の

試
験

項
目

に
欠

点
が

生
じ

て
な

い
こ

と
。

 

 
イ

 
試

験
項

目
ご

と
の

試
験

の
省

略
の

内
容

は
、
別

表
７

(
型

式
適

合
評

価
の

 

試
験

の
省

略
)
に

よ
る

。
 

 
（

３
）

欠
点

の
区

分
 

 
 

 
ア

 
（

略
）

 

 
 

 
イ

 
欠

点
の

例
示

 

 
 

 
 

 
各

試
験

項
目

に
お

け
る

欠
点

の
例

示
は

、
別

表
８

（
欠

点
表

）
に

よ
る

。

な
お

、
欠

点
表

に
掲

げ
て

い
な

い
不

具
合

事
項

に
つ

い
て

は
、
欠

点
表

の
区

分
の

原
則

に
よ

り
判

定
す

る
。

 

（
３

）
欠

点
の

区
分

 

 
 

 
ア

 
（

略
）

 

 
 

 
イ

 
欠

点
の

例
示

 

 
 

 
 

 
各

試
験

項
目

に
お

け
る

欠
点

の
例

示
は

、
別

表
４

（
欠

点
表

）
に

よ
る

。

な
お

、
欠

点
表

に
掲

げ
て

い
な

い
不

具
合

事
項

に
つ

い
て

は
、
欠

点
表

の
区

分
の

原
則

に
よ

り
判

定
す

る
。

 

 
（

４
）

立
会

型
式

適
合

評
価

に
お

け
る

合
否

の
判

定
 

 
 

 
ア

 
規

程
第

２
６

条
第

２
項
（

１
）
及

び
（

２
）
中

、
「

欠
点

」
を
「

重
欠

点
」

に
読

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

 
イ

 
「

軽
欠

点
」

が
見

出
さ

れ
た

場
合

は
、

判
定

を
保

留
と

し
、

当
該

不
良

が
良

品
と

確
認

さ
れ

た
時

点
で

合
格

と
す

る
。

 

 
 

 
 

 
た

だ
し

、
「

軽
欠

点
」
が

５
個

以
上

見
出

さ
れ

た
場

合
は

、
不

合
格

と
す

る
。

 

（
４

）
立

会
型

式
適

合
評

価
に

お
け

る
ロ

ッ
ト

の
判

定
 

 
 

 
ア

 
規

程
第

２
６

条
第

１
項
（

１
）
及

び
（

２
）
中

、
「

欠
点

」
を
「

重
欠

点
」

に
読

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

 
イ

 
「

軽
欠

点
」

が
見

出
さ

れ
た

場
合

は
、

判
定

を
保

留
と

し
、

当
該

不
合

格
品

が
良

品
と

確
認

さ
れ

た
時

点
で

合
格

と
す

る
。

 

 
 

 
 

 
た

だ
し

、
「

軽
欠

点
」
が

５
個

以
上

見
出

さ
れ

た
場

合
は

、
当

該
ロ

ッ
ト

を
不

合
格

と
す

る
。

 

 
（

５
）

 
立

会
型

式
適

合
評

価
の

特
例

 

 
 
 
 
型

式
適

合
評

価
に

お
け

る
即

刻
修

理
可

能
な

欠
点

に
よ

る
不

合
格

の
場

合
は

、

当
該

型
式

適
合

評
価

依
頼

書
の

受
付

を
待

た
ず

に
試

験
を

行
え

る
。

た
だ

し
、

当
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該
型

式
適

合
評

価
の

期
間

中
に

お
け

る
試

験
の

終
了

を
確

認
で

き
る

場
合

に
限

る
。
な

お
、
こ

の
場

合
の

合
否

の
判

定
は

、
当

該
型

式
適

合
評

価
依

頼
書

の
受

付
を

確
認

し
た

時
点

で
行

う
。

 

 
 

第
４

章
 
 
雑

 
則

 

第
１

 
軽

微
変

更
（

規
程

第
３

６
条

関
係

）
 

規
程

第
３

６
条

第
２

項
の
「

評
価

細
則

で
定

め
る

事
項

」
と

は
、
別

表
５

に
掲

げ
る

事
項

と
す

る
。

 

第
４

章
 
 
雑

 
則

 

第
１

 
軽

微
変

更
（

規
程

第
３

６
条

関
係

）
 

規
程

第
３

６
条

第
２

項
の
「

評
価

細
則

で
定

め
る

事
項

」
と

は
、
別

表
２

に
掲

げ
る

事
項

と
す

る
。

 

第
２

 
不

正
行

為
等

に
よ

り
停

止
さ

れ
た

型
式

適
合

評
価

を
再

開
す

る
場

合
の

扱
い

（
規

程
第

５
２

条
、

第
５

３
条

及
び

第
５

４
条

）
 

規
程

第
５

２
条

第
８

項
、
規

程
第

５
３

条
第

１
１

項
及

び
規

程
第

５
４

条
第

１
 

１
項

の
評

価
細

則
で

定
め

る
検

査
の

き
び

し
さ

は
、

該
当

し
な

い
。

 

第
２

 
不

正
行

為
等

に
よ

り
停

止
さ

れ
た

型
式

適
合

評
価

を
再

開
す

る
場

合
の

扱
い

（
規

程
第

５
２

条
、

第
５

３
条

及
び

第
５

４
条

）
 

規
程

第
５

２
条

第
８

項
、
規

程
第

５
３

条
第

１
１

項
及

び
規

程
第

５
４

条
第

１
 

１
項

の
評

価
細

則
で

定
め

る
検

査
の

き
び

し
さ

は
、
該

当
し

な
い

も
の

と
し

、
型

式
適

合
評

価
を

再
開

す
る

場
合

は
、
試

験
の

省
略

に
お

い
て

、
第

３
章

第
４
（

２
）

の
規

定
を

適
用

し
な

い
で

、
試

験
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

 
 

 
初

検
査

に
お

い
て

連
続

１
０

ロ
ッ

ト
で

合
格

し
た

場
合

、
当

該
試

験
の

省
略

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。
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 附
表

第
１

（
第

２
章

第
４

関
係

）
 

 
 

 

 別
記

様
式

１
 

明
細

書
（

第
２

章
第

１
、

２
関

係
）

 

（
図

 
略

）
 

 別
記

様
式

１
 

明
細

書
（

第
２

章
第

１
、

２
関

係
）

 

（
図

 
略

）
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 附
図

第
１

（
別

記
様

式
１

関
係

）
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 別
記

様
式

２
 

型
式

評
価

依
頼

時
提

出
図

書
等

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
（

第
２

章
第

１
、
５

関
係

）
 

 

別
記

様
式

２
 

完
成

車
社

内
試

験
成

績
表

（
第

２
章

第
１

、
４

関
係

）
 

 

  

（19）検　　定　　時　　報



18
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 附
図

第
２

（
別

記
様

式
２

関
係

）
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 別
記

様
式

３
 

災
害

対
応

特
殊

装
備

確
認

表
（

第
２

章
第

１
、

５
関

係
）

 

 

           

別
記

様
式

３
 

災
害

対
応

特
殊

装
備

確
認

表
（

第
２

章
第

１
、

５
関

係
）
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 附
図

第
３

（
別

記
様

式
第

３
関

係
）
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 別
表

１
 

基
準

と
確

認
方

法
（

第
２

章
第

２
関

係
）

 

 

別
表

１
（

第
２

章
第

３
、

１
及

び
第

３
章

第
２

関
係

）
 

検
査

設
備
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（33）検　　定　　時　　報



32
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 別
表

２
 

型
式

評
価

等
の

試
験

項
目

（
第

２
章

２
関

係
）

 

 

別
表

２
 

軽
微

変
更

と
し

て
処

理
す

る
事

項
（

第
４

章
第

１
）
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 別
表

３
（

第
２

章
第

３
、

１
及

び
第

３
章

第
２

関
係

）
 

受
検

者
の

備
え

る
べ

き
検

査
設

備
 

 

 

別
表

３
（

第
３

章
第

３
、

１
関

係
）

 

品
質

管
理

上
著

し
い

不
備

の
例

 

   

１
～

５
（

略
）
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 別
表

４
 

型
式

評
価

に
該

当
す

る
変

更
事

項
（

第
２

章
第

５
関

係
）

 

 
 

           

別
表

４
 

欠
点

表
（

例
示

）
（

第
３

章
第

４
関

係
）
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 別
表

５
 

軽
微

変
更

と
し

て
処

理
す

る
事

項
（

第
４

章
第

１
）

 

 

別
表

５
 

基
準

と
確

認
方

法
（

第
２

章
第

２
関

係
）
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 別
表

６
（

第
３

章
第

３
、

１
関

係
）

 

品
質

管
理

上
著

し
い

不
備

の
例

 

 

別
表

６
 

型
式

評
価

に
該

当
す

る
変

更
事

項
（

第
２

章
第

５
関

係
）
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 別
表

７
 

型
式

適
合

評
価

の
検

査
方

法
（

第
３

章
第

５
関

係
）

 

 

別
表

７
 

型
式

適
合

評
価

の
試

験
の

省
略

（
第

３
章

第
４

関
係

）
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（46） 検　　定　　時　　報



45
 

 別
表

８
 

欠
点

表
（

例
示

）
（

第
３

章
第

５
関

係
）
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附

 
則

 
（

令
和

５
年

１
月

１
９

日
）

 

 
こ

の
規

程
は

、
令

和
５

年
２

月
１

日
か

ら
施

行
す

る
。
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1 
  

屈
折

は
し

ご
自

動
車

に
係

る
特

殊
消

火
装

置
の

品
質

評
価

細
則

の
一

部
を

改
正

す
る

規
程

を
次

の
よ

う
に

定
め

る
。

 

 
 

令
和

５
年

１
月

１
９

日
 

日
本

消
防

検
定

協
会

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理
事

長
 

市
橋

 
保

彦
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
屈

折
は

し
ご

自
動

車
に

係
る

特
殊

消
火

装
置

の
品

質
評

価
細

則
の

一
部

を
改

正
す

る
規

程
 

  
屈

折
は

し
ご

自
動

車
に

係
る

特
殊

消
火

装
置

の
品

質
評

価
細

則
（

平
成

２
５

年
３

月
１

５
日

制
定

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
次

の
表

に
よ

り
、

改
正

前
欄

に
掲

げ
る

規
定

の
下

線
を

付
し

又
は

破
線

で
囲

ん
だ

部
分

を
こ

れ
に

順
次

対
応

す
る

改
正

後
欄

に
掲

げ
る

規
定

の
下

線
を

付
し

又
は

破
線

で
囲

ん

だ
部

分
の

よ
う

に
改

め
、

改
正

前
欄

に
掲

げ
る

下
線

を
付

し
た

規
定

で
改

正
後

欄
に

こ
れ

に
対

応
す

る
も

の
を

掲
げ

て
い

な
い

も
の

は
、

こ
れ

を
削

り
、

改
正

後
欄

に
掲

げ
る

下

線
を

付
し

た
規

定
で

改
正

前
欄

に
こ

れ
に

対
応

す
る

も
の

を
掲

げ
て

い
な

い
も

の
は

、
こ

れ
を

加
え

る
。

 

 

改
 

正
 

後
 

改
 

正
 

前
 

第
１

章
 

基
準

の
運

用
方

針
 

第
１

節
 

総
則

 

第
１

 
適

用
範

囲
 

 
（

１
）

（
略

）
 

 
 

 
 

   
 

 
ア

～
イ

（
略

）
 

 
（

２
）

（
略

）
 

 
 

 
 

 
 

 
ア

～
イ

（
略

）
 

第
１

章
 

基
準

の
運

用
方

針
 

 第
１

 
適

用
範

囲
 

 
（

１
）

（
略

）
 

 
 

 
ア

 
基

準
額

告
示

（
国

が
行

う
補

助
の

対
象

と
な

る
緊

急
消

防
援

助
隊

の
施

設
の

基
準

額
告

示
（

平
成

1
6
年

3
月

3
0
日

総
務

省
告

示
第

2
8
1
号

）
を

い
う

。
以

下
同

じ
｡
）

第
１

条
備

考
第

７
に

よ
る

。
 

 
 

 
イ

～
ウ

（
略

）
 

 
（

２
）

（
略

）
 

 
 

 
ア

 
基

準
額

告
示

第
１

条
備

考
第

７
に

よ
る

。
 

 
 

 
イ

～
ウ

（
略

）
 

第
２

 
用

語
の

意
義

 
 

 
 

（
１

）
（

略
）

 

（
２

）
性

能
用

語
 

ア
 

作
業

半
径

 

第
２

 
用

語
 

 
 

 

（
１

）
（

略
）

 

（
２

）
性

能
用

語
 

ア
 

作
業

半
径
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2 
 

 
 
 

 
 
 
 
塔
（

安
全

基
準

Ⅳ
1
.
2
.
1
(
8
)
の
「

塔
」
及

び
補

助
規

格
7
の

3
の
「

屈
折

は
し

ご
」
を

い
う

。
）
の

旋
回

の
中

心
か

ら
塔

の
先

端
ま

で
の

水
平

距
離

を

い
う

。
 

 
 

イ
～

キ
（

略
）

 

（
３

）
試

験
用

語
 

 
 

 
ア

 
（

略
）

 

 
 

 
イ

 
外

観
検

査
 

 
 

 
 

 
受

検
品

を
目

視
で

検
査

し
、

必
要

に
応

じ
て

寸
法

測
定

、
角

度
測

定
、

図
面

照
合

等
を

行
い

、
基

準
に

適
合

す
る

か
、

設
計

ど
お

り
で

あ
る

か
、

加
工

が
適

正
で

あ
る

か
等

に
つ

い
て

確
認

す
る

こ
と

を
い

う
。

 

 
 

 
ウ

 
機

能
試

験
 

 
 

 
 

 
受

検
品

の
各

装
置

を
作

動
し

て
、

基
準

に
適

合
す

る
か

、
設

計
ど

お
り

で
あ

る
か

、
適

正
に

作
動

す
る

か
等

に
つ

い
て

確
認

す
る

こ
と

を
い

う
。

 

  
 

 
エ

～
オ

 
（

略
）

 

第
２

節
 

基
準

の
運

用
 

第
３

～
６

 
（

略
）

 

 
 
 

 
 
 
 
塔
（

安
全

基
準

Ⅳ
1
.
2
.
1
(
8
)
の
「

塔
」
及

び
補

助
規

格
7
の

3
の
「

屈
折

は
し

ご
」

を
い

う
。

）
の

旋
回

の
中

心
か

ら
塔

の
先

端
（

安
全

基
準

Ⅳ

1
.
2
.
1
(
7
)
）

ま
で

の
水

平
距

離
を

い
う

。
 

 
 

イ
～

キ
（

略
）

 

（
３

）
試

験
用

語
 

ア
 

（
略

）
 

 
 

 
イ

 
外

観
検

査
 

 
 

 
 

 
受

検
品

を
目

視
で

検
査

し
、

必
要

に
応

じ
て

寸
法

測
定

、
角

度
測

定
、

図
面

照
合

等
を

行
い

、
品

質
評

価
基

準
に

適
合

す
る

か
、

設
計

ど
お

り
で

あ
る

か
、

加
工

が
適

正
で

あ
る

か
等

に
つ

い
て

確
認

す
る

こ
と

を
い

う
。

 

 
 

 
ウ

 
機

能
試

験
 

 
 

 
 

 
受

検
品

の
各

装
置

を
作

動
し

て
、

品
質

評
価

基
準

に
適

合
す

る
か

、
設

計
ど

お
り

で
あ

る
か

、
適

正
に

作
動

す
る

か
等

に
つ

い
て

確
認

す
る

こ
と

を
い

う
。

 

 
 

 
エ

～
オ

 
（

略
）

 

 第
３

～
６

 
（

略
）

 

第
７

 
 
表

示
 

 
１

 
製

造
に

関
す

る
表

示
（

安
全

基
準

Ⅱ
2
.
6
.
1
(
1
)
）

 

（
１

）
型

式
番

号
及

び
特

殊
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
の

種
類

を
表

示
す

る
こ

と
。

な

お
、

型
式

番
号

は
、

型
式

評
価

の
承

認
時

(
規

程
第

1
5
条

)
に

日
本

消
防

検
定

協

会
（

以
下

「
協

会
」

と
い

う
。

）
か

ら
依

頼
者

へ
通

知
し

た
型

式
番

号
と

す
る

。
 

 
 
（

２
）
表

示
す

る
特

殊
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
の

種
類

は
、
依

頼
し

た
自

動
車

の
種

類

と
す

る
こ

と
。
な

お
、
水

ポ
ン

プ
を

装
備

し
な

い
も

の
に

あ
っ

て
は

、「
ポ

ン
プ

」

の
文

字
を

除
い

た
も

の
（

放
水

塔
付

消
防

自
動

車
）

と
す

る
。

 

  
（

３
）
製

造
に

関
す

る
表

示
（

製
造

者
名

、
製

造
番

号
、
製

造
年

、
型

式
番

号
及

び

特
殊

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車

の
種

類
の

表
示

）
は

、
可

能
な

限
り

、
同

一
銘

板
内

第
７

 
 
表

示
 

 
１

 
製

造
に

関
す

る
表

示
（

安
全

基
準

Ⅱ
2
.
6
.
1
(
1
)
）

 

（
１

）
型

式
評

価
番

号
及

び
特

殊
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
の

種
類

を
表

示
す

る
こ

と
。

な
お

、
型

式
評

価
番

号
は

、
型

式
評

価
の

承
認

時
(
品

質
評

価
規

程
第

1
5
条

)
に

日
本

消
防

検
定

協
会
（

以
下
「

協
会

」
と

い
う

。
）
か

ら
依

頼
者

へ
通

知
し

た
型

式
番

号
と

す
る

。
 

 
（

２
）
表

示
す

る
特

殊
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
の

種
類

は
、
品

質
評

価
規

程
に

よ
り

依

頼
し

た
自

動
車

の
種

類
と

す
る

こ
と

。
な

お
、
水

ポ
ン

プ
を

装
備

し
な

い
も

の
に

あ
っ

て
は

、
「

ポ
ン

プ
」
の

文
字

を
除

い
た

も
の
（

放
水

塔
付

消
防

自
動

車
）
と

す
る

。
 

 
（

３
）
製

造
に

関
す

る
表

示
（

製
造

者
名

、
製

造
番

号
、
製

造
年

、
型

式
評

価
番

号

及
び

特
殊

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車

の
種

類
の

表
示

）
は

、
可

能
な

限
り

、
同

一
銘
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と
す

る
。

 
板

内
と

す
る

。
 

第
８

 
（

略
）

 
第

８
 

（
略

）
 

第
３

節
 

試
験

の
方

法
等

 
第

２
章

第
２

、
３

 
確

認
試

験
方

法
 

第
９

 
外

観
検

査
 

 
 
１

 
 
（

略
）

 

 
 
（

１
）

～
（

３
）

（
略

）
 

 
２

 
外

観
検

査
方

法
 

 
（

１
）

目
視

検
査

 

ア
 

別
表

１
(
基

準
と

確
認

方
法

)
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

外
観

検
査

」
と

記
載

の
項

は
、

目
視

検
査

で
確

認
す

る
。

 

イ
 

（
略

）
 

ウ
 

（
略

）
 

 
 

 
（

ア
）

～
（

オ
）

（
略

）
 

エ
 

（
略

）
 

オ
 
 
（

略
）

 

（
ア

）
～

（
イ

）
（

略
）

 

カ
～

キ
 

（
略

）
 

 
 
（

２
）

寸
法

角
度

の
測

定
 

ア
 

測
定

箇
所

 

寸
法

又
は

角
度

の
測

定
箇

所
は

、
別

表
１
（

基
準

と
確

認
方

法
）
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

外
観

検
査

(
寸

法
)
」

と
記

載
の

項
(
通

路
、

ジ
ャ

ッ
キ

の
受

皿
の

接
地

角
度

、
バ

ス
ケ

ッ
ト

の
手

す
り

の
高

さ
・
乗

員
落

下
防

止
の

間
隔
・

出
入

口
の

幅
と

高
さ

、
資

機
材

の
積

載
装

置
の

ス
テ

ッ
プ

高
さ

)
及

び
次

に

掲
げ

る
事

項
と

す
る

。
 

（
ア

）
～

（
ク

）
（

略
）

 

イ
 

方
法

 

  
 

 
 

 
規

格
地

上
高
（

２
０

ｍ
以

上
の

も
の

に
限

る
）
及

び
最

大
地

上
高

は
、
水

平
 

（
１

）
外

観
検

査
 

 
 
（

ア
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 

ア
～

ウ
 

（
略

）
 

（
イ

）
外

観
検

査
方

法
 

 
 

 
ア

 
目

視
検

査
 

 
 
（

ⅰ
）

 
別

表
５

(
基

準
と

確
認

方
法

)
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

外
観

検
査

」
と

記

載
の

項
は

、
目

視
検

査
で

確
認

す
る

。
 

 
 

（
ⅱ

）
（

略
）

 

 
 

（
ⅲ

）
（

略
）

 

 
 

 
 

ｱ
～

ｵ
 
（

略
）

 

 
 
（

ⅳ
）

（
略

）
 

（
ⅴ

）
（

略
）

 

 
 

ｱ
～

ｲ
 
（

略
）

 

 
（

ⅵ
）

～
（

ⅶ
）

（
略

）
 

 
 

 
イ

 
寸

法
角

度
の

測
定

 

 
（

ⅰ
）

測
定

箇
所

 

 
寸

法
又

は
角

度
の

測
定

箇
所

は
、

別
表

５
(
基

準
と

確
認

方
法

)
の

確
認

方

法
の

欄
に

「
外

観
検

査
(
寸

法
)
」

と
記

載
の

箇
所

(
通

路
、

ジ
ャ

ッ
キ

の
受

皿
の

接
地

角
度

、
バ

ス
ケ

ッ
ト

の
手

す
り

の
高

さ
・

乗
員

落
下

防
止

の
間

隔
・

出
入

口
の

幅
と

高
さ

、
資

機
材

の
積

載
装

置
の

ス
テ

ッ
プ

高
さ

)
及

び

次
に

掲
げ

る
事

項
と

す
る

。
 

 
 

ｱ
～

ｸ
 
（

略
）

 

（
ⅱ

）
方

法
 

 
 
 
 
 
 

ｱ
 

寸
法

・
角

度
の

測
定

は
、

初
め

て
受

検
す

る
場

合
、

変
更

の
あ

る
場

合

及
び

そ
の

他
チ

ェ
ッ

ク
を

必
要

と
し

た
場

合
に

行
な

う
。

 

 
 
ｲ
 
 
規

格
地

上
高
（

基
準

額
告

示
第

１
条

の
備

考
６

）
及

び
最

大
地

上
高

は
、
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な
地

面
で

測
定

す
る

。
 

 
（

３
）

図
面

照
合

 

提
出

書
類

に
記

載
の

主
要

部
の

寸
法

、
構

造
等

に
つ

い
て

、
受

検
品

と
照

合
す

る
。

 

 
 

 
 
 
 
 

水
平

な
地

面
で

測
定

す
る

。
 

 
 

 
 
ウ

 
図

面
照

合
 

（
ⅰ

）
提

出
書

類
に

記
載

の
主

要
部

の
寸

法
、
構

造
等

に
つ

い
て

、
受

検
品

と
照

合
す

る
。

 

（
ⅱ

）
 
図

面
照

合
は

、
初

め
て

受
検

す
る

場
合

、
変

更
の

あ
る

場
合

及
び

そ
の

 

他
チ

ェ
ッ

ク
を

必
要

と
し

た
場

合
に

行
う

。
 

第
１

０
 

機
能

試
験

 

 
１

 
（

略
）

 

 
（

１
）

～
（

４
）

（
略

）
 

 
 
２

 
（

略
）

 

 
 
（

１
）

（
略

）
 

ア
～

イ
（

略
）

 

 
 
（

２
）

（
略

）
 

ア
～

イ
（

略
）

 
 

 
 
３

 
（

略
）

 

 
 
（

１
）

（
略

）
 

ア
 

（
略

）
 

イ
 

（
略

）
 

（
ア

）
～

（
イ

）
（

略
）

 

ウ
～

エ
（

略
）

 

 
 
（

２
）

（
略

）
 

ア
 

（
略

）
 

イ
 

（
略

）
 

（
ア

）
～

（
カ

）
（

略
）

 

ウ
～

オ
 

（
略

）
 

 
 
４

 
各

装
置

の
機

能
の

確
認

 

 
 
（

１
）

各
装

置
の

機
能

の
確

認
項

目
 

各
装

置
の

機
能

の
確

認
項

目
は

、
次

に
掲

げ
る

も
の
（

別
表

１
（

基
準

と
確

認

方
法

）
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

機
能

試
験

」
と

記
載

の
も

の
）

と
す

る
。

 

（
２

）
機

能
試

験
 

 
（

ア
）

（
略

）
 

 
 

 
ア

～
エ

 
（

略
）

 

 
（

イ
）

（
略

）
 

 
 

 
ア

 
（

略
）

 

 
（

ⅰ
）

～
（

ⅱ
）

（
略

）
 

 
 

 
イ

 
（

略
）

 

 
 

 
（

ⅰ
）

～
（

ⅱ
）

（
略

）
 

 
（

ウ
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
ア

 
（

略
）

 

 
 
 
 
 

（
ⅰ

）
（

略
）

 

 
 
 
 
 

（
ⅱ

）
（

略
）

 

 
 

 
 

 
ｱ
～

ｲ
 
（

略
）

 

 
 

 
（

ⅲ
）

～
（

ⅳ
）

（
略

）
 

 
 

 
イ

 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
（

ⅰ
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
（

ⅱ
）

（
略

）
 

 
 

 
 
 
 

 
a
～

f
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
（

ⅲ
）

～
（

ⅴ
）

（
略

）
 

 

 
（

エ
）

各
装

置
の

機
能

の
確

認
 

 
 
 
 
 
 
ア

 
各

装
置

の
機

能
の

確
認

項
目

 

 
 
 
 
 
 
 
 
各

装
置

の
機

能
の

確
認

項
目

は
、

次
に

掲
げ

る
も

の
（

別
表

５
（

基
準

と

確
認

方
法

）
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

機
能

試
験

」
と

記
載

の
も

の
）
と

す
る

。
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ア
～

キ
 

（
略

）
 

 
 
（

２
）

各
装

置
の

機
能

の
確

認
方

法
 

 
 
 
 
 
 
ア

 
（

略
）

 

イ
 

（
略

）
 

（
ア

）
～

（
イ

）
（

略
）

 

ウ
 

（
略

）
 

（
ア

）
（

略
）

 

（
イ

）
（

略
）

 

ａ
（

略
）

 
 

(
a
)
～

(
b
)
 
（

略
）

 

ｂ
（

略
）

 
 

ｃ
（

略
）

 

(
a
)
～

(
b
)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
（

ウ
）

～
（

エ
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
エ

 
（

略
）

 

（
ア

）
（

略
）

 

ａ
～

ｃ
（

略
）

 
 

（
イ

）
（

略
）

 

ａ
～

ｇ
（

略
）

 

（
ウ

）
（

略
）

 

ａ
～

ｃ
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
オ

 
（

略
）

 

（
ア

）
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 
ａ

～
ｂ

（
略

）
 

（
イ

）
～

（
ウ

）
（

略
）

 

 
 

 
カ

 
 
（

略
）

 

（
ア

）
（

略
）

 

ａ
～

ｂ
（

略
）

 
 

（
イ

）
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
（

ⅰ
）

～
（

ⅶ
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 
イ

 
各

装
置

の
機

能
の

確
認

方
法

 

 
 
 
 
 
 
 
（

ⅰ
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 
（

ⅱ
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
a
～

b
（

略
）

 

 
 

 
 
（

ⅲ
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
a
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
b
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
ｱ
)
～

(
ｲ
)
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
2
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
3
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
ｱ
)
～

(
ｲ
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
c
～

d
 
 
（

略
）

 

 
 

 
 
（

ⅳ
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
a
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
)
～

(
3
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
b
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
)
～

(
7
)
 
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 
c
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
)
～

(
3
)
 
（

略
）

 

 
 

 
 
（

ⅴ
）

（
略

）
 

 
 

 
 

 
 

a
 
 
（

略
）

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
)
～

(
2
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
b
 
～

c
 
 
（

略
）

 

 
 

 
 
 
（

ⅵ
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
a
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
)
～

(
2
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
b
 
 
（

略
）
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ａ

～
ｂ

（
略

）
 

（
ウ

）
（

略
）

 

ａ
 

（
略

）
 

 
(
a
)
～

(b
)（

略
）
 

ｂ
（

略
）

 
 

 
(
a
)
～

(
c
)
（

略
）

 

（
エ

）
（

略
）

 

ａ
（

略
）

 

ｂ
（

略
）

 

 
(
a
)
～

(
c
)
（

略
）

 

（
オ

）
（

略
）

 

ａ
～

ｇ
（

略
）

 

（
カ

）
（

略
）

 

ａ
～

ｂ
（

略
）

 

ｃ
 

（
略

）
 

 
(
a
)
～

(
c
)
（

略
）

 

（
キ

）
（

略
）

 

ａ
～

ｃ
（

略
）

 
 

（
ク

）
（

略
）

 

ａ
～

ｂ
（

略
）

 

（
ケ

）
（

略
）

 

（
コ

）
（

略
）

 

ａ
～

ｄ
（

略
）

 

（
サ

）
（

略
）

 

（
シ

）
（

略
）

 

ａ
～

ｂ
（

略
）

 

 
 

 
キ

 
（

略
）

 

（
ア

）
～

（
イ

）
（

略
）

 

 
５

 
各

装
置

の
操

作
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
(
1
)
～

(
2
)
 
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 
c
 
 
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 

(
1
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
ｱ
)
～

(
ｲ
)
 
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 

(
2
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
ｱ
)
～

(
ｳ
)
 
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 

d
 
 
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 

 
(
1
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
2
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
ｱ
)
～

(
ｳ
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
e
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
)
～

(
7
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
f
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
)
～

(
2
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
3
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
ｱ
)
～

(
ｳ
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
g
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
)
～

(
3
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
h
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
)
～

(
2
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
i
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
j
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
)
～

(
4
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
k
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
l
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
)
～

(
2
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
m
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
)
～

(
2
)
 
（

略
）

 

 
（

オ
）

各
装

置
の

操
作
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（

１
）

操
作

項
目

 

各
装

置
の

操
作

は
、

各
装

置
の

機
能

を
確

認
す

る
た

め
に

行
う

こ
と

と
し

、
 

そ
の

操
作

項
目
（

別
表

１
（

基
準

と
確

認
方

法
）
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

機
能

試

験
(
操

作
)
」

と
記

載
の

も
の

）
は

、
次

に
掲

げ
る

も
の

と
す

る
。

 

 
 
 
 
 
 
ア

～
ク

（
略

）
 

 
 
（

２
）

操
作

方
法

 

ア
 

（
略

）
 

イ
 

（
略

）
 

 
 

 
 
（

ア
）

～
（

イ
）

（
略

）
 

ウ
 

（
略

）
 

エ
 

（
略

）
 

（
ア

）
～

（
イ

）
（

略
）

 

（
ウ

）
（

略
）

 

ａ
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 
 
(
a
)
～

(
c
)
 
（

略
）

 

ｂ
（

略
）

 

 
(
a
)
～

(
c
)
 
（

略
）

 

ｃ
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 
 
(
a
)
～

(
d
)
 
（

略
）

 

ｄ
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 
 
(
a
)
～

(
b
)
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 
ｅ

 
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 
 
(
a
)
～

(
b
)
（

略
）

 

 
 
 
 
 

 
 
 
ｆ

（
略

）
 

（
エ

）
～

（
オ

）
（

略
）

 

（
カ

）
（

略
）

 

ａ
～

ｃ
（

略
）

 
 

オ
 

（
略

）
 

（
ア

）
～

（
イ

）
（

略
）

 
 
 

 
 

 
ア

 
操

作
項

目
 

 
各

装
置

の
操

作
は

、
各

装
置

の
機

能
を

確
認

す
る

た
め

に
行

う
こ

と
と

し
、
 

そ
の

操
作

項
目
（

別
表

５
（

基
準

と
確

認
方

法
）
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

機
能

試
験

(
操

作
)
」

と
記

載
の

も
の

）
は

、
次

に
掲

げ
る

も
の

と
す

る
。

 

 
 

 
（

ⅰ
）

～
（

ⅷ
）

（
略

）
 

 
 

 
イ

 
操

作
方

法
 

 
 

 
（

ⅰ
）

（
略

）
 

 
 

 
（

ⅱ
）

（
略

）
 

 
 

 
 
 
 
 
 
a
～

b
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
（

ⅲ
）

（
略

）
 

 
 

 
（

ⅳ
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
a
～

b
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
c
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
)
 
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
(
ｱ
)
～

(
ｳ
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
2
)
 
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
(
ｱ
)
～

(
ｳ
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
3
)
 
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
(
ｱ
)
～

(
ｴ
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
4
)
 
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
(
ｱ
)
～

(
ｲ
)
 
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 
 
 
(
5
)
 
（

略
）

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
ｱ
)
～

(
ｲ
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
(
6
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
d
～

e
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
f
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
)
～

(
3
)
 
（

略
）

 
 

 
 

 
（

ⅴ
）

（
略

）
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
a
～

b
 
（

略
）
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カ
～

ク
（

略
）

 
 
 
 
 
 
 
（

ⅵ
）

～
（

ⅷ
）

（
略

）
 

第
１

１
 

走
行

・
急

制
動

試
験

 

 
 
１

 
確

認
事

項
 

 
走

行
・
急

制
動

試
験

で
次

に
掲

げ
る

装
置
（

別
表

１
（

基
準

と
確

認
方

法
）
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

走
行
・
急

制
動

試
験

」
と

記
載

の
も

の
）
等

に
異

常
が

生
じ

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
（

こ
の

品
質

評
価

で
は

各
装

置
の

本
来

の
機

能
及

び
強

度

の
確

認
は

、
書

類
審

査
で

行
う

。
）

。
 

 
 
（

１
）

～
（

６
）

（
略

）
 

 
 
２

 
試

験
方

法
 

 
 
（

１
）

（
略

）
 

 
 
（

２
）

（
略

）
 

ア
～

ウ
（

略
）

 
 

 
 
（

３
）

（
略

）
 

（
カ

）
走

行
・

急
制

動
試

験
 

 
 

ア
 

確
認

事
項

 

 
 

 
走

行
・

急
制

動
試

験
で

次
に

掲
げ

る
装

置
（

別
表

５
(
基

準
と

確
認

方
法

)
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

走
行

・
急

制
動

試
験

」
と

記
載

の
項

）
等

に
異

常
が

生
じ

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
（

こ
の

品
質

評
価

で
は

、
各

装
置

の
本

来
の

耐
久

性
及

び
強

度
の

確
認

は
、

書
類

審
査

で
行

う
。

）
。

 

 
 

（
ⅰ

）
～

（
ⅵ

）
（

略
）

 

 
 

イ
 

試
験

方
法

 

 
 

（
ⅰ

）
（

略
）

 

 
 

（
ⅱ

）
（

略
）

 

 
 

 
 

a
～

c
 

（
略

）
 

 
 

（
ⅲ

）
（

略
）

 

第
１

２
 

荷
重

試
験

 

 
 
１

 
荷

重
試

験
項

目
 

荷
重

試
験

で
確

認
す

る
項

目
（

別
表

１
（

基
準

と
確

認
方

法
）
の

確
認

方
法

の

欄
に

「
荷

重
試

験
」

と
記

載
の

項
）

は
、

次
に

掲
げ

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 
（

１
）

～
（

４
）

（
略

）
 

 
 
２

 
荷

重
試

験
方

法
 

 
 
（

１
）

（
略

）
 

 
 
（

２
）

（
略

）
 

ア
～

ウ
 

（
略

）
 

（
３

）
（

略
）

 

ア
～

ウ
（

略
）

 

 
 
（

４
）

（
略

）
 

ア
 

（
略

）
 

イ
 

（
略

）
 

（
ア

）
～

（
エ

）
（

略
）

 

ウ
 
 
（

略
）

 

（
キ

）
荷

重
試

験
 

 
 

ア
 
荷

重
試

験
項

目
 

 
 

 
荷

重
試

験
で

確
認

す
る

項
目
（

別
表

５
（

基
準

と
確

認
方

法
）
の

確
認

方
法

の

欄
に

「
荷

重
試

験
」

と
記

載
の

項
）

は
、

次
に

掲
げ

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

（
ⅰ

）
～

（
ⅳ

）
（

略
）

 

 
 

イ
 
荷

重
試

験
方

法
 

 
 

（
ⅰ

）
（

略
）

 

 
 

（
ⅱ

）
（

略
）

 

 
 

 
 

a
～

c
 

（
略

）
 

 
 

（
ⅲ

）
（

略
）

 

 
 

 
 

a
～

c
 

（
略

）
 

 
 
 
 
（

ⅳ
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
a
 

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
b
 

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
)
～

(
4
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
c
 

（
略

）
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（
ア

）
～

（
イ

）
（

略
）

 

エ
～

オ
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
)
～

(
2
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
d
～

e
 

（
略

）
 

第
１

３
 

耐
圧

試
験

 

 
１

（
略

）
 

 
（

１
）

～
（

４
）

（
略

）
 

 
２

（
略

）
 

 
（

１
）

～
（

２
）

（
略

）
 

 
（

３
）

 
耐

圧
値

が
２

M
P
a

を
超

え
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

配
管

単
体

で
最

大
仕

様

圧
力

の
１

.
５

倍
の

水
圧

を
加

え
、
そ

れ
と

同
じ

形
状

の
も

の
に

つ
い

て
、
完

成

品
で

１
.
１

倍
の

水
圧

を
加

え
る

方
法

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
ク

）
耐

圧
試

験
 

 
 
 

ア
 

 
（

略
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
（

ⅰ
）

～
（

ⅳ
）

（
略

）
 

 
 
 

イ
 
（

略
）

 

 
 
 
 
（

ⅰ
）

～
（

ⅱ
）

（
略

）
 

第
１

４
 

放
水

試
験

 

 
 
１

（
略

）
 

 
 
（

１
）

～
（

５
）

（
略

）
 

 
 
２

 
（

略
）

 

 
 
（

１
）

（
略

）
 

ア
～

イ
 
（

略
）

 

 
 
（

２
）

～
（

３
）

（
略

）
 

（
４

）
（

略
）

 

ア
～

イ
（

略
）

 

 
 
（

５
）

（
略

）
 

（
ケ

）
放

水
試

験
 

 
 

ア
（

略
）

 

 
 

（
ⅰ

）
～

（
ⅴ

）
（

略
）

 

 
 

イ
 

（
略

）
 

 
 

（
ⅰ

）
（

略
）

 

 
 

 
 
 

a
～

b
 

（
略

）
 

 
 

（
ⅱ

）
～

（
ⅲ

）
（

略
）

 

 
 

（
ⅳ

）
（

略
）

 

 
 

 
 

 
a
～

b
 

（
略

）
 

 
（

ⅴ
）

（
略

）
 

第
１

５
 

そ
の

他
 

 
 
１

 
（

略
）

 

 
 
２

 
品

質
管

理
等

の
確

認
（

安
全

基
準

Ⅳ
6
.
1
）

 

 
 
（

１
）

（
略

）
 

 
 
（

２
）

（
略

）
 

ア
～

イ
 
（

略
）

 

 
 
（

３
）

（
略

）
 

（
コ

）
そ

の
他

 

 
 
 

ア
 
（

略
）

 

 
 
 

イ
 

品
質

管
理

等
の

確
認

（
安

全
基

準
Ⅳ

6
.
2
）

 

 
 
 
 
（

ⅰ
）

（
略

）
 

 
 
 
 
（

ⅱ
）

（
略

）
 

 
 
 

 
a
～

b
（

略
）

 
 

 
 
 
 
（

ⅲ
）

（
略

）
 

 
 

第
２

章
 
 
型

式
評

価
 

第
２

章
 
 
型

式
評

価
試

験
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 第
１

 
依

頼
手

続
き

（
規

程
第

１
２

条
関

係
）

 

 
１

 
規

程
第

１
２

条
第

３
項

の
表

中
に

規
定

す
る
「

別
に

定
め

る
」
種

別
及

び
型

式

の
区

分
の

例
は

、
特

殊
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
等

の
種

類
に

よ
り

、
次

表
に

掲
げ

る

と
こ

ろ
と

す
る

。
 

 種
別

  
 

特
殊

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車

又
は

特
殊

消
防

自
動

車
に

係
る

特
殊

消
火

装
置

 

 型
式

  
 

屈
折

は
し

ご
付

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車

 

  
  

 種
類

 

 

 
災

害
対

応
特

殊
屈

折
は

し
ご

付
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
 

 
屈

折
は

し
ご

付
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
 

 
（

ポ
ン

プ
を

装
備

し
な

い
も

の
に

あ
っ

て
は

「
ポ

ン
プ

」
を

除
く

）
 

 

第
１

 
依

頼
手

続
き

（
規

程
第

１
２

条
関

係
）

 

      

   

 
２

 
規

程
第

１
２

条
第

５
項

の
表

中
に

規
定

す
る

「
評

価
細

則
に

定
め

る
も

の
」

 

 
 

と
は

、
次

に
掲

げ
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

 
 
 
 
規

程
第

１
２

条
第

５
項

の
表

中
に

規
定

す
る

「
評

価
細

則
に

定
め

た
も

の
」

 

 
 

と
は

、
次

に
掲

げ
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

（
１

）
 設

計
図

 

ア
 

設
計

図
は

、
各

装
置

が
基

準
に

適
合

す
る

こ
と

及
び

型
式

適
合

評
価

に

お
い

て
受

検
品

が
承

認
と

同
等

で
あ

る
こ

と
を

確
認

で
き

る
こ

と
。

 

 

 
 

 
イ

～
コ

（
略

）
 

１
 

設
計

図
 

ア
 

設
計

図
は

、
各

装
置

が
品

質
評

価
基

準
に

適
合

す
る

こ
と

及
び

型
式

適

合
評

価
に

お
い

て
受

検
品

が
承

認
と

同
等

で
あ

る
こ

と
を

確
認

で
き

る
こ

と
。

 

 
 

 
イ

～
コ

（
略

）
 

（
２

）
 （

略
）

 
２

 
（

略
）

 

 
（

３
）

強
度

・
安

全
率

等
の

計
算

書
 

 
 

 
ア

 
提

出
す

る
強

度
・
安

全
率

等
の

計
算

書
は

、
次

に
掲

げ
る

箇
所
（

該
当

す
 

 
 

 
 

る
場

合
に

限
る

。
）
に

つ
い

て
の

も
の

と
す

る
。
な

お
、
水

ポ
ン

プ
を

装
備

 

 
 

 
 

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車

の
受

託
評

価
で

提
出

し
た

も
の

を
除

く
。

 

 
 

 
イ

～
ス

（
略

）
 

３
 

強
度

・
安

全
率

等
の

計
算

書
 

 
 

 
ア

 
提

出
す

る
強

度
・
安

全
率

等
の

計
算

書
は

、
次

に
掲

げ
る

箇
所
（

該
当

す
 

 
 

 
 

る
場

合
に

限
る

。
）
に

つ
い

て
の

も
の

と
す

る
。
な

お
、
水

ポ
ン

プ
を

装
備

 

 
 

 
 

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車

の
受

託
試

験
で

提
出

し
た

も
の

を
除

く
。

 

 
 

 
イ

～
ス

（
略

）
 

 
（

４
）

社
内

試
験

成
績

表
 

ア
（

略
）

 

イ
 

完
成

車
社

内
試

験
成

績
表

は
、
完

成
品

に
つ

い
て

試
験

を
実

施
し

た
報

告

書
と

す
る

。
な

お
、
様

式
は

全
て

の
試

験
項

目
を

含
む

も
の

と
し

、
検

定
協

会
と

協
議

の
上

定
め

た
も

の
と

す
る

。
 

４
 

社
内

試
験

成
績

表
 

ア
（

略
）

 

イ
 

完
成

車
社

内
試

験
成

績
表

は
、

完
成

品
に

つ
い

て
試

験
を

実
施

し
た

報

告
書

と
す

る
。
な

お
、
様

式
は

別
記

様
式

２
と

し
、
装

置
の

構
造

に
よ

り
若

干
の

変
更

を
妨

げ
な

い
。

 

（72） 検　　定　　時　　報



11
 

 

ウ
 

完
成

車
の

な
ら

し
運

転
実

施
表

（
安

全
基

準
Ⅳ

6
.
3
.
2
の

報
告

書
）

は
、

初
期

不
良

を
除

く
た

め
に

行
う

な
ら

し
運

転
の

報
告

書
と

す
る

。
な

お
、
当

該
運

転
は

、
各

装
置

に
つ

い
て

の
機

能
を

調
整

し
て

、
各

装
置

全
般

に
わ

た

っ
て

、
機

能
試

験
の

繰
り

返
し

を
８

時
間

以
上

行
っ

た
後

に
完

成
車

社
内

試

験
成

績
表

の
デ

ー
タ

を
取

る
。
ま

た
、
様

式
は

、
運

転
の

内
容

、
運

転
時

間

等
を

示
し

た
も

の
と

し
、

依
頼

者
に

お
い

て
設

定
す

る
。

 

エ
（

略
）

 

ウ
 

完
成

車
の

な
ら

し
運

転
実

施
表

（
安

全
基

準
Ⅳ

6
.
3
.
2
の

報
告

書
）

は
、

初
期

不
良

を
除

く
た

め
に

行
う

な
ら

し
運

転
の

報
告

書
と

す
る

。
な

お
、
当

該
運

転
は

、
各

装
置

に
つ

い
て

の
機

能
を

調
整

し
て

、
完

成
車

社
内

試
験

成

績
表

の
デ

ー
タ

を
取

り
終

え
た

後
に

、
各

装
置

全
般

に
わ

た
っ

て
、
機

能
試

験
の

繰
り

返
し

を
８

時
間

以
上

行
う

。
ま

た
、
様

式
は

、
運

転
の

内
容

、
運

転
時

間
等

を
示

し
た

も
の

と
し

、
依

頼
者

に
お

い
て

設
定

す
る

。
 

エ
（

略
）

 

 
（

５
）

 輸
入

業
者

に
関

す
る

資
料

 

 
 

 
 

輸
入

業
者

は
、

次
の

資
料

を
提

出
す

る
こ

と
。

 

 
 

 
ア

 
は

し
ご

自
動

車
の

形
状

、
構

造
、
材

質
、
成

分
及

び
性

能
（

以
下
「

形
状

等
」
と

い
う

。
）
を

明
ら

か
に

し
た

設
計

図
、
明

細
書

、
強

度
・
安

全
率

等

の
計

算
書

 
イ

 
は

し
ご

自
動

車
に

係
る

形
状

等
の

変
更

状
況

並
び

に
基

準
及

び
細

則
へ

の
適

合
状

況
を

確
認

す
る

手
段

 

 

 
（

６
）

そ
の

他
の

資
料

 

 
 

 
ア

 
そ

の
他

の
資

料
は

、
次

に
掲

げ
る

も
の

と
す

る
。

 

 
 

 
（

ア
）

～
（

タ
）

（
略

）
 

 
 

 
（

チ
）

 
型

式
評

価
依

頼
時

提
出

図
書

等
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

 

（
ツ

）
（

略
）

 

イ
～

チ
（

略
）

 

ツ
 

型
式

評
価

依
頼

時
提

出
図

書
等

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
は

、
附

図
第

２
に

示
す

書
類

を
含

む
別

記
様

式
２

と
し

、
依

頼
者

チ
ェ

ッ
ク

欄
に

て
不

足
の

な
い

こ

と
を

確
認

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 
５

 
そ

の
他

の
資

料
 

 
 

ア
 

そ
の

他
の

資
料

は
、

次
に

掲
げ

る
も

の
と

す
る

。
 

（
ア

）
～

（
タ

）
（

略
）

 

 （
チ

）
（

略
）

 

 
 

イ
～

チ
（

略
）

 

  

 

第
２

 
型

式
評

価
の

手
順

（
規

程
第

１
３

条
関

係
）

 

 
 

型
式

評
価

は
、

次
に

掲
げ
る
書
類
審
査
及
び
確
認
試
験
に
区
分
す
る
。
 

第
２

 
型

式
評

価
試

験
の

手
順

（
規

程
第

１
３

条
関

係
）

 

 
 

型
式

評
価

試
験

は
、

次
に
掲
げ
る
書
類
審
査
及
び
確
認
試
験
に
区
分
す
る
。
 

 
 
１

 
書

類
審

査
 

 
（

１
）

（
略

）
 

 
（

２
）

書
類

審
査

方
法

 

 
 

 
ア

 
共

通
 

 
１

 
書

類
審

査
 

 
（

１
）

（
略

）
 

 
（

２
）

書
類

審
査

方
法

 

 
 

（
ア

）
共

通
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（

ア
）

 
別

表
１

(
基

準
と

確
認

方
法

)
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

書
類

審
査

」

と
記

載
の

項
は

、
書

類
審

査
で

行
う

。
 

 
 

 
（

イ
）

（
略

）
 

 
 

 
イ

～
エ

（
略

）
 

 
 

 
オ

 
そ

の
他

の
資

料
の

審
査

 

 
（

ア
）

（
略

）
 

 
 

 
（

イ
）

災
害

対
応

特
殊

屈
折

は
し

ご
付

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車

（
補

助
対

象
の

も
の

）
に

あ
っ

て
は

、
四

輪
操

舵
方

式
に

つ
い

て
、

装
備

の
有

無
を

災

害
対

応
特

殊
車

装
備

確
認

表
で

、
四

輪
操

舵
方

式
で

あ
る

こ
と

を
車

台

型
式

で
そ

れ
ぞ

れ
確

認
す

る
。

ま
た

、
当

審
査

は
完

成
品

の
受

検
時

に

行
い

、
完

成
品

が
四

輪
操

舵
方

式
の

場
合

は
、

災
害

対
応

特
殊

車
装

備

確
認

表
の

提
出

を
省

略
で

き
る

。
装

備
の

無
い

も
の

に
つ

い
て

、
消

防

庁
へ

届
出

済
で

あ
る

こ
と

を
次

の
い

ず
れ

か
の

書
類

で
確

認
す

る
。

 

 
 
 
 

ａ
 

附
図

第
３

の
「

災
害

対
応

特
殊

車
の

装
備

確
認

書
」
等

消
防

本
部

の

担
当

者
か

ら
提

出
さ

れ
た

書
類

 

 
 
 

ｂ
 
「

○
年

度
緊

急
消

防
援

助
隊

設
備

整
備

費
補

助
に

係
る

補
助

金
の

交

付
申

請
書
（

交
付

要
綱

別
記

様
式

第
１

）
」
の

写
し

及
び
「

交
付

決
定

通
知

書
」

の
写

し
の

う
ち

確
認

に
必

要
な

部
分

 

 
（

ウ
）

（
略

）
 

 
 

 
ａ

～
ｂ

（
略

）
 

 
 

 
 

ア
 

別
表

５
(
基

準
と

確
認

方
法

)
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

書
類

審
査

」
と

記

載
の

項
は

、
書

類
審

査
で

行
う

。
 

 
 

 
 

イ
 

（
略

）
 

 
 

（
イ

）
～

（
エ

）
（

略
）

 

 
 

（
オ

）
そ

の
他

の
資

料
の

審
査

 

 
 

ア
（

略
）

 

 
 

 
 

イ
 

災
害

対
応

特
殊

屈
折

は
し

ご
付

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車

（
補

助
対

象
の

も
の

）
に

あ
っ

て
は

、
四

輪
操

舵
方

式
に

つ
い

て
、

装
備

の
有

無
を

災

害
対

応
特

殊
車

装
備

確
認

表
で

、
四

輪
操

舵
方

式
で

あ
る

こ
と

を
車

台

型
式

で
そ

れ
ぞ

れ
確

認
す

る
。

ま
た

、
当

審
査

は
完

成
品

の
受

検
時

に

行
い

、
完

成
品

が
四

輪
操

舵
方

式
の

場
合

は
、

災
害

対
応

特
殊

車
装

備

確
認

表
の

提
出

を
省

略
で

き
る

。
 

     

 

 
 

ウ
 

（
略

）
 

 
 

（
ア

）
～

（
イ

）
（

略
）

 

 
２

 
確

認
試

験
 

  
（

１
）

 屈
折

は
し

ご
自

動
車

を
初

め
て

受
検

す
る

場
合

 

 
（

２
）

 塔
の

基
本

構
造
（

塔
の

形
状

の
一

部
で

は
な

く
、
基

本
的

な
構

造
（

型
式

）

を
い

う
。
以

下
同

じ
。
）
を

変
更

す
る

場
合

又
は

新
技

術
に

よ
り

開
発

し
た

も

の
を

初
め

て
受

検
す

る
場

合
で

、
か

つ
、
協

会
が

試
験

を
必

要
と

判
断

し
た

場

合
 

２
 

確
認

試
験

 

 
（

ア
）

 
水

槽
付

消
防

車
を

初
め

て
受

検
す

る
場

合
 

（
イ

）
 
水

槽
装

置
の

基
本

構
造

（
水

槽
の

形
状

等
）

を
変

更
す

る
場

合
又

は
新

技

術
に

よ
り

開
発

し
た

も
の

を
初

め
て

受
検

す
る

場
合

で
、
か

つ
、
協

会
が

試
験

を
必

要
と

判
断

し
た

場
合

 

 

 
３

 
確

認
試

験
方

法
 

 
 

 
確

認
試

験
は

、
第

１
章

第
３

節
（

試
験

の
方

法
等

）
及

び
別

表
２
（

型
式

評
価

 

 
 
 
 
の

試
験

項
目

等
）
に

よ
り

行
う

。
た

だ
し

、
部

分
的

な
変

更
の

場
合

の
試

験
項

目

３
 

確
認

試
験

方
法

 

 
 

 
確

認
試

験
は

、
次

の
各

号
に

よ
り

行
う

。
た

だ
し

、
部

分
的

な
変

更
の

場
合

の
 

 
 
 
 
試

験
項

目
に

あ
っ

て
は

、
協

会
が

選
定

す
る

。
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に
あ

っ
て

は
、
協

会
が

選
定

す
る

。
当

該
試

験
を

実
施

す
る

場
合

、
試

験
項

目
及

び
実

施
す

る
旨

を
依

頼
者

に
通

知
す

る
。

 

  

第
３

 
初

回
調

査
の

方
法

（
規

程
第

１
３

条
及

び
第

１
４

条
関

係
）

 

 
１

 
規

程
第

１
４

条
第

４
項

第
２

号
の

「
評

価
細

則
で

定
め

る
検

査
設

備
」

と
は

、
 

 
 

別
表

３
（

検
査

設
備

）
に

掲
げ

る
設

備
と

す
る

。
 

 
２

 
初

回
調

査
に

あ
た

っ
て

は
、

次
の

事
項

に
留

意
す

る
こ

と
。

 

（
１

）
 別

表
３

に
掲

げ
る

設
備

の
う

ち
、

当
該

性
能

、
機

能
等

の
確

認
が

必
要

 

 
 

な
も

の
に

あ
っ

て
は

、
そ

の
確

認
に

必
要

な
機

器
等

を
準

備
す

る
こ

と
。

 

 
 
 
（

２
）

～
（

５
）

（
略

）
 

 

第
３

 
初

回
調

査
の

方
法

（
規

程
第

１
３

条
及

び
第

１
４

条
関

係
）

 

 
１

 
規

程
第

１
４

条
第

４
項

第
２

号
の

「
評

価
細

則
で

定
め

る
検

査
設

備
」

と
は

、
 

 
 

別
表

１
（

検
査

設
備

）
に

掲
げ

る
設

備
と

す
る

。
 

 
２

 
初

回
調

査
に

あ
た

っ
て

は
、

次
の

事
項

に
留

意
す

る
こ

と
。

 

（
２

）
 別

表
１

に
掲

げ
る

設
備

の
う

ち
、

当
該

性
能

、
機

能
等

の
確

認
が

必
要

 

 
 

な
も

の
に

あ
っ

て
は

、
そ

の
確

認
に

必
要

な
機

器
等

を
準

備
す

る
こ

と
。

 

 
 
 
（

２
）

～
（

５
）

（
略

）
 

 
３

 
I
S
O
 9
0
0
1（

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

－
要

求
事

項
）
の

認
証

を
取

得
し

た
工

場
に

あ
っ

て
は

、
次

に
掲

げ
る

と
こ

ろ
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
１

）
 
品

質
管

理
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
、

品
質

管
理

方
法

書
を

I
S
O
 
9
0
0
1
の

認

証
の

写
と

し
、

当
該

調
査

を
省

略
す

る
。

 

 
 
（

２
）

 
管

理
事

項
に

つ
い

て
、

I
S
O
 
9
0
0
1
の

認
証

の
書

類
に

必
要

な
内

容
の

記

載
が

あ
る

場
合

は
、

該
書

類
の

提
示

と
す

る
。

 

第
４

 
型

式
評

価
の

審
査

（
規

程
第

１
５

条
関

係
）

 

 
１

 
欠

点
等

が
無

く
基

準
に

適
合

と
判

断
す

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
附

表
第

１
に

 

 
 

よ
る

型
式

番
号

を
付

与
す

る
。

 

 
２

 
型

式
評

価
の

結
果

は
、

次
に

掲
げ

る
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

場
合

に
不

適
合

 

 
 

と
す

る
。

 

第
４

 
型

式
評

価
試

験
の

審
査

（
規

程
第

１
５

条
関

係
）

 

   
 

 
型

式
評

価
の

結
果

は
、

次
に

掲
げ

る
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

場
合

に
不

適
合

 

 
 

と
す

る
。

 

第
５

 
型

式
変

更
評

価
（

規
程

第
１

８
条

関
係

）
 

 
 

型
式

変
更

評
価

は
、

該
当

し
な

い
。

 

 
 

現
在

承
認

を
受

け
て

い
る

型
式

に
つ

い
て

、
別

表
４

(
型

式
評

価
に

該
当

す
る

変

更
事

項
)
の

例
示

に
該

当
す

る
変

更
を

し
よ

う
と

す
る

場
合

は
、

新
た

に
型

式
評

価

を
依

頼
す

る
も

の
と

す
る

。
 

第
５

 
型

式
変

更
評

価
試

験
（

規
程

第
１

８
条

関
係

）
 

 
 

型
式

変
更

評
価

試
験

は
、

該
当

し
な

い
。

 

 
 

現
在

承
認

を
受

け
て

い
る

型
式

に
つ

い
て

、
別

表
６

(
型

式
評

価
試

験
に

該
当

す
 

 
る

変
更

事
項

)
の

例
示

に
該

当
す

る
変

更
を

し
よ

う
と

す
る

場
合

は
、

新
た

に
型

式
 

 
評

価
試

験
を

依
頼

す
る

も
の

と
す

る
。

 

第
６

 
更

新
（

規
程

第
１

６
条

関
係

）
 

第
６

 
更

新
（

規
程

第
１

７
条

関
係

）
 

 
 

第
３

章
 

型
式

適
合

評
価

 

第
１

節
 

通
則

 

第
３

章
 

型
式

適
合

評
価
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 第
１

 
（

略
）

 
第

１
 

（
略

）
 

第
２

 
検

査
設

備
の

整
備

（
規

程
第

２
２

条
及

び
第

３
５

条
関

係
）

 

 
 

規
定

第
２

２
条

第
１

項
の

「
評

価
細

則
で

定
め

る
検

査
設

備
の

性
能

」
と

は
、

別
表

３
（

検
査

設
備

）
の

性
能

欄
に

掲
げ

る
も

の
と

す
る

。
 

第
２

 
検

査
設

備
の

整
備

（
規

程
第

２
２

条
及

び
第

３
５

条
関

係
）

 

 
 

規
定

第
２

２
条

第
１

項
の

「
評

価
細

則
で

定
め

る
検

査
設

備
の

性
能

」
と

は
、

別
表

１
（

検
査

設
備

）
の

性
能

欄
に

掲
げ

る
も

の
と

す
る

。
 

第
３

 
実

態
調

査
（

規
程

第
２

８
条

関
係

）
 

１
 

規
程

第
２

８
条

第
３

項
の

評
価

細
則

で
定

め
る

改
善

処
置

は
、

次
に

よ
る

。
 

 
（

１
）

協
会

は
、

規
程

第
２

８
条

第
１

項
の

実
態

調
査

（
以

下
「

実
態

調
査

」
と

い
う

。
）

製
品

検
査

に
お

い
て

、
品

質
管

理
上

著
し

い
不

備
（

別
表

６
に

掲

げ
る

例
示

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

が
あ

る
と

認
め

る
場

合
、

型
式

適
合

評

価
依

頼
者

に
対

し
て

品
質

管
理

等
の

改
善

、
不

良
品

の
流

出
の

調
査

等
必

要

な
措

置
を

講
ず

る
よ

う
求

め
る

こ
と

と
し

、
当

該
者

は
、

同
一

の
型

式
適

合

評
価

方
式

の
製

品
の

次
回

受
験

前
ま

で
に

、
当

該
措

置
の

実
施

内
容

を
規

程

別
記

様
式

第
１

９
号

の
不

合
格

改
善

方
法

書
に

準
じ

た
書

式
に

よ
り

協
会

に

提
出

す
る

も
の

と
す

る
。

 

  
（

２
）
協

会
は

、
実

態
調

査
に

お
い

て
、
品

質
管

理
方

法
書

等
に

記
載

さ
れ

て
い

る

内
容

と
異

な
る

管
理

方
法

が
行

わ
れ

て
い

る
と

認
め

る
場

合
（

前
（

１
）
に

該

当
す

る
場

合
を

除
く

。
）
、
型

式
適

合
評

価
依

頼
者

に
対

し
て

そ
の

改
善

措
置

を
講

ず
る

よ
う

求
め

る
こ

と
と

し
、
当

該
者

は
、
当

該
措

置
の

実
施

内
容

を
規

程
別

記
様

式
第

１
９

号
の

不
合

格
改

善
方

法
書

に
準

じ
た

書
式

に
よ

り
協

会

に
提

出
す

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

協
会

は
、
前

１
の

改
善

措
置

が
十

分
で

あ
る

と
認

め
た

場
合

に
あ

っ
て

は
当

該

者
に

対
し

確
認

し
た

旨
を

通
知

す
る

。
 

３
 

協
会

は
、
前

１
に

規
定

す
る

措
置

の
実

施
状

況
を

確
認

す
る

た
め

に
必

要
が

あ

る
と

認
め

る
場

合
、
型

式
適

合
評

価
依

頼
者

に
連

絡
の

う
え

、
受

検
場

所
に

お
け

る
確

認
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

第
２

節
 

立
会

型
式

適
合

評
価

 

第
４

 
立

会
型

式
適

合
評

価
に

お
け

る
検

査
方

法
（

規
程

第
２

５
条

関
係

）
 

受
検

品
（

試
料

）
は

完
成

品
と

し
、

全
数

検
査

に
よ

り
行

う
。

 

第
３

 
実

態
調

査
（

規
程

第
２

８
条

関
係

）
 

１
 

規
程

第
２

８
条

第
３

項
の

評
価

細
則

で
定

め
る

改
善

処
置

は
、

次
に

よ
る

。
 

 
（

１
）

協
会

は
、

規
程

第
２

８
条

第
１

項
の

実
態

調
査

（
以

下
「

実
態

調
査

」
と

い
う

。
）

製
品

検
査

に
お

い
て

、
品

質
管

理
上

著
し

い
不

備
（

別
表

３
に

掲

げ
る

例
示

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

が
あ

る
と

認
め

る
場

合
、

型
式

適
合

評

価
依

頼
者

に
対

し
て

品
質

管
理

等
の

改
善

、
不

良
品

の
流

出
の

調
査

等
必

要

な
措

置
を

講
ず

る
よ

う
求

め
る

こ
と

と
し

、
当

該
者

は
、

同
一

の
型

式
適

合

評
価

方
式

の
製

品
の

次
回

受
験

前
ま

で
に

、
当

該
措

置
の

実
施

内
容

を
規

程

別
記

様
式

第
１

９
号

の
不

合
格

改
善

方
法

書
又

は
同

別
記

様
式

第
２

０
号

の

不
適

合
改

善
方

法
書

に
準

じ
た

書
式

に
よ

り
協

会
に

提
出

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 
（

２
）
協

会
は

、
実

態
調

査
に

お
い

て
、
品

質
管

理
方

法
書

等
に

記
載

さ
れ

て
い

る

内
容

と
異

な
る

管
理

方
法

が
行

わ
れ

て
い

る
と

認
め

る
場

合
（

前
（

１
）
に

該

当
す

る
場

合
を

除
く

。
）
、
型

式
適

合
評

価
依

頼
者

に
対

し
て

そ
の

改
善

措
置

を
講

ず
る

よ
う

求
め

る
こ

と
と

し
、
当

該
者

は
、
当

該
措

置
の

実
施

内
容

を
規

程
別

記
様

式
第

２
０

号
の

不
適

合
改

善
方

法
書

に
準

じ
た

書
式

に
よ

り
協

会

に
提

出
す

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

協
会

は
、
前

２
の

改
善

措
置

が
十

分
で

あ
る

と
認

め
た

場
合

に
あ

っ
て

は
当

該

者
に

対
し

確
認

し
た

旨
を

通
知

す
る

。
 

３
 

協
会

は
、
前

２
に

規
定

す
る

措
置

の
実

施
状

況
を

確
認

す
る

た
め

に
必

要
が

あ

る
と

認
め

る
場

合
、
型

式
適

合
評

価
依

頼
者

に
連

絡
の

う
え

、
受

検
場

所
に

お
け

る
確

認
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

 

第
４

 
立

会
型

式
適

合
評

価
に

お
け

る
検

査
方

法
（

規
程

第
２

６
条

関
係

）
 

検
査

方
法

は
、
第

２
章
（

型
式

評
価

試
験

）
に

よ
る

ほ
か

、
次

に
掲

げ
る

と
こ
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ろ
に

よ
る

。
 

第
５

 
立

会
型

式
適

合
評

価
に

お
け

る
検

査
手

順
、

判
定

等
（

規
程

第
２

６
条

関
係

）
 

 
 

 
検

査
項

目
及

び
検

査
方

法
は

、
第

１
章

第
３

節
、
別

表
２
（

型
式

評
価

等
の

試

験
項

目
）
及

び
別

表
７
（

型
式

適
合

評
価

の
検

査
方

法
）
に

よ
る

ほ
か

、
次

に
掲

げ
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

 

 

 

 
（

１
）

書
類

審
査

 

 
ア

～
イ

 
（

略
）

 

 
ウ

 
受

検
品

が
既

受
検

と
同

等
で

な
い

場
合

（
軽

微
変

更
を

提
出

し
た

場
 

合
）

は
、

当
該

変
更

箇
所

の
設

計
図

、
明

細
書

、
取

扱
説

明
書

、
点

検
整

備
書

、
社

内
試

験
成

績
 

表
等

の
書

類
の

審
査

を
す

る
。

ま
た

、
当

該
変

更
が

な
い

場
合

で
も

、
必

要
に

応
じ

て
設

計
図

、
取

扱
説

明
書

及
び

点
検

整
備

書
に

つ
い

て
確

認
す

る
。

 

（
１

）
書

類
審

査
 

 
ア

～
イ

 
（

略
）

 

 
ウ

 
受

検
品

が
既

受
検

と
同

等
で

な
い

場
合

（
型

式
評

価
又

は
軽

微
変

更
を

 

提
出

し
た

場
合

）
は

、
当

該
変

更
箇

所
の

設
計

図
、

明
細

書
、

取
扱

説
明

書
、

点
検

整
備

書
、

社
内

試
験

成
績

 
表

等
の

書
類

の
審

査
を

す
る

。
ま

た
、

当
該

変
更

が
な

い
場

合
で

も
、

必
要

に
応

じ
て

設
計

図
、

取
扱

説
明

書
及

び
点

検
整

備
書

に
つ

い
て

確
認

す
る

。
 

（
２

）
 外

観
検

査
 

塔
に

係
る

部
分

に
あ

っ
て

は
寸

法
測

定
及

び
図

面
照

合
を

円
滑

に
行

う
た

め
、

承
認

図
書

の
写

し
を

受
検

当
日

に
用

意
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 
（

２
）

 
試

験
の

省
略

 

 
 

型
式

適
合

評
価

に
お

い
て

、
受

検
品

が
既

受
検

と
同

等
の

場
合

は
、
次

に
掲

 

げ
る

と
こ

ろ
に

よ
り

試
験

を
省

略
す

る
。

 

 
ア

 
試

験
項

目
ご

と
に

試
験

の
省

略
を

判
断

す
る

。
ま

た
、

省
略

の
方

法
は

、
 

次
に

掲
げ

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

 
（

ア
）

 
試

験
の

全
て

を
省

略
す

る
。

 

 
（

イ
）

 
試

験
の

一
部

を
省

略
す

る
。

 

 
（

ウ
）

 
次

に
掲

げ
る

条
件

の
全

て
に

該
当

す
る

場
合

に
、

１
０

分
の

１
の

確
 

率
で

試
験

を
行

う
。

 

 
 

 
 

な
お

、
当

該
条

件
へ

該
当

す
る

こ
と

の
判

断
は

、
は

し
ご

の
基

本
構

造
 

が
同

等
の

も
の

を
同

一
区

分
と

し
て

扱
う

。
 

 
ａ

 
受

検
の

間
隔

が
２

年
以

内
で

あ
る

こ
と

。
 

 
ｂ

 
最

近
の

引
き

続
く

１
０

台
の

受
検

に
お

い
て

、
当

該
省

略
対

象
の

試
験

項
目

に
欠

点
が

生
じ

て
な

い
こ

と
。

 

 
イ

 
試

験
項

目
ご

と
の

試
験

の
省

略
の

内
容

は
、
別

表
７

(
型

式
適

合
評

価
の

 

試
験

の
省

略
)
に

よ
る

。
 

 
（

３
）

（
略

）
 

（
３

）
（

略
）
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ア

 
（

略
）

 

 
 

 
イ

 
欠

点
の

例
示

 

 
 

 
 

 
各

試
験

項
目

に
お

け
る

欠
点

の
例

示
は

、
別

表
８

（
欠

点
表

）
に

よ
る

。

な
お

、
欠

点
表

に
掲

げ
て

い
な

い
不

具
合

事
項

に
つ

い
て

は
、
欠

点
表

の
区

分
の

原
則

に
よ

り
判

定
す

る
。

 

 
 

 
ア

 
（

略
）

 

 
 

 
イ

 
欠

点
の

例
示

 

 
 

 
 

 
各

試
験

項
目

に
お

け
る

欠
点

の
例

示
は

、
別

表
４

（
欠

点
表

）
に

よ
る

。

な
お

、
欠

点
表

に
掲

げ
て

い
な

い
不

具
合

事
項

に
つ

い
て

は
、
欠

点
表

の
区

分
の

原
則

に
よ

り
判

定
す

る
。

 

 
（

４
）

立
会

型
式

適
合

評
価

に
お

け
る

合
否

の
判

定
 

 
 

 
ア

 
規

程
第

２
６

条
第

２
項
（

１
）
及

び
（

２
）
中

、
「

欠
点

」
を
「

重
欠

点
」

に
読

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

 
イ

 
「

軽
欠

点
」

が
見

出
さ

れ
た

場
合

は
、

判
定

を
保

留
と

し
、

当
該

不
良

が
良

品
と

確
認

さ
れ

た
時

点
で

合
格

と
す

る
。

 

 
 

 
 

 
た

だ
し

、
「

軽
欠

点
」
が

５
個

以
上

見
出

さ
れ

た
場

合
は

、
不

合
格

と
す

る
。

 

（
４

）
立

会
型

式
適

合
評

価
に

お
け

る
ロ

ッ
ト

の
判

定
 

 
 

 
ア

 
規

程
第

２
６

条
第

１
項
（

１
）
及

び
（

２
）
中

、
「

欠
点

」
を
「

重
欠

点
」

に
読

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

 
イ

 
「

軽
欠

点
」

が
見

出
さ

れ
た

場
合

は
、

判
定

を
保

留
と

し
、

当
該

不
合

格
品

が
良

品
と

確
認

さ
れ

た
時

点
で

合
格

と
す

る
。

 

 
 

 
 

 
た

だ
し

、
「

軽
欠

点
」
が

５
個

以
上

見
出

さ
れ

た
場

合
は

、
当

該
ロ

ッ
ト

を
不

合
格

と
す

る
。

 

 
（

５
）

 
立

会
型

式
適

合
評

価
の

特
例

 

 
 
 
 
 
 
型

式
適

合
評

価
に

お
け

る
即

刻
修

理
可

能
な

欠
点

に
よ

る
不

合
格

の
場

合

は
、
当

該
型

式
適

合
評

価
依

頼
書

の
受

付
を

待
た

ず
に

試
験

を
行

え
る

。
た

だ
し

、

当
該

型
式

適
合

評
価

の
期

間
中

に
お

け
る

試
験

の
終

了
を

確
認

で
き

る
場

合
に

限
る

。
な

お
、
こ

の
場

合
の

合
否

の
判

定
は

、
当

該
型

式
適

合
評

価
依

頼
書

の
受

付
を

確
認

し
た

時
点

で
行

う
。

 

 
 

第
４

章
 
 
雑

 
則

 

第
１

 
軽

微
変

更
（

規
程

第
３

６
条

関
係

）
 

規
程

第
３

６
条

第
２

項
の
「

評
価

細
則

で
定

め
る

事
項

」
と

は
、
別

表
５

に
掲

げ
る

事
項

と
す

る
。

 

第
４

章
 
 
雑

 
則

 

第
１

 
軽

微
変

更
（

規
程

第
３

６
条

関
係

）
 

規
程

第
３

６
条

第
２

項
の
「

評
価

細
則

で
定

め
る

事
項

」
と

は
、
別

表
２

に
掲

げ
る

事
項

と
す

る
。

 

第
２

 
不

正
行

為
等

に
よ

り
停

止
さ

れ
た

型
式

適
合

評
価

を
再

開
す

る
場

合
の

扱
い

（
規

程
第

５
２

条
、

第
５

３
条

及
び

第
５

４
条

）
 

規
程

第
５

２
条

第
８

項
、
規

程
第

５
３

条
第

１
１

項
及

び
規

程
第

５
４

条
第

１
 

１
項

の
評

価
細

則
で

定
め

る
検

査
の

き
び

し
さ

は
、

該
当

し
な

い
。

 

第
２

 
不

正
行

為
等

に
よ

り
停

止
さ

れ
た

型
式

適
合

評
価

を
再

開
す

る
場

合
の

扱
い

（
規

程
第

５
２

条
、

第
５

３
条

及
び

第
５

４
条

）
 

規
程

第
５

２
条

第
８

項
、
規

程
第

５
３

条
第

１
１

項
及

び
規

程
第

５
４

条
第

１
 

１
項

の
評

価
細

則
で

定
め

る
検

査
の

き
び

し
さ

は
、
該

当
し

な
い

も
の

と
し

、
型

式
適

合
評

価
を

再
開

す
る

場
合

は
、
試

験
の

省
略

に
お

い
て

、
第

３
章

第
４
（

２
）

の
規

定
を

適
用

し
な

い
で

、
試

験
を

行
う

も
の

と
す

る
。
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初

検
査

に
お

い
て

連
続

１
０

ロ
ッ

ト
で

合
格

し
た

場
合

、
当

該
試

験
の

省
略

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

 
 

 
 

附
表

第
１

（
第

２
章

第
４

関
係

）
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 別
記

様
式

１
 

明
細

書
（

第
２

章
第

１
、

２
関

係
）

 
別

記
様

式
１

 
明

細
書

（
第

２
章

第
１

、
２

関
係

）
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 附
図

第
１

（
別

記
様

式
１

関
係

）
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 別
記

様
式

２
 

型
式

評
価

依
頼

時
提

出
図

書
等

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
（

第
２

章
第

１
、
５

関
係

）
 

 

別
記

様
式

２
 

完
成

車
社

内
試

験
成

績
表

（
第

２
章

第
１

、
４

関
係

）
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 附
図

第
２

（
別

記
様

式
２

関
係

）
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（91）検　　定　　時　　報



30
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 別
記

様
式

３
 

災
害

対
応

特
殊

装
備

確
認

表
（

第
２

章
第

１
、

５
関

係
）

 

 

別
記

様
式

３
 

災
害

対
応

特
殊

装
備

確
認

表
（

第
２

章
第

１
、

５
関

係
）
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 附
図

第
３

（
別

記
様

式
３

関
係

）
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 別
表

１
 

基
準

と
確

認
方

法
（

第
２

章
第

２
関

係
）

 

 

別
表

１
（

第
２

章
第

３
、

１
及

び
第

３
章

第
２

関
係

）
 

検
査

設
備
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 別
表

２
 

型
式

評
価

等
の

試
験

項
目

（
第

２
章

２
関

係
）

 

 

別
表

２
 

軽
微

変
更

と
し

て
処

理
す

る
事

項
（

第
４

章
第

１
）
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 別
表

３
（

第
２

章
第

３
、

１
及

び
第

３
章

第
２

関
係

）
 

受
検

者
の

備
え

る
べ

き
検

査
設

備
 

 

別
表

３
（

第
３

章
第

３
、

１
関

係
）

 

品
質

管
理

上
著

し
い

不
備

の
例

 

 １
～

５
（

略
）
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 別
表

４
 

型
式

評
価

に
該

当
す

る
変

更
事

項
（

第
２

章
第

５
関

係
）

 

 

             

別
表

４
 

欠
点

表
（

例
示

）
（

第
３

章
第

４
関

係
）
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 別
表

５
 

軽
微

変
更

と
し

て
処

理
す

る
事

項
（

第
４

章
第

１
）

 

 

別
表

５
 

基
準

と
確

認
方

法
（

第
２

章
第

２
関

係
）
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別
表

６
（

第
３

章
第

３
、

１
関

係
）

 

品
質

管
理

上
著

し
い

不
備

の
例

 

 

  

別
表

６
 

型
式

評
価

に
該

当
す

る
変

更
事

項
（

第
２

章
第

５
関

係
）
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 別
表

７
 

型
式

適
合

評
価

の
検

査
方

法
（

第
３

章
第

５
関

係
）

 

 

別
表

７
 

型
式

適
合

評
価

の
試

験
の

省
略

（
第

３
章

第
４

関
係

）
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 別
表

８
 

欠
点

表
（

例
示

）
（

第
３

章
第

５
関

係
）
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附

 
則

 
（

令
和

５
年

１
月

１
９

日
）

 

 
こ

の
規

程
は

、
令

和
５

年
２

月
１

日
か

ら
施

行
す

る
。
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1 
  

屈
折

放
水

塔
車

等
に

係
る

特
殊

消
火

装
置

の
品

質
評

価
細

則
の

一
部

を
改

正
す

る
規

程
を

次
の

よ
う

に
定

め
る

。
 

 
 

令
和

５
年

１
月

１
９

日
 

日
本

消
防

検
定

協
会

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理
事

長
 

市
橋

 
保

彦
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
屈

折
放

水
塔

車
等

に
係

る
特

殊
消

火
装

置
の

品
質

評
価

細
則

の
一

部
を

改
正

す
る

規
程

 

  
屈

折
放

水
塔

車
等

に
係

る
特

殊
消

火
装

置
の

品
質

評
価

細
則

（
平

成
２

５
年

３
月

１
５

日
制

定
）

の
一

部
を

次
の

よ
う

に
改

正
す

る
。

 

 
次

の
表

に
よ

り
、

改
正

前
欄

に
掲

げ
る

規
定

の
下

線
を

付
し

又
は

破
線

で
囲

ん
だ

部
分

を
こ

れ
に

順
次

対
応

す
る

改
正

後
欄

に
掲

げ
る

規
定

の
下

線
を

付
し

又
は

破
線

で
囲

ん

だ
部

分
の

よ
う

に
改

め
、

改
正

前
欄

に
掲

げ
る

下
線

を
付

し
た

規
定

で
改

正
後

欄
に

こ
れ

に
対

応
す

る
も

の
を

掲
げ

て
い

な
い

も
の

は
、

こ
れ

を
削

り
、

改
正

後
欄

に
掲

げ
る

下

線
を

付
し

た
規

定
で

改
正

前
欄

に
こ

れ
に

対
応

す
る

も
の

を
掲

げ
て

い
な

い
も

の
は

、
こ

れ
を

加
え

る
。

 

 

改
 

正
 

後
 

改
 

正
 

前
 

第
１

章
 

基
準

の
運

用
方

針
 

第
１

節
 

総
則

 

第
１

 
適

用
範

囲
 

（
１

）
屈

折
放

水
塔

車
 

       
安

全
基

準
Ⅳ
（
「

消
防

用
車

両
の

安
全

基
準

の
周

知
徹

底
に

つ
い

て
」
(
平

成
2
0

年
5
月

2
2
日

消
防

消
第

8
9
号

各
都

道
府

県
消

防
主

管
部

(
課

)
長

宛
消

防
庁

消

防
･
救

急
課

長
通

知
)
に

お
い

て
遵

守
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

屈
折

は
し

ご
自

動

車
等

の
安

全
基

準
（

平
成

2
0
年

4
月

消
防

用
車

両
の

安
全

基
準

検
討

会
編

）
を

い
う

。
以

下
同

じ
｡
）
１

.
２

.
１

か
ら

１
.
２

.
３

ま
で

、
２

.
１

か
ら

２
.
７

.
３

ま

第
１

章
 

基
準

の
運

用
方

針
 

 第
１

 
適

用
範

囲
 

（
１

）
屈

折
放

水
塔

車
 

ア
 

緊
急

消
防

援
助

隊
設

備
整

備
費

補
助

金
交

付
要

綱
別

表
第

１
の

第
１

災

害
対

応
特

殊
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
の

規
格
（

以
下
「

補
助

規
格

１
」
と

い
う

｡
）

の
１

、
同

要
綱

第
８

災
害

対
応

特
殊

高
発

泡
車

の
規

格
（

以
下

「
補

助
規

格

８
」
と

い
う

｡
）
の

７
及

び
１

０
並

び
に

同
要

綱
第

９
災

害
対

応
特

殊
屈

折
放

水
塔

車
の

規
格

（
以

下
「

補
助

規
格

９
」

と
い

う
。

）
の

１
か

ら
１

６
ま

で

（
1
0
を

除
く

｡
）

に
よ

る
。

 

イ
 

安
全

基
準

Ⅳ
（
「

消
防

用
車

両
の

安
全

基
準

の
周

知
徹

底
に

つ
い

て
」
(
平

成
2
0
年

5
月

2
2
日

消
防

消
第

8
9
号

各
都

道
府

県
消

防
主

管
部

(
課

)
長

宛

消
防

庁
消

防
･
救

急
課

長
通

知
)
に

お
い

て
遵

守
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

屈

折
は

し
ご

自
動

車
等

の
安

全
基

準
（

平
成

2
0
年

4
月

消
防

用
車

両
の

安
全

基
準

検
討

会
編

）
を

い
う

。
以

下
同

じ
｡
）

１
.
２

.
１

か
ら

１
.
２

.
３

ま
で

、

（125）検　　定　　時　　報



2 
 

で
、

６
.
１

、
６

.
３

.
２

及
び

６
.
３

.
３

に
よ

る
。

 

     （
２

）
 
大

型
高

所
放

水
車

 

ア
～

イ
（

略
）

 

（
３

）
 災

害
対

応
特

殊
大

型
高

所
放

水
車

 

ア
 

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

省
令

第
１

８
条

第
２

項
に

よ
る

。
 

イ
 

緊
急

消
防

援
助

隊
設

備
整

備
費

補
助

金
交

付
要

綱
別

表
第

１
の

第
１

災
害

対
応

特
殊

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車

の
規

格
（

以
下
「

補
助

規
格

１
」
と

い
う

｡
）
の

１
か

ら
４

ま
で

、
１

２
及

び
１

７
（

（
７

）
を

除
く

）
、

同
要

綱
第

３
の

２
災

害
対

応
特

殊
化

学
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
大

Ⅰ
型

の
規

格
（

以
下
「

補
助

規
格

３
．

２
」
と

い
う

｡
）
の
（

１
）
、
（

７
）
及

び
（

８
）
並

び
に

は
し

ご
装

置
を

装
備

す
る

も
の

に
あ

っ
て

は
同

要
綱

第
９

災
害

対
応

特
殊

大
型

高
所

放
水

車
の

規

格
（

以
下

「
補

助
規

格
９

」
と

い
う

。
）

の
１

か
ら

７
ま

で
、

塔
装

置
を

装
備

す
る

も
の

に
あ

っ
て

は
補

助
規

格
９

の
１

か
ら

６
及

び
８

、
９

に
よ

る
。

 

ウ
 

は
し

ご
装

置
を

装
備

す
る

も
の

に
あ

っ
て

は
、

は
し

ご
自

動
車

の
安

全
基

準
１

.
２

.
１

か
ら

１
.
２

.
３

ま
で

、
２

.
１

か
ら

２
.
７

.
３

ま
で

、
６

.
１

、

６
.
３

.
２

及
び

６
.
３

.
３

並
び

に
塔

装
置

を
装

備
す

る
も

の
に

あ
っ

て
は

、

安
全

基
準

Ⅳ
１

.
２

.
１

か
ら

１
.
２

.
３

ま
で

、
２

.
１

か
ら

２
.
７

.
３

ま
で

、

６
.
１

、
６

.
３

.
２

及
び

６
.
３

.
３

に
よ

る
。

 

２
.
１

か
ら

２
.
７

.
３

ま
で

、
６

.
１

、
６

.
３

.
２

及
び

６
.
３

.
３

に
よ

る
。
 

（
２

）
 
災

害
対

応
特

殊
屈

折
放

水
塔

車
 

ア
 

補
助

規
格

１
の

１
、

補
助

規
格

８
の

７
及

び
１

０
並

び
に

補
助

規
格

９
の

１
か

ら
１

６
ま

で
に

よ
る

。
 

イ
 

安
全

基
準

Ⅳ
１

.
２

.
１

か
ら

１
.
２

.
３

ま
で

、
２

.
１

か
ら

２
.
７

.
３

ま

で
、

６
.
１

、
６

.
３

.
２

及
び

６
.
３

.
３

に
よ

る
。

 

（
３

）
 
大

型
高

所
放

水
車

 

ア
～

イ
 

（
略

）
 

              

 

第
２

 
用

語
の

意
義

 
 

 
 

（
１

）
構

造
用

語
 

ア
 

屈
折

放
水

塔
車

等
 

屈
折

放
水

塔
車

、
災

害
対

応
特

殊
大

型
高

所
放

水
車

、
大

型
高

所
放

水
車

、

は
し

ご
付

大
型

高
所

放
水

車
及

び
放

水
塔

付
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
（

安
全

基
準

第
２

 
用

語
の

意
義

 
 

 
 

（
１

）
構

造
用

語
 

ア
 

屈
折

放
水

塔
車

等
 

屈
折

放
水

塔
車

、
災

害
対

応
特

殊
屈

折
放

水
塔

車
、

大
型

高
所

放
水

車
、

は
し

ご
付

大
型

高
所

放
水

車
及

び
放

水
塔

付
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
（

安
全

基
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3 
 

Ⅳ
1
.
2
.
1
(
4
)
の

「
放

水
塔

付
消

防
自

動
車

」
を

い
う

。
）

の
総

称
を

い
う

。
 

 

イ
～

ウ
(
略

)
 

 
 

第
２

節
 

基
準

の
運

用
 

第
３

 
（

略
）

 

準
Ⅳ

1
.
2
.
1
(
4
)
の
「

放
水

塔
付

消
防

自
動

車
」
を

い
う

。
）
の

総
称

を
い

う
。
 

イ
～

ウ
(
略

)
 

 
 
 

 第
３

 
（

略
）

 

第
４

 
各

装
置

の
構

造
 

 
１

 
 
共

通
 

 
（

１
）

装
置

（
安

全
基

準
Ⅳ

2
.
3
.
1
.
1
）

 

 
ア

～
カ

（
略

）
 

 
キ

 
屈

折
放

水
塔

車
の

最
大

張
出

長
は

１
０

ｍ
以

上
で

あ
る

こ
と

。
 

（
２

）
～

（
４

）
（

略
）

 

２
～

３
（

略
）

 

 
４

 
塔

の
構

造
（

安
全

基
準

Ⅳ
2
.
3
.
5
）

 

屈
折

放
水

塔
車

の
塔

は
、

関
節

を
も

っ
て

組
み

合
わ

せ
た

上
部

ブ
ー

ム
及

び
下

部
ブ

ー
ム

に
よ

り
構

成
さ

れ
た

も
の

又
は

直
進

式
ブ

ー
ム

に
よ

り
構

成
し

た
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

５
～

９
（

略
）

 

 
１

０
 
 
放

水
装

置
（

安
全

基
準

Ⅳ
2
.
3
.
1
4
(
1
)
,
(
4
)
,
(
5
)
)
 

 
（

１
）

共
通

 

 
ア

 
（

略
）

 

 
イ

 
（

略
）

 

 
 

 
 

（
ア

）
放

水
銃

の
作

動
範

囲
（

作
動

角
）

を
設

定
し

た
場

合
に

あ
っ

て

は
、

当
該

設
定

誤
差

が
設

 
計

値
の

±
３

度
の

範
囲

内
で

あ
る

こ
と

（
作

動
範

囲
の

規
定

を
外

れ
る

場
合

の
誤

差
は

認
め

ら
れ

な
い

。
）

。

た
だ

し
、

当
該

設
定

が
放

水
反

動
力

に
対

し
て

の
場

合
に

限
る

。
 

 
 

 
 

な
お

、
放

水
銃

の
左

右
及

び
上

下
の

作
動

角
（

後
記

（
２

）
の

「
大

型

高
所

放
水

車
の

放
水

銃
の

作
動

角
」

及
び

後
記

（
３

）
イ

の
「

屈
折

放
水

塔
車

の
放

水
銃

の
作

動
角

」
を

い
う

。
）
を

設
定

す
る

場
合

の
基

準
線

は
、

次
に

掲
げ

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

第
４

 
各

装
置

の
構

造
 

 
１

 
 
共

通
 

 
（

１
）

装
置

（
安

全
基

準
Ⅳ

2
.
3
.
1
.
1
）

 

 
ア

～
カ

（
略

）
 

 
 （

２
）

～
（

４
）

（
略

）
 

２
～

３
（

略
）

 

  
 

  

４
～

８
（

略
）

 

９
 
 
放

水
装

置
（

安
全

基
準

Ⅳ
2
.
3
.
1
4
(
1
)
,
(
4
)
,
(
5
)
)
 

 
（

１
）

共
通

 

 
ア

 
（

略
）

 

 
イ

 
（

略
）

 

 
（

ア
）

放
水

銃
の

作
動

範
囲

（
作

動
角

）
を

設
定

し
た

場
合

に
あ

っ
て

は
、

当
該

設
定

誤
差

が
設

 
計

値
の

±
３

度
の

範
囲

内
で

あ
る

こ
と

（
作

動
範

囲
の

規
定

を
外

れ
る

場
合

の
誤

差
は

認
め

ら
れ

な
い

。
）

。
た

だ
し

、
当

該
設

定
が

放
水

反
動

力
に

対
し

て
の

場
合

に
限

る
。

 

 
 

 
な

お
、
放

水
銃

の
左

右
及

び
上

下
の

作
動

角
（

補
助

規
格

第
9
の

第
1
2

の
「

ノ
ズ

ル
旋

回
及

び
起

伏
角

」
及

び
後

記
(
２

)
の

「
大

型
高

所
放

水
車

の
放

水
銃

の
作

動
角

」
の

場
合

を
い

う
。

）
を

設
定

す
る

場
合

の
基

準
線

は
、

次
に

掲
げ

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。
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4 
 

 
（

イ
）

～
（

ウ
）

（
略

）
 

 

 
（

２
）

（
略

）
 

 
（

３
）

 屈
折

放
水

塔
車

 

ア
 

放
水

銃
の

起
伏

、
旋

回
並

び
に

棒
状

放
水

及
び

噴
霧

放
水

を
遠

隔
操

作
に

よ
り

行
え

る
こ

と
。

 

イ
 

屈
折

放
水

塔
車

の
放

水
銃

の
作

動
範

囲
（

作
動

角
）

は
、

左
右

が
４

５
度

以
上

で
、

上
下

が
塔

の
延

長
線

に
対

し
て

上
０

度
か

ら
下

１
２

０
度

ま
で

を

包
含

し
て

い
る

こ
と

。
 

 
１

１
～

１
３

（
略

）
 

        

 
（

イ
）

～
（

ウ
）

（
略

）
 

 

 
（

２
）

（
略

）
 

 

     

 
１

０
～

１
２

（
略

）
 

 
１

３
 

破
壊

装
置

（
補

助
規

格
9
.
1
3
）

 

 
 

 
災

害
対

応
特

殊
屈

折
放

水
塔

車
に

設
け

る
破

壊
装

置
は

、
次

に
掲

げ
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

 
（

１
）
 
ス

プ
リ

ン
グ

等
を

利
用

し
て

飛
び

出
す

構
造

の
も

の
に

あ
っ

て
は

、
収

納

時
の

ロ
ッ

ク
が

確
実

 
に

で
き

、
か

つ
、
意

図
し

た
操

作
以

外
の

時
に

飛
び

出

さ
な

い
こ

と
。

 

 
（

２
）
 
破

壊
装

置
を

使
用

し
た

場
合

に
、
塔

又
は

周
辺

の
機

器
に

異
常

が
生

じ
な

い
こ

と
。

 

第
７

 
 
表

示
 

 
１

 
製

造
に

関
す

る
表

示
（

安
全

基
準

Ⅱ
2
.
6
.
1
(
1
)
）

 

（
１

）
型

式
番

号
及

び
特

殊
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
の

種
類

を
表

示
す

る
こ

と
。
な

お
、

型
式

番
号

は
、
型

式
評

価
の

承
認

時
(
規

程
第

1
5
条

)
に

日
本

消
防

検
定

協
会
（

以

下
「

協
会

」
と

い
う

。
）

か
ら

依
頼

者
へ

通
知

し
た

型
式

番
号

と
す

る
。

 

 
 

（
２

）
表

示
す

る
特

殊
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
の

種
類

は
、

依
頼

し
た

自
動

車
の

種
類

と
す

る
こ

と
。
な

お
、
水

ポ
ン

プ
を

装
備

し
な

い
も

の
に

あ
っ

て
は

、
「

ポ
ン

プ
」

の
文

字
を

除
い

た
も

の
（

放
水

塔
付

消
防

自
動

車
）

と
す

る
。

 

 

（
３

）
製

造
に

関
す

る
表

示
（

製
造

者
名

、
製

造
番

号
、

製
造

年
、

型
式

番
号

及
び

第
７

 
 
表

示
 

 
１

 
製

造
に

関
す

る
表

示
（

安
全

基
準

Ⅱ
2
.
6
.
1
(
1
)
）

 

（
１

）
型

式
評

価
番

号
及

び
特

殊
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
の

種
類

を
表

示
す

る
こ

と
。

な
お

、
型

式
評

価
番

号
は

、
型

式
評

価
の

承
認

時
(
品

質
評

価
規

程
第

1
5
条

)
に

日
本

消
防

検
定

協
会

（
以

下
「

協
会

」
と

い
う

。
）

か
ら

依
頼

者
へ

通
知

し
た

型
式

番
号

と
す

る
。

 

 
（

２
）

表
示

す
る

特
殊

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車

の
種

類
は

、
品

質
評

価
規

程
に

よ
り

依
頼

し
た

自
動

車
の

種
類

と
す

る
こ

と
。
な

お
、
水

ポ
ン

プ
を

装
備

し
な

い
も

の
に

あ
っ

て
は

、
「

ポ
ン

プ
」

の
文

字
を

除
い

た
も

の
（

放
水

塔
付

消
防

自
動

車
）

と
す

る
。

 

（
３

）
製

造
に

関
す

る
表

示
（

製
造

者
名

、
製

造
番

号
、

製
造

年
、

型
式

評
価

番
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5 
 

特
殊

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車

の
種

類
の

表
示

）
は

、
可

能
な

限
り

、
同

一
銘

板
内

と

す
る

。
 

号
及

び
特

殊
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
の

種
類

の
表

示
）

は
、

可
能

な
限

り
、

同
一

銘
板

内
と

す
る

。
 

第
８

 
（

略
）

 
第

８
 

（
略

）
 

第
３

節
 

試
験

の
方

法
等

 
第

２
章

第
２

、
３

 
確

認
試

験
方

法
 

第
９

 
外

観
検

査
 

 
 
１

 
 
（

略
）

 

 
 
（

１
）

～
（

３
）

（
略

）
 

 
２

 
外

観
検

査
方

法
 

 
（

１
）

目
視

検
査

 

ア
 

別
表

１
(
基

準
と

確
認

方
法

)
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

外
観

検
査

」
と

記
載

の
項

は
、

目
視

検
査

で
確

認
す

る
。

 

イ
 

（
略

）
 

ウ
 

（
略

）
 

 
 

 
（

ア
）

～
（

オ
）

（
略

）
 

エ
 

（
略

）
 

オ
 
 
（

略
）

 

（
ア

）
～

（
イ

）
（

略
）

 

カ
～

キ
 

（
略

）
 

 
 
（

２
）

寸
法

角
度

の
測

定
 

ア
 

測
定

箇
所

 

寸
法

又
は

角
度

の
測

定
の

箇
所

は
、

別
表

１
（

基
準

と
確

認
方

法
）

の
確

認
方

法
の

欄
に
「

外
観

検
査

(
寸

法
)
」
と

記
載

の
項

(
通

路
、
ジ

ャ
ッ

キ
の

受

皿
の

接
地

角
度

、
バ

ス
ケ

ッ
ト

の
手

す
り

の
高

さ
・
乗

員
落

下
防

止
の

間
隔
・

出
入

口
の

幅
と

高
さ

、
資

機
材

の
積

載
装

置
の

ス
テ

ッ
プ

高
さ

)
及

び
次

に
掲

げ
る

事
項

と
す

る
。

 

（
ア

）
～

（
ケ

）
（

略
）

 

イ
 

方
法

 

  
 

 
 

（
１

）
外

観
検

査
 

 
 
 
（

ア
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 

1
～

3
 

（
略

）
 

 
（

イ
）

外
観

検
査

方
法

 

 
 
 

 
1
 

目
視

検
査

 

 
 
 

 
（

1
）
 
別

表
５

(
基

準
と

確
認

方
法

)
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

外
観

検
査

」
と

記
載

の
項

は
、

目
視

検
査

で
確

認
す

る
。

 

 
（

2
）

（
略

）
 

 
 

（
3
）

（
略

）
 

 
 

 
 

 
 
ｱ
～

ｵ
 
（

略
）

 

 
 
 
 
（

4
）

（
略

）
 

 
 
 
 
（

5
）

（
略

）
 

 
 

 
 

 
ｱ
～

ｲ
（

略
）

 

 
 

（
6
）

～
（

7
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 
2
 

寸
法

角
度

の
測

定
 

 
 

(
1
)
 
測

定
箇

所
 

 
 

 
 
 
 
 
 

寸
法

又
は

角
度

の
測

定
の

箇
所

は
、

別
表

５
（

基
準

と
確

認
方

法
）

の
確

認
方

法
の

欄
に

「
外

観
検

査
(
寸

法
)
」

と
記

載
の

項
(
通

路
、

ジ

ャ
ッ

キ
の

受
皿

の
接

地
角

度
、
バ

ス
ケ

ッ
ト

の
手

す
り

の
高

さ
・
乗

員

落
下

防
止

の
間

隔
・
出

入
口

の
幅

と
高

さ
、
資

機
材

の
積

載
装

置
の

ス

テ
ッ

プ
高

さ
)
及

び
次

に
掲

げ
る

事
項

と
す

る
。

 

ｱ
 
～

ｹ
（

略
）

 

 
 

 
(
2
)
 

方
法

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
ｱ
 
寸

法
・

角
度

の
測

定
は

、
初

め
て

受
検

す
る

場
合

、
変

更
の

あ
る

場
合

及
び

そ
の

他
チ

ェ
ッ

ク
を

必
要

と
し

た
場

合
に

行
な

う
。
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6 
 

（
ア

）
規

格
地

上
高

（
屈

折
放

水
塔

車
に

あ
っ

て
は

安
全

基
準

Ⅳ
1
.
2
.
1
(
2
)
の

「
最

大
地

上
高

１
５

ｍ
以

上
」

を
、

大
型

高
所

放
水

車
及

び
災

害
対

応
特

殊
大

型
高

所
放

水
車

に
あ

っ
て

は
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
省

令
第

１
８

条
第

２
項

第
１

号
の

「
泡

を
放

射
す

る
筒

先
の

高
さ

２
２

ｍ
以

上
」

を
そ

れ
ぞ

れ
い

う
。

）
は

、
屈

折
放

水
塔

車
、

災
害

対
応

特
殊

大
型

高
所

放
水

車
及

び
大

型
高

所
放

水
車

に
つ

い
て

測
定

す
る

。
 

（
イ

）
（

略
）

 

（
ウ

）
規

格
作

業
半

径
（

補
助

規
格

９
.
８

の
「

最
大

張
出

長
１

０
ｍ

以
上

」
を

い
う

。
）

は
、

大
型

高
所

放
水

車
及

び
災

害
対

応
特

殊
大

型
高

所
放

水
車

に
つ

い
て

、
旋

回
の

中
心

か
ら

放
水

銃
の

先
端

ま
で

の
距

離
を

測
定

す
る

。

屈
折

放
水

塔
車

に
つ

い
て

も
同

様
と

す
る

。
 

 
（

３
）

図
面

照
合

 

提
出

書
類

に
記

載
の

主
要

部
の

寸
法

、
構

造
等

に
つ

い
て

、
受

検
品

と
照

合
す

る
。

 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
ｲ
 
規

格
地

上
高

（
屈

折
放

水
塔

車
及

び
災

害
対

応
特

殊
屈

折
放

水
塔

車
に

あ
っ

て
は

補
助

規
格

９
.
７

の
「

最
大

地
上

高
１

５
ｍ

以
上

」

を
、
大

型
高

所
放

水
車

に
あ

っ
て

は
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
省

令
第

１
８

条

第
２

項
第

１
号

の
「

泡
を

放
射

す
る

筒
先

の
高

さ
２

２
ｍ

以
上

」
を

そ
れ

ぞ
れ

い
う

。
）
は

、
屈

折
放

水
塔

車
、
災

害
対

応
特

殊
屈

折
放

水
塔

車
及

び
大

型
高

所
放

水
車

に
つ

い
て

測
定

す
る

。
 

ｳ
 
（

略
）

 

 
 

 
 
 
 

 
 
ｴ
 

規
格

作
業

半
径

（
補

助
規

格
９

.
７

の
「

最
大

張
出

長
１

０
ｍ

以

上
」
を

い
う

。
）
は

、
屈

折
放

水
塔

車
及

び
災

害
対

応
特

殊
屈

折
放

水
塔

車
に

つ
い

て
、

旋
回

の
中

心
か

ら
 
放

水
銃

の
先

端
ま

で
の

距

離
を

測
定

す
る

。
 

 
 

 
 
 
 
(
3
)
 

図
面

照
合

 

ｱ
 

提
出

書
類

に
記

載
の

主
要

部
の

寸
法

、
構

造
等

に
つ

い
て

、
受

 

検
品

と
照

合
す

る
。

 

 
 

 
 

 
 
 
 
ｲ
 
 
図

面
照

合
は

、
初

め
て

受
検

す
る

場
合

、
変

更
の

あ
る

場
合

及

び
そ

の
他

チ
ェ

ッ
ク

を
必

要
と

し
た

場
合

に
行

う
。

 

第
１

０
 

機
能

試
験

 

 
１

～
３

 
（

略
）

 

 
４

 
各

装
置

の
機

能
の

確
認

 

 
 
（

１
）

各
装

置
の

機
能

の
確

認
項

目
 

各
装

置
の

機
能

の
確

認
項

目
は

、
次

に
掲

げ
る

も
の

（
別

表
１

（
基

準
と

確
認

方
法

）
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

機
能

試
験

」
と

記
載

の
も

の
）

と
す

る
。

 

 ア
～

キ
 

（
略

）
 

 

 
 
（

２
）

各
装

置
の

機
能

の
確

認
方

法
 

 
 
 
 
 
 
ア

 
（

略
）

 

イ
 

（
略

）
 

（
ア

）
～

（
イ

）
（

略
）

 

 
 

 
 
3
 
 
機

能
試

験
 

 
 

 
 

1
～

3
 
（

略
）

 

 
 

 
 

4
 

各
装

置
の

機
能

の
確

認
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
)
 
各

装
置

の
機

能
の

確
認

項
目

 

 
 
 
 
 
 
 
 
各

装
置

の
機

能
の

確
認

項
目

は
、

次
に

掲
げ

る
も

の
（

別
表

５
（

基
 

準
と

確
認

方
法

）
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

機
能

試
験

」
と

記
載

の
も

の
）

と
す

る
。

 

 
 
 
 
 
 
ｱ
～

ｷ
 

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
ｸ
 

破
壊

装
置

の
作

動
 

 
 
 
 
 
 
 
 
(
2
)
 
各

装
置

の
機

能
の

確
認

方
法

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ｱ
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
ｲ
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
a
～

b
（

略
）
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ウ
 

（
略

）
 

（
ア

）
（

略
）

 

（
イ

）
（

略
）

 

ａ
（

略
）

 
 

(
a
)
～

(
b
)
 
（

略
）

 

ｂ
（

略
）

 
 

ｃ
（

略
）

 

(
a
)
～

(
b
)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
（

ウ
）

～
（

エ
）

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
エ

 
（

略
）

 

（
ア

）
（

略
）

 

ａ
～

ｃ
（

略
）

 
 

（
イ

）
（

略
）

 

ａ
～

ｇ
（

略
）

 

（
ウ

）
（

略
）

 

ａ
～

ｃ
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
オ

 
（

略
）

 

（
ア

）
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 
ａ

～
ｂ

（
略

）
 

（
イ

）
～

（
ウ

）
（

略
）

 

 
 

 
カ

 
 
（

略
）

 

（
ア

）
（

略
）

 

ａ
～

ｂ
（

略
）

 
 

（
イ

）
（

略
）

 

 
 

 
 

 
ａ

～
ｂ

（
略

）
 

（
ウ

）
（

略
）

 

ａ
 

（
略

）
 

 
(
a
)
～

(b
)（

略
）
 

ｂ
（

略
）

 
 

 
 
 
 
 
 
ｳ
 

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
a
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
b
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
(
ｱ
)
（

略
）

 

 
 
 
 
(
ⅰ

)
～

(
ⅱ

)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
(
ｲ
)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
(
ｳ
)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
(
ⅰ

)
～

 
(
ⅱ

)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
c
～

d
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ｴ
 

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
a
（

略
）

 
 
 

 
 
 
 
 
(
ｱ
)
～

(
ｳ
)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
b
 
（

略
）

 

 
 

 
 
 
 
 
(
ｱ
)
～

(
ｷ
)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
c
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
(
ｱ
)
～

(
ｳ
)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ｵ
 

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
a
 
 
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
(
ｱ
)
～

(
ｲ
)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
b
～

c
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
ｶ
 

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
a
 
（

略
）

 

 
 
 
 
(
ｱ
)
～

(
ｲ
)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
b
 
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 
 
 
(
ｱ
)
～

(
ｲ
)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
c
 
 
（

略
）

 

 
 
 
(
ｱ
)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
(
ⅰ

)
～

(ⅱ
)（

略
）
 

 
 
 
 
 
(
ｲ
)
（

略
）
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(
a
)
～

(
c
)
（

略
）

 

（
エ

）
（

略
）

 

ａ
（

略
）

 

ｂ
（

略
）

 

 
(
a
)
～

(
c
)
（

略
）

 

（
オ

）
（

略
）

 

ａ
～

ｇ
（

略
）

 

（
カ

）
（

略
）

 

ａ
～

ｂ
（

略
）

 

ｃ
 

（
略

）
 

 
(
a
)
～

(
c
)
（

略
）

 

（
キ

）
（

略
）

 

ａ
～

ｃ
（

略
）

 
 

（
ク

）
（

略
）

 

ａ
～

ｂ
（

略
）

 

（
ケ

）
（

略
）

 

（
コ

）
（

略
）

 

ａ
～

ｄ
（

略
）

 

（
サ

）
（

略
）

 

（
シ

）
（

略
）

 

ａ
～

ｂ
（

略
）

 

 
 

 
キ

 
（

略
）

 

（
ア

）
～

（
イ

）
（

略
）

 

    
５

 
各

装
置

の
操

作
 

 
 
（

１
）

操
作

項
目

 

各
装

置
の

操
作

は
、

各
装

置
の

機
能

を
確

認
す

る
た

め
に

行
う

こ
と

と
し

、
 

 
 
 
 
 
 
(
ⅰ

)
～

(
ⅲ

)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
d
 
（

略
）

 

 
 
 
 
(
ｱ
)
（

略
）

 

 
 
 
 
(
ｲ
)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
(
ⅰ

)
～

(
ⅲ

)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
e
 
（

略
）

 

 
 
 
 
(
ｱ
)
～

(
ｷ
)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
f
 
（

略
）

 

 
 
 
 
(
ｱ
)
～

(
ｲ
)
（

略
）

 

 
 
 
 
(
ｳ
)
（

略
）

 

 
 
 
 
(
ⅰ

)
～

(
ⅲ

)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
g
 
（

略
）

 

 
 
(
ｱ
)
～

(
ｳ
)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
h
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
(
ｱ
)
～

(
ｲ
)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
i
 
 
（

略
）

 

j
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
(
ｱ
)
～

(
ｴ
)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
k
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
l
 
（

略
）

 

 
 
 
 
(
ｱ
)
～

(
ｲ
)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
m
 

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
(
ｱ
)
～

(
ｲ
)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
n
 

破
壊

装
置

の
作

動
（

補
助

規
格

9
.
1
3
）

 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
ス

プ
リ

ン
グ

等
を

利
用

し
て

飛
び

出
す

構
造

の
破

壊
装

置
に

あ
っ

て
は

、
設

定
ど

お
り

作
動

す
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
5
 
 
 
各

装
置

の
操

作
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
)
 
操

作
項

目
 

 
 
 
 
 
 
 
各

装
置

の
操

作
は

、
各

装
置

の
機

能
を

確
認

す
る

た
め

に
行

う
こ

と
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そ
の

操
作

項
目

（
別

表
１

（
基

準
と

確
認

方
法

）
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

機
能

試

験
(
操

作
)
」

と
記

載
の

も
の

）
は

、
次

に
掲

げ
る

も
の

と
す

る
。

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
（

２
）

操
作

方
法

 

ア
（

略
）

 

イ
（

略
）

 

 
 

 
 
（

ア
）

～
（

イ
）

（
略

）
 

ウ
（

略
）

 

エ
（

略
）

 

（
ア

）
～

（
イ

）
（

略
）

 

（
ウ

）
（

略
）

 

ａ
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 
 
(
a
)
～

(
c
)
 
（

略
）

 

ｂ
（

略
）

 

 
(
a
)
～

(
c
)
 
（

略
）

 

ｃ
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 
 
(
a
)
～

(
d
)
 
（

略
）

 

ｄ
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 
 
(
a
)
～

(
b
)
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 
ｅ

 
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 
 
(
a
)
～

(
b
)
（

略
）

 

 
 
 
 
 

 
 
 
ｆ

（
略

）
 

（
エ

）
～

（
オ

）
（

略
）

 

（
カ

）
（

略
）

 

ａ
～

ｃ
（

略
）

 
 

オ
 

（
略

）
 

（
ア

）
～

（
イ

）
（

略
）

 
 
 

カ
～

ク
（

略
）

 

と
し

、
そ

の
操

作
項

目
（

別
表

５
（

基
準

と
確

認
方

法
）

の
確

認
方

法
の

欄
に

「
機

能
試

験
(
操

作
)
」

と
記

載
の

も
の

）
は

、
次

に
掲

げ

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
2
)
 
操

作
方

法
 

 
 
 
 
 
ｱ
 

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 
ｲ
 

（
略

）
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
a
～

b
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
ｳ
 

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 
ｴ
 

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
a
～

b
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
c
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
(
1
)
 
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
(
ⅰ

)
～

(
ⅲ

)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
(
2
)
 
（

略
）

 

 
 

 
 
(
ⅰ

)
～

(
ⅲ

)
（

略
）

 

 
 
 
 
 
(
3
)
 
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
(
ⅰ

)
～

(
ⅳ

)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
(
4
)
 
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
(
ⅰ

)
～

(
ⅱ

)
 
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
(
5
)
 
（

略
）

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
(
ⅰ

)
～

(
ⅱ

)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
(
6
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 

d
～

e
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 

f
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 

(
1
)
～

(
3
)
（

略
）

 

 
 
 
 

 
 
ｵ
 

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 

a
～

b
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 

 
ｶ
～

ｸ
（

略
）

 

第
１

１
 

走
行

・
急

制
動

試
験

 
 
 
6
 

走
行

・
急

制
動

試
験
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１

 
確

認
事

項
 

 
走

行
・

急
制

動
試

験
で

次
に

掲
げ

る
装

置
（

別
表

１
（

基
準

と
確

認
方

法
）

の

確
認

方
法

の
欄

に
「

走
行

・
急

制
動

試
験

」
と

記
載

の
も

の
）

等
に

異
常

が
生

じ

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
（

こ
の

品
質

評
価

で
は

各
装

置
の

本
来

の
機

能
及

び
強

度

の
確

認
は

、
書

類
審

査
で

行
う

。
）

。
 

 
 
（

１
）

～
（

６
）

（
略

）
 

 
 
２

 
試

験
方

法
 

 
 
（

１
）

（
略

）
 

 
 
（

２
）

（
略

）
 

ア
～

ウ
（

略
）

 
 

 
 
（

３
）

（
略

）
 

 
 
(
1
)
 
確

認
事

項
 

 
 
 
走

行
・

急
制

動
試

験
で

次
に

掲
げ

る
装

置
（

別
表

５
（

基
準

と
確

認
方

法
）

の

確
認

方
法

の
欄

に
「

走
行

・
急

制
動

試
験

」
と

記
載

の
も

の
）

等
に

異
常

が
生

じ

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
（

こ
の

品
質

評
価

で
は

各
装

置
の

本
来

の
機

能
及

び
強

度

の
確

認
は

、
書

類
審

査
で

行
う

。
）

。
 

 
 
 
 
 
 
 
ｱ
～

ｶ
（

略
）

 

 
 
(
2
)
 
試

験
方

法
 

 
 
 
ｱ
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
ｲ
 
（

略
）

 

 
 
 
 
a
～

c
（

略
）

 

 
 
(
3
)
 
（

略
）

 

第
１

２
 

荷
重

試
験

 

 
 
１

 
荷

重
試

験
項

目
 

荷
重

試
験

で
確

認
す

る
項

目
（

別
表

１
（

基
準

と
確

認
方

法
）

の
確

認
方

法
の

欄
に

「
荷

重
試

験
」

と
記

載
の

項
）

は
、

次
に

掲
げ

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 
（

１
）

～
（

４
）

（
略

）
 

 
 
２

 
荷

重
試

験
方

法
 

 
 
（

１
）

（
略

）
 

 
 
（

２
）

（
略

）
 

ア
～

ウ
 

（
略

）
 

（
３

）
（

略
）

 

ア
～

ウ
（

略
）

 

 
 
（

４
）

（
略

）
 

ア
 

（
略

）
 

イ
 

（
略

）
 

（
ア

）
～

（
エ

）
（

略
）

 

ウ
 
 
（

略
）

 

（
ア

）
～

（
イ

）
（

略
）

 

エ
～

オ
（

略
）

 

 
 
7
 

荷
重

試
験

 

 
 
(
1
)
 
荷

重
試

験
項

目
 

 
 

 
荷

重
試

験
で

確
認

す
る

項
目

（
別

表
５

（
基

準
と

確
認

方
法

）
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

荷
重

試
験

」
と

記
載

の
項

）
は

、
次

に
掲

げ
る

も
の

と
す

る
。

 

 
 
 
 
 
 

 
ｱ
～

ｴ
 
（

略
）

 

 
 
(
2
)
 
荷

重
試

験
方

法
 

 
ｱ
 
 
（

略
）

 

 
ｲ
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
a
～

c
 

（
略

）
 

 
 
 
ｳ
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
a
～

c
 

（
略

）
 

 
 
 
ｴ
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
a
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
b
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
)
～

(
4
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
c
 

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
)
～

(
2
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
d
～

e
 

（
略

）
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 第
１

３
 

耐
圧

試
験

 

 
１

（
略

）
 

 
（

１
）

～
（

４
）

（
略

）
 

 
２

（
略

）
 

 
（

１
）

～
（

２
）

（
略

）
 

 
（

３
）
 
耐

圧
値

が
２

M
P
a
を

超
え

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
配

管
単

体
で

最
大

仕
様

圧

力
の

１
.
５

倍
の

水
圧

を
加

え
、
そ

れ
と

同
じ

形
状

の
も

の
に

つ
い

て
、
完

成
品

で
１

.
１

倍
の

水
圧

を
加

え
る

方
法

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

8
 

 
耐

圧
試

験
 

 
 
(
1
)
 

 
（

略
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
ｱ
～

ｴ
 
（

略
）

 

 
 
(
2
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
ｱ
～

ｲ
 
（

略
）

 

第
１

４
 

放
水

試
験

 

 
 
１

（
略

）
 

 
 
（

１
）

～
（

５
）

（
略

）
 

 
 
２

 
試

験
方

法
 

 
 
（

１
）

（
略

）
 

ア
～

イ
 
（

略
）

 

 
 
（

２
）

～
（

３
）

（
略

）
 

 
 
（

４
）

塔
上

放
水

（
安

全
基

準
Ⅳ

2
.
5
.
5
）

 

塔
上

放
水

（
伸

張
し

た
塔

の
先

端
か

ら
の

放
水

を
い

う
。

以
下

同
じ

｡
）

は
、

許
容

放
水

条
件

（
最

大
放

水
量

）
で

の
放

水
及

び
基

準
の

最
小

放
水

（
屈

折
放

水
塔

車
に

あ
っ

て
は

３
０

０
０

L
/
m
i
n
の

放
水

、
大

型
高

所
放

水
車

又
は

災
害

対
応

特
殊

大
型

高
所

放
水

車
に

あ
っ

て
は

１
.
０

M
P
a
 
に

お
い

て
３

０
０

０
L
/
m
i
n
 
の

放
水

（
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
省

令
第

1
8
条

第
2
項

第
2
号

）
並

び
に

は
し

ご
付

大
型

高
所

放
水

車
に

あ
っ

て
は

０
.
７

M
P
a
 
に

お
い

て
１

０
０

０
L
/
m
i
n
 
の

放
水

（
は

し
ご

自
動

車
と

し
て

の
放

水
（

安
全

基
準

Ⅱ

2
.
5
.
5
）

）
及

び
１

.
０

M
P
a
 
に

お
い

て
３

０
０

０
L
/
m
i
n
の

放
水

（
大

型
高

所

放
水

塔
車

と
し

て
の

放
水

）
を

い
う

。
以

下
同

じ
｡
）

を
、

最
大

地
上

高
の

塔

の
先

端
か

ら
行

う
。

た
だ

し
、

次
に

掲
げ

る
場

合
を

除
く

。
 

ま
た

、
塔

上
放

水
は

、
放

水
反

動
力

と
同

等
の

荷
重

を
塔

に
加

え
る

等
代

替

の
方

法
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 

9
 

放
水

試
験

 

 
 
(
1
)
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
ｱ
～

ｵ
 
 
（

略
）

 

 
 
(
2
)
 

試
験

方
法

 

 
 
 
 
 
 
 
ｱ
 
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
a
～

b
 

（
略

）
 

 
 
 
 
 
 
 
ｲ
～

ｳ
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
 
ｴ
 
 
塔

上
放

水
 

 
 
 
 

 
塔

上
放

水
（

伸
張

し
た

塔
の

先
端

か
ら

の
放

水
を

い
う

。
以

下
同

じ
｡
）

は
、

許
容

放
水

条
件

（
最

大
放

水
量

）
で

の
放

水
及

び
基

準
の

最
小

放
水

（
屈

折
放

水
塔

車
又

は
災

害
対

応
特

殊
屈

折
放

水
塔

車
に

あ
っ

て
は

３
０

０

０
L
/
m
i
n
 
の

放
水

（
補

助
規

格
9
.
1
1
）

、
大

型
高

所
放

水
車

に
あ

っ
て

は

１
.
０

M
P
a
 
に

お
い

て
３

０
０

０
L
/
m
i
n
 
の

放
水

（
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
省

令
第

1
8
条

第
2
項

第
2
号

）
並

び
に

は
し

ご
付

大
型

高
所

放
水

車
に

あ
っ

て
は

０
.
７

M
P
a
 
に

お
い

て
１

０
０

０
L
/
m
i
n
 
の

放
水

（
は

し
ご

自
動

車
と

し
て

の
放

水
（

安
全

基
準

Ⅱ
2
.
5
.
5
）

）
及

び
１

.
０

M
P
a
 
に

お
い

て
３

０
０

０

L
/
m
i
n
の

放
水

（
大

型
高

所
放

水
塔

車
と

し
て

の
放

水
）

を
い

う
。

以
下

同

じ
｡
）

を
、

最
大

地
上

高
の

塔
の

先
端

か
ら

行
う

。
た

だ
し

、
次

に
掲

げ
る

場
合

を
除

く
。

 

 
 
 

 
ま

た
、

塔
上

放
水

は
、

放
水

反
動

力
と

同
等

の
荷

重
を

塔
に

加
え

る
等

代

替
の

方
法

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
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ア
～

ウ
（

略
）

 

 
 
（

５
）

（
略

）
 

 
 
 
a
～

c
 
（

略
）

 

 
 
 
 
 
 
ｵ
 
 
（

略
）

 

第
１

５
 

そ
の

他
 

 
 
１

 
（

略
）

 

 
 
２

 
品

質
管

理
等

の
確

認
（

安
全

基
準

Ⅳ
6
.
1
）

 

 
 
（

１
）
品

質
管

理
方

法
書

の
審

査
及

び
品

質
管

理
等

調
査

を
行

い
、
安

全
基

準
に

適

合
す

る
屈

折
放

水
塔

車
等

が
製

造
で

き
る

体
制

で
あ

る
こ

と
等

に
つ

い
て

確

認
す

る
。

 

 
 
（

２
）

（
略

）
 

ア
～

イ
 
（

略
）

 

 
 
（

３
）

（
略

）
 

 
1
0
 

そ
の

他
 

 
 
(
1
)
 
（

略
）

 

 
 
(
2
)
 

品
質

管
理

等
の

確
認

（
安

全
基

準
Ⅳ

6
.
2
）

 

 
 
 
 
 
 
ｱ
 
 
品

質
管

理
方

法
書

の
審

査
及

び
品

質
管

理
等

調
査

を
行

い
、

安
全

基
準

に
適

合
す

る
屈

折
は

し
ご

自
動

車
が

製
造

で
き

る
体

制
で

あ
る

こ
と

等
に

つ
い

て
確

認
す

る
。

 

 
 
 
 
 
 
ｲ
（

略
）

 

 
 
 
a
～

b
（

略
）

 
 

 
 
 
 
 
 
ｳ
（

略
）

 

 第
２

章
 
 
型

式
評

価
 

 第
２

章
 
 
型

式
評

価
試

験
 

第
１

 
依

頼
手

続
き

（
規

程
第

１
２

条
関

係
）

 

 
１

 
規

程
第

１
２

条
第

３
項

の
表

中
に

規
定

す
る
「

別
に

定
め

る
」
種

別
及

び
型

式

の
区

分
の

例
は

、
特

殊
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
等

の
種

類
に

よ
り

、
次

表
に

掲
げ

る

と
こ

ろ
と

す
る

。
 

 

種
 

 
 

別
 

型
 

 
 

 
 

式
 

種
 

 
 

 
 

類
 

特
殊

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車

又
は

特
殊

消
防

自
動

車
に

係
る

特
殊

消
火

装
置

 

 屈
折

放
水

塔
車

 
 屈

折
放

水
塔

車
 

  大
型

高
所

放
水

車
 

 

 災
害

対
応

特
殊

大
型

高
所

放
水

車
 

 大
型

高
所

放
水

車
 

 は
し

ご
付

大
型

高
所

放
水

車
 

 放
水

塔
付

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車

 
 放

水
塔

付
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
 

 

第
１

 
依

頼
手

続
き

（
規

程
第

１
２

条
関

係
）

 

      

  

 

  

 
２

 
規

程
第

１
２

条
第

５
項

の
表

中
に

規
定

す
る

「
評

価
細

則
に

定
め

る
も

の
」

 

 
 

と
は

、
次

に
掲

げ
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

 
（

１
）

～
（

２
）

（
略

）
 

 
 
 
 
規

程
第

１
２

条
第

５
項

の
表

中
に

規
定

す
る

「
評

価
細

則
に

定
め

た
も

の
」

 

 
 

と
は

、
次

に
掲

げ
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

（
１

）
～

（
２

）
（

略
）

 

 
（

３
）

強
度

・
安

全
率

等
の

計
算

書
 

（
３

）
強

度
・

安
全

率
等

の
計

算
書
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ア

 
提

出
す

る
強

度
・

安
全

率
等

の
計

算
書

は
、

次
に

掲
げ

る
箇

所
（

該
当

す
 

 
 

 
 

る
場

合
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

の
も

の
と

す
る

。
な

お
、

水
ポ

ン
プ

を
装

備
 

 
 

 
 

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
の

受
託

評
価

で
提

出
し

た
も

の
を

除
く

。
 

 
 

 
ア

 
提

出
す

る
強

度
・

安
全

率
等

の
計

算
書

は
、

次
に

掲
げ

る
箇

所
（

該
当

す
る

場
合

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
の

も
の

と
す

る
。

な
お

、
水

ポ
ン

プ
を

装
備

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車

の
受

託
試

験
で

提
出

し
た

も
の

を
除

く
。

 

 
（

４
）

社
内

試
験

成
績

表
 

ア
（

略
）

 

イ
 

完
成

車
社

内
試

験
成

績
表

は
、

完
成

品
に

つ
い

て
試

験
を

実
施

し
た

報
告

書
と

す
る

。
な

お
、

様
式

は
全

て
の

試
験

項
目

を
含

む
も

の
と

し
、

検
定

協

会
と

協
議

の
上

定
め

た
も

の
と

す
る

。
 

ウ
 

完
成

車
の

な
ら

し
運

転
実

施
表

（
安

全
基

準
Ⅳ

6
.
3
.
2

の
報

告
書

）
は

、

初
期

不
良

を
除

く
た

め
に

行
う

な
ら

し
運

転
の

報
告

書
と

す
る

。
な

お
、

当

該
運

転
は

、
各

装
置

に
つ

い
て

の
機

能
を

調
整

し
て

、
各

装
置

全
般

に
わ

た

っ
て

、
機

能
試

験
の

繰
り

返
し

を
８

時
間

以
上

行
っ

た
後

に
完

成
車

社
内

試

験
成

績
表

の
デ

ー
タ

を
取

る
。

ま
た

、
様

式
は

、
運

転
の

内
容

、
運

転
時

間

等
を

示
し

た
も

の
と

し
、

依
頼

者
に

お
い

て
設

定
す

る
。

 

エ
（

略
）

 

（
４

）
社

内
試

験
成

績
表

 

ア
（

略
）

 

イ
 

完
成

車
社

内
試

験
成

績
表

は
、

完
成

品
に

つ
い

て
試

験
を

実
施

し
た

報

告
書

と
す

る
。

な
お

、
様

式
は

別
記

様
式

２
と

し
、

装
置

の
構

造
に

よ
り

若
干

の
変

更
を

妨
げ

な
い

。
 

ウ
 

完
成

車
の

な
ら

し
運

転
実

施
表
（

安
全

基
準

Ⅳ
6
.
3
.
2
の

報
告

書
）
は

、

初
期

不
良

を
除

く
た

め
に

行
う

な
ら

し
運

転
の

報
告

書
と

す
る

。
な

お
、

当
該

運
転

は
、

各
装

置
に

つ
い

て
の

機
能

を
調

整
し

て
、

完
成

車
社

内
試

験
成

績
表

の
デ

ー
タ

を
取

り
終

え
た

後
に

、
各

装
置

全
般

に
わ

た
っ

て
、

機
能

試
験

の
繰

り
返

し
を

８
時

間
以

上
行

う
。

ま
た

、
様

式
は

、
運

転
の

内
容

、
運

転
時

間
等

を
示

し
た

も
の

と
し

、
依

頼
者

に
お

い
て

設
定

す
る

。
 

エ
（

略
）

 

 
（

５
）

 輸
入

業
者

に
関

す
る

資
料

 

 
 

 
 

輸
入

業
者

は
、

次
の

資
料

を
提

出
す

る
こ

と
。

 

 
 

 
ア

 
屈

折
放

水
塔

車
等

の
形

状
、

構
造

、
材

質
、

成
分

及
び

性
能

（
以

下
「

形

状
等

」
と

い
う

。
）

を
明

ら
か

に
し

た
設

計
図

、
明

細
書

、
強

度
・

安
全

率

等
の

計
算

書
 

イ
 

屈
折

放
水

塔
車

等
に

係
る

形
状

等
の

変
更

状
況

並
び

に
基

準
及

び
細

則

へ
の

適
合

状
況

を
確

認
す

る
手

段
 

 

 
（

６
）

そ
の

他
の

資
料

 

 
 

 
ア

 
そ

の
他

の
資

料
は

、
次

に
掲

げ
る

も
の

と
す

る
。

 

 
 

 
（

ア
）

～
(
セ

)
（

略
）

 

 
 

 
（

ソ
）

型
式

評
価

依
頼

時
提

出
図

書
等

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
 

イ
～

ソ
（

略
）

 

タ
 

型
式

評
価

依
頼

時
提

出
図

書
等

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
は

、
附

図
第

２
に

示
す

 
（

５
）

そ
の

他
の

資
料

 

 
 

ア
 

そ
の

他
の

資
料

は
、

次
に

掲
げ

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

（
ア

）
～

(
セ

)
（

略
）

 

（
ソ

）
災

害
対

応
特

殊
車

装
備

確
認

表
 

イ
～

ソ
（

略
）

 

タ
 

災
害

対
応

特
殊

車
装

備
確

認
表

は
、

別
記

様
式

３
（

災
害

対
応

特
殊

車
装
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書
類

を
含

む
別

記
様

式
２

と
し

、
依

頼
者

チ
ェ

ッ
ク

欄
に

て
不

足
の

な
い

こ

と
を

確
認

す
る

も
の

と
す

る
。

 

チ
（

略
）

 

備
確

認
表

）
に

必
要

な
事

項
を

記
載

し
た

も
の

と
す

る
。

 

 チ
（

略
）

 

第
２

 
型

式
評

価
の

手
順

（
規

程
第

１
３

条
関

係
）

 

 
 

型
式

評
価

は
、

次
に

掲
げ
る
書
類
審
査
及
び
確
認
試
験
に
区
分
す
る
。
 

第
２

 
型

式
評

価
試

験
の

手
順

（
規

程
第

１
３

条
関

係
）

 

 
 

型
式

評
価

試
験

は
、

次
に
掲
げ
る
書
類
審
査
及
び
確
認
試
験
に
区
分
す
る
。
 

 
 
１

 
書

類
審

査
 

 
（

１
）

（
略

）
 

 
（

２
）

書
類

審
査

方
法

 

 
 

 
ア

 
共

通
 

 
 

 
（

ア
）

 
別

表
１

(
基

準
と

確
認

方
法

)
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

書
類

審
査

」
と

記
載

の
項

は
、

書
類

審
査

で
行

う
。

 

 
 

 
（

イ
）

（
略

）
 

 
 

 
イ

 
（

略
）

 

 
 

 
ウ

 
（

略
）

 

 
 

 
（

ア
）

強
度

・
安

全
率

等
の

計
算

書
（

実
機

試
験

デ
ー

タ
を

含
む

。
）

は
、

事

前
審

査
を

行
い

、
受

検
品

が
審

査
済

と
同

じ
も

の
で

あ
る

こ
と

を
、
完

成

品
の

受
検

時
に

社
内

試
験

成
績

表
（

社
内

確
認

表
）

で
確

認
す

る
。

 

 
（

イ
）

（
略

）
 

エ
 

（
略

）
 

 
 

 
オ

 
（

略
）

 

（
ア

）
（

略
）

 

（
イ

）
（

略
）

 

ａ
～

ｂ
（

略
）

 

 
１

 
書

類
審

査
 

 
（

１
）

（
略

）
 

 
（

２
）

書
類

審
査

方
法

 

 
 

（
ア

）
共

通
 

 
 

 
 

ア
 

別
表

５
(
基

準
と

確
認

方
法

)
の

確
認

方
法

の
欄

に
「

書
類

審
査

」
と

記
載

の
項

は
、

書
類

審
査

で
行

う
。

 

 
 

 
 

イ
 

（
略

）
 

 
 

（
イ

）
（

略
）

 

 
 

（
ウ

）
（

略
）

 

 
 

 
 

ア
 

強
度

・
安

全
率

等
の

計
算

書
（

実
機

試
験

デ
ー

タ
を

含
む

。
）

は
、

事
前

審
査

を
行

い
、

受
検

品
が

承
認

と
同

じ
も

の
で

あ
る

こ
と

を
、

完

成
品

の
受

検
時

に
社

内
試

験
成

績
表

（
社

内
確

認
表

）
で

確
認

す
る

。
 

 
 

イ
（

略
）

 

（
エ

）
（

略
）

 

 
 

（
オ

）
（

略
）

 

ア
（

略
）
 

イ
（

略
）

 

（
ア

）
～

（
イ

）
（

略
）

 

２
 

（
略

）
 

 
（

１
）

～
（

２
）

（
略

）
 

２
 

（
略

）
 

 
 

ア
～

イ
 

（
略

）
 

 
３

 
確

認
試

験
方

法
 

 
 

 
確

認
試

験
は

、
第

１
章

第
３

節
（

試
験

の
方

法
等

）
及

び
別

表
２

（
型

式
評

価
 

 
 
 
 
の

試
験

項
目

等
）

に
よ

り
行

う
。

た
だ

し
、

部
分

的
な

変
更

の
場

合
の

試
験

項
目

に
あ

っ
て

は
、

協
会

が
選

定
す

る
。

当
該

試
験

を
実

施
す

る
場

合
、

試
験

項
目

及

３
 

確
認

試
験

方
法

 

 
 

 
確

認
試

験
は

、
次

の
各

号
に

よ
り

行
う

。
た

だ
し

、
部

分
的

な
変

更
の

場
合

の
試

験
項

目
に

あ
っ

て
は

、
協

会
が

選
定

す
る

。
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び
実

施
す

る
旨

を
依

頼
者

に
通

知
す

る
。

 
 

第
３

 
初

回
調

査
の

方
法

（
規

程
第

１
３

条
及

び
第

１
４

条
関

係
）

 

 
１

 
規

程
第

１
４

条
第

４
項

第
２

号
の

「
評

価
細

則
で

定
め

る
検

査
設

備
」

と
は

、
 

 
 

別
表

３
（

検
査

設
備

）
に

掲
げ

る
設

備
と

す
る

。
 

 
２

 
初

回
調

査
に

あ
た

っ
て

は
、

次
の

事
項

に
留

意
す

る
こ

と
。

 

（
１

）
 別

表
３

に
掲

げ
る

設
備

の
う

ち
、

当
該

性
能

、
機

能
等

の
確

認
が

必
要

 

 
 

な
も

の
に

あ
っ

て
は

、
そ

の
確

認
に

必
要

な
機

器
等

を
準

備
す

る
こ

と
。

 

 
 
 
（

２
）

～
（

５
）

（
略

）
 

 

第
３

 
初

回
調

査
の

方
法

（
規

程
第

１
３

条
及

び
第

１
４

条
関

係
）

 

 
１

 
規

程
第

１
４

条
第

４
項

第
２

号
の
「

評
価

細
則

で
定

め
る

検
査

設
備

」
と

は
、
 

 
 

別
表

１
（

検
査

設
備

）
に

掲
げ

る
設

備
と

す
る

。
 

 
２

 
初

回
調

査
に

あ
た

っ
て

は
、

次
の

事
項

に
留

意
す

る
こ

と
。

 

（
２

）
 別

表
１

に
掲

げ
る

設
備

の
う

ち
、

当
該

性
能

、
機

能
等

の
確

認
が

必
要

 

 
 

な
も

の
に

あ
っ

て
は

、
そ

の
確

認
に

必
要

な
機

器
等

を
準

備
す

る
こ

と
。

 

 
 
 
（

２
）

～
（

５
）

（
略

）
 

 
３

 
I
S
O
 
9
0
0
1
（

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

－
要

求
事

項
）

の
認

証
を

取
得

し
た

工
場

に
あ

っ
て

は
、

次
に

掲
げ

る
と

こ
ろ

に
よ

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
１

）
 
品

質
管

理
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
、
品

質
管

理
方

法
書

を
I
S
O
 9
0
0
1
の

認

証
の

写
と

し
、

当
該

調
査

を
省

略
す

る
。

 

 
 （

２
）

 
管

理
事

項
に

つ
い

て
、

I
S
O
 9
0
0
1
の

認
証

の
書

類
に

必
要

な
内

容
の

記

載
が

あ
る

場
合

は
、

該
書

類
の

提
示

と
す

る
。

 

第
４

 
型

式
評

価
の

審
査

（
規

程
第

１
５

条
関

係
）

 

 
１

 
欠

点
等

が
無

く
基

準
に

適
合

と
判

断
す

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
附

表
第

１
に

 

 
 

よ
る

型
式

番
号

を
付

与
す

る
。

 

 
２

 
型

式
評

価
の

結
果

は
、

次
に

掲
げ

る
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

場
合

に
不

適
合

 

 
 

と
す

る
。

 

第
４

 
型

式
評

価
試

験
の

審
査

（
規

程
第

１
５

条
関

係
）

 

   
 

 
型

式
評

価
の

結
果

は
、

次
に

掲
げ

る
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

場
合

に
不

適
合

 

 
 

と
す

る
。

 

第
５

 
型

式
変

更
評

価
（

規
程

第
１

８
条

関
係

）
 

 
 

型
式

変
更

評
価

は
、

該
当

し
な

い
。

 

 
 

現
在

承
認

を
受

け
て

い
る

型
式

に
つ

い
て

、
別

表
４

(
型

式
評

価
に

該
当

す
る

変

更
事

項
)
の

例
示

に
該

当
す

る
変

更
を

し
よ

う
と

す
る

場
合

は
、

新
た

に
型

式
評

価

を
依

頼
す

る
も

の
と

す
る

。
 

第
５

 
型

式
変

更
評

価
試

験
（

規
程

第
１

８
条

関
係

）
 

 
 

型
式

変
更

評
価

試
験

は
、

該
当

し
な

い
。

 

 
 

現
在

承
認

を
受

け
て

い
る

型
式

に
つ

い
て

、
別

表
６

(
型

式
評

価
試

験
に

該
当

す
 

 
る

変
更

事
項

)
の

例
示

に
該

当
す

る
変

更
を

し
よ

う
と

す
る

場
合

は
、
新

た
に

型
式

 

 
評

価
試

験
を

依
頼

す
る

も
の

と
す

る
。

 

第
６

 
更

新
（

規
程

第
１

６
条

関
係

）
 

第
６

 
更

新
（

規
程

第
１

７
条

関
係

）
 

 第
３

章
 

型
式

適
合

評
価

 

第
１

節
 

通
則

 

第
１

（
略

）
 

 第
３

章
 

型
式

適
合

評
価

 

 第
１

（
略

）
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 第
２

 
検

査
設

備
の

整
備

（
規

程
第

２
２

条
及

び
第

３
５

条
関

係
）

 

 
 

規
定

第
２

２
条

第
１

項
の

「
評

価
細

則
で

定
め

る
検

査
設

備
の

性
能

」
と

は
、

別
表

３
（

検
査

設
備

）
の

性
能

欄
に

掲
げ

る
も

の
と

す
る

。
 

第
２

 
検

査
設

備
の

整
備

（
規

程
第

２
２

条
及

び
第

３
５

条
関

係
）

 

 
 

規
定

第
２

２
条

第
１

項
の
「

評
価

細
則

で
定

め
る

検
査

設
備

の
性

能
」
と

は
、

別
表

１
（

検
査

設
備

）
の

性
能

欄
に

掲
げ

る
も

の
と

す
る

。
 

第
３

 
実

態
調

査
（

規
程

第
２

８
条

関
係

）
 

１
 

規
程

第
２

８
条

第
３

項
の

評
価

細
則

で
定

め
る

改
善

処
置

は
、

次
に

よ
る

。
 

 
（

１
）

協
会

は
、

規
程

第
２

８
条

第
１

項
の

実
態

調
査

（
以

下
「

実
態

調
査

」
と

い
う

。
）

製
品

検
査

に
お

い
て

、
品

質
管

理
上

著
し

い
不

備
（

別
表

６
に

掲

げ
る

例
示

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

が
あ

る
と

認
め

る
場

合
、

型
式

適
合

評

価
依

頼
者

に
対

し
て

品
質

管
理

等
の

改
善

、
不

良
品

の
流

出
の

調
査

等
必

要

な
措

置
を

講
ず

る
よ

う
求

め
る

こ
と

と
し

、
当

該
者

は
、

同
一

の
型

式
適

合

評
価

方
式

の
製

品
の

次
回

受
験

前
ま

で
に

、
当

該
措

置
の

実
施

内
容

を
規

程

別
記

様
式

第
１

９
号

の
不

合
格

改
善

方
法

書
に

準
じ

た
書

式
に

よ
り

協
会

に

提
出

す
る

も
の

と
す

る
。

 

  
（

２
）

協
会

は
、

実
態

調
査

に
お

い
て

、
品

質
管

理
方

法
書

等
に

記
載

さ
れ

て
い

る

内
容

と
異

な
る

管
理

方
法

が
行

わ
れ

て
い

る
と

認
め

る
場

合
（

前
（

１
）

に
該

当
す

る
場

合
を

除
く

。
）

、
型

式
適

合
評

価
依

頼
者

に
対

し
て

そ
の

改
善

措
置

を
講

ず
る

よ
う

求
め

る
こ

と
と

し
、
当

該
者

は
、
当

該
措

置
の

実
施

内
容

を
規

程
別

記
様

式
第

１
９

号
の

不
合

格
改

善
方

法
書

に
準

じ
た

書
式

に
よ

り
協

会

に
提

出
す

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

協
会

は
、
前

１
の

改
善

措
置

が
十

分
で

あ
る

と
認

め
た

場
合

に
あ

っ
て

は
当

該

者
に

対
し

確
認

し
た

旨
を

通
知

す
る

。
 

３
 

協
会

は
、
前

１
に

規
定

す
る

措
置

の
実

施
状

況
を

確
認

す
る

た
め

に
必

要
が

あ

る
と

認
め

る
場

合
、

型
式

適
合

評
価

依
頼

者
に

連
絡

の
う

え
、

受
検

場
所

に
お

け

る
確

認
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

第
２

節
 

立
会

型
式

適
合

評
価

 

第
４

 
立

会
型

式
適

合
評

価
に

お
け

る
検

査
方

法
（

規
程

第
２

５
条

関
係

）
 

受
検

品
（

試
料

）
は

完
成

品
と

し
、

全
数

検
査

に
よ

り
行

う
。

 

第
３

 
実

態
調

査
（

規
程

第
２

８
条

関
係

）
 

１
 

規
程

第
２

８
条

第
３

項
の

評
価

細
則

で
定

め
る

改
善

処
置

は
、

次
に

よ
る

。
 

 
（

１
）

協
会

は
、

規
程

第
２

８
条

第
１

項
の

実
態

調
査

（
以

下
「

実
態

調
査

」
と

い
う

。
）

製
品

検
査

に
お

い
て

、
品

質
管

理
上

著
し

い
不

備
（

別
表

３
に

掲

げ
る

例
示

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

が
あ

る
と

認
め

る
場

合
、

型
式

適
合

評

価
依

頼
者

に
対

し
て

品
質

管
理

等
の

改
善

、
不

良
品

の
流

出
の

調
査

等
必

要

な
措

置
を

講
ず

る
よ

う
求

め
る

こ
と

と
し

、
当

該
者

は
、

同
一

の
型

式
適

合

評
価

方
式

の
製

品
の

次
回

受
験

前
ま

で
に

、
当

該
措

置
の

実
施

内
容

を
規

程

別
記

様
式

第
１

９
号

の
不

合
格

改
善

方
法

書
又

は
同

別
記

様
式

第
２

０
号

の

不
適

合
改

善
方

法
書

に
準

じ
た

書
式

に
よ

り
協

会
に

提
出

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 
（

２
）

協
会

は
、

実
態

調
査

に
お

い
て

、
品

質
管

理
方

法
書

等
に

記
載

さ
れ

て
い

る
内

容
と

異
な

る
管

理
方

法
が

行
わ

れ
て

い
る

と
認

め
る

場
合

（
前

（
１

）

に
該

当
す

る
場

合
を

除
く

。
）

、
型

式
適

合
評

価
依

頼
者

に
対

し
て

そ
の

改

善
措

置
を

講
ず

る
よ

う
求

め
る

こ
と

と
し

、
当

該
者

は
、

当
該

措
置

の
実

施

内
容

を
規

程
別

記
様

式
第

２
０

号
の

不
適

合
改

善
方

法
書

に
準

じ
た

書
式

に

よ
り

協
会

に
提

出
す

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

協
会

は
、

前
２

の
改

善
措

置
が

十
分

で
あ

る
と

認
め

た
場

合
に

あ
っ

て
は

当

該
者

に
対

し
確

認
し

た
旨

を
通

知
す

る
。

 

３
 

協
会

は
、

前
２

に
規

定
す

る
措

置
の

実
施

状
況

を
確

認
す

る
た

め
に

必
要

が

あ
る

と
認

め
る

場
合

、
型

式
適

合
評

価
依

頼
者

に
連

絡
の

う
え

、
受

検
場

所
に

お
け

る
確

認
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

 

第
４

 
立

会
型

式
適

合
評

価
に

お
け

る
検

査
方

法
（

規
程

第
２

６
条

関
係

）
 

検
査

方
法

は
、

第
２

章
（

型
式

評
価

試
験

）
に

よ
る

ほ
か

、
次

に
掲

げ
る

と

こ
ろ

に
よ

る
。
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 第
５

 
立

会
型

式
適

合
評

価
に

お
け

る
検

査
手

順
、

判
定

等
（

規
程

第
２

６
条

関
係

）
 

 
 

 
検

査
項

目
及

び
検

査
方

法
は

、
第

１
章

第
３

節
、

別
表

２
（

型
式

評
価

等
の

試

験
項

目
）

及
び

別
表

７
（

型
式

適
合

評
価

の
検

査
方

法
）

に
よ

る
ほ

か
、

次
に

掲

げ
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

 

 

 

 
（

１
）

書
類

審
査

 

 
ア

～
イ

 
（

略
）

 

 
ウ

 
受

検
品

が
既

受
検

と
同

等
で

な
い

場
合

（
軽

微
変

更
を

提
出

し
た

場
 

合
）

は
、

当
該

変
更

箇
所

の
設

計
図

、
明

細
書

、
取

扱
説

明
書

、
点

検
整

備
書

、
社

内
試

験
成

績
 

表
等

の
書

類
の

審
査

を
す

る
。

ま
た

、
当

該
変

更
が

な
い

場
合

で
も

、
必

要
に

応
じ

て
設

計
図

、
取

扱
説

明
書

及
び

点
検

整
備

書
に

つ
い

て
確

認
す

る
。

 

（
１

）
書

類
審

査
 

 
ア

～
イ

 
（

略
）

 

 
ウ

 
受

検
品

が
既

受
検

と
同

等
で

な
い

場
合

（
型

式
評

価
又

は
軽

微
変

更
を

 

提
出

し
た

場
合

）
は

、
当

該
変

更
箇

所
の

設
計

図
、

明
細

書
、

取
扱

説
明

書
、

点
検

整
備

書
、

社
内

試
験

成
績

 
表

等
の

書
類

の
審

査
を

す
る

。
ま

た
、

当
該

変
更

が
な

い
場

合
で

も
、

必
要

に
応

じ
て

設
計

図
、

取
扱

説
明

書
及

び
点

検
整

備
書

に
つ

い
て

確
認

す
る

。
 

（
２

）
 外

観
検

査
 

塔
に

係
る

部
分

に
あ

っ
て

は
寸

法
測

定
及

び
図

面
照

合
を

円
滑

に
行

う
た

め
、

承
認

図
書

の
写

し
を

受
検

当
日

に
用

意
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 
（

２
）

 
試

験
の

省
略

 

 
 

型
式

適
合

評
価

に
お

い
て

、
受

検
品

が
既

受
検

と
同

等
の

場
合

は
、
次

に
掲

 

げ
る

と
こ

ろ
に

よ
り

試
験

を
省

略
す

る
。

 

 
ア

 
試

験
項

目
ご

と
に

試
験

の
省

略
を

判
断

す
る

。
ま

た
、
省

略
の

方
法

は
、
 

次
に

掲
げ

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

 
（

ア
）

 
試

験
の

全
て

を
省

略
す

る
。

 

 
（

イ
）

 
試

験
の

一
部

を
省

略
す

る
。

 

 
（

ウ
）
 
次

に
掲

げ
る

条
件

の
全

て
に

該
当

す
る

場
合

に
、
１

０
分

の
１

の
確

 

率
で

試
験

を
行

う
。

 

 
 

 
 

な
お

、
当

該
条

件
へ

該
当

す
る

こ
と

の
判

断
は

、
は

し
ご

の
基

本
構

 

造
が

同
等

の
も

の
を

同
一

区
分

と
し

て
扱

う
。

 

 
ａ

 
受

検
の

間
隔

が
２

年
以

内
で

あ
る

こ
と

。
 

 
 

 
 

 
ｂ

 
最

近
の

引
き

続
く

１
０

台
の

受
検

に
お

い
て

、
当

該
省

略
対

象
の

試
験

項
目

に
欠

点
が

生
じ

て
な

い
こ

と
。

 

 
イ

 
試

験
項

目
ご

と
の

試
験

の
省

略
の

内
容

は
、
別

表
７

(
型

式
適

合
評

価
の

 

試
験

の
省

略
)
に

よ
る

。
 

 
（

３
）

欠
点

の
区

分
 

 
 

 
ア

 
（

略
）

 

（
３

）
欠

点
の

区
分

 

 
 

 
ア

 
（

略
）
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イ

 
欠

点
の

例
示

 

 
 

 
 

 
各

試
験

項
目

に
お

け
る

欠
点

の
例

示
は

、
別

表
８

（
欠

点
表

）
に

よ
る

。

な
お

、
欠

点
表

に
掲

げ
て

い
な

い
不

具
合

事
項

に
つ

い
て

は
、
欠

点
表

の
区

分
の

原
則

に
よ

り
判

定
す

る
。

 

 
 

 
イ

 
欠

点
の

例
示

 

 
 

 
 

 
各

試
験

項
目

に
お

け
る

欠
点

の
例

示
は

、
別

表
４
（

欠
点

表
）
に

よ
る

。

な
お

、
欠

点
表

に
掲

げ
て

い
な

い
不

具
合

事
項

に
つ

い
て

は
、

欠
点

表
の

区
分

の
原

則
に

よ
り

判
定

す
る

。
 

 
（

４
）

立
会

型
式

適
合

評
価

に
お

け
る

合
否

の
判

定
 

 
 

 
ア

 
規

程
第

２
６

条
第

２
項
（

１
）
及

び
（

２
）
中

、
「

欠
点

」
を
「

重
欠

点
」

に
読

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

 
イ

 
「

軽
欠

点
」

が
見

出
さ

れ
た

場
合

は
、

判
定

を
保

留
と

し
、

当
該

不
良

が
良

品
と

確
認

さ
れ

た
時

点
で

合
格

と
す

る
。

 

 
 

 
 

 
た

だ
し

、
「

軽
欠

点
」

が
５

個
以

上
見

出
さ

れ
た

場
合

は
、

不
合

格
と

す

る
。

 

（
４

）
立

会
型

式
適

合
評

価
に

お
け

る
ロ

ッ
ト

の
判

定
 

 
 

 
ア

 
規

程
第

２
６

条
第

１
項

（
１

）
及

び
（

２
）

中
、

「
欠

点
」

を
「

重
欠

点
」

に
読

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

 
イ

 
「

軽
欠

点
」

が
見

出
さ

れ
た

場
合

は
、

判
定

を
保

留
と

し
、

当
該

不
合

格
品

が
良

品
と

確
認

さ
れ

た
時

点
で

合
格

と
す

る
。

 

 
 

 
 

 
た

だ
し

、
「

軽
欠

点
」

が
５

個
以

上
見

出
さ

れ
た

場
合

は
、

当
該

ロ
ッ

ト
を

不
合

格
と

す
る

。
 

 
（

５
）

 
立

会
型

式
適

合
評

価
の

特
例

 

 
 
 
 
 
 
型

式
適

合
評

価
に

お
け

る
即

刻
修

理
可

能
な

欠
点

に
よ

る
不

合
格

の
場

合

は
、
当

該
型

式
適

合
評

価
依

頼
書

の
受

付
を

待
た

ず
に

試
験

を
行

え
る

。
た

だ

し
、
当

該
型

式
適

合
評

価
の

期
間

中
に

お
け

る
試

験
の

終
了

を
確

認
で

き
る

場

合
に

限
る

。
な

お
、
こ

の
場

合
の

合
否

の
判

定
は

、
当

該
型

式
適

合
評

価
依

頼

書
の

受
付

を
確

認
し

た
時

点
で

行
う

。
 

 
 

第
４

章
 
 
雑

 
則

 

第
１

 
軽

微
変

更
（

規
程

第
３

６
条

関
係

）
 

規
程

第
３

６
条

第
２

項
の

「
評

価
細

則
で

定
め

る
事

項
」

と
は

、
別

表
５

に
掲

げ
る

事
項

と
す

る
。

 

第
４

章
 
 
雑

 
則

 

第
１

 
軽

微
変

更
（

規
程

第
３

６
条

関
係

）
 

規
程

第
３

６
条

第
２

項
の

「
評

価
細

則
で

定
め

る
事

項
」

と
は

、
別

表
２

に

掲
げ

る
事

項
と

す
る

。
 

第
２

 
不

正
行

為
等

に
よ

り
停

止
さ

れ
た

型
式

適
合

評
価

を
再

開
す

る
場

合
の

扱
い

（
規

程
第

５
２

条
、

第
５

３
条

及
び

第
５

４
条

）
 

規
程

第
５

２
条

第
８

項
、

規
程

第
５

３
条

第
１

１
項

及
び

規
程

第
５

４
条

第
１

 

１
項

の
評

価
細

則
で

定
め

る
検

査
の

き
び

し
さ

は
、

該
当

し
な

い
。

 

第
２

 
不

正
行

為
等

に
よ

り
停

止
さ

れ
た

型
式

適
合

評
価

を
再

開
す

る
場

合
の

扱
い

（
規

程
第

５
２

条
、

第
５

３
条

及
び

第
５

４
条

）
 

規
程

第
５

２
条

第
８

項
、

規
程

第
５

３
条

第
１

１
項

及
び

規
程

第
５

４
条

第
 

１
１

項
の

評
価

細
則

で
定

め
る

検
査

の
き

び
し

さ
は

、
該

当
し

な
い

も
の

と
し

、

型
式

適
合

評
価

を
再

開
す

る
場

合
は

、
試

験
の

省
略

に
お

い
て

、
第

３
章

第
４

（
２

）
の

規
定

を
適

用
し

な
い

で
、

試
験

を
行

う
も

の
と

す
る

。
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初

検
査

に
お

い
て

連
続

１
０

ロ
ッ

ト
で

合
格

し
た

場
合

、
当

該
試

験
の

省
略

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

 
 

附
表

第
１

（
第

２
章

第
４

関
係

）
 

 

 

別
記

様
式

１
 

明
細

書
（

第
２

章
第

１
、

２
関

係
）

 

（
図

 
略

）
 

 

別
記

様
式

１
 

明
細

書
（

第
２

章
第

１
、

２
関

係
）

 

（
図

 
略

）
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 附
図

第
１

（
別

記
様

式
１

関
係

）
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 別
記

様
式

２
（

第
２

章
第

１
、

５
関

係
）

 

 

別
記

様
式

２
 

完
成

車
社

内
試

験
成

績
表

（
第

２
章

第
１

、
４

関
係

）
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 附
図

第
２

（
別

記
様

式
２

関
係

）
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 別
記

様
式

３
 

 

削
除

 

 

別
記

様
式

３
 

災
害

対
応

特
殊

装
備

確
認

表
（

第
２

章
第

１
、

５
関

係
）
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 別
表

１
 

基
準

と
確

認
方

法
（

第
２

章
第

２
関

係
）

 

 
 

別
表

１
（

第
２

章
第

３
、

１
及

び
第

３
章

第
２

関
係

）
 

検
査

設
備
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 別
表

２
 

型
式

評
価

等
の

試
験

項
目

（
第

２
章

２
関

係
）

 

 

別
表

２
 

軽
微

変
更

と
し

て
処

理
す

る
事

項
（

第
４

章
第

１
）
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 別
表

３
（

第
２

章
第

３
、

１
及

び
第

３
章

第
２

関
係

）
 

受
検

者
の

備
え

る
べ

き
検

査
設

備
 

 
 

別
表

３
（

第
３

章
第

３
、

１
関

係
）

 

品
質

管
理

上
著

し
い

不
備

の
例

 

 
１

～
５

（
略

）
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 別
表

４
 

型
式

評
価

に
該

当
す

る
変

更
事

項
（

第
２

章
第

５
関

係
）

 

 
 

  

別
表

４
 

欠
点

表
（

例
示

）
（

第
３

章
第

４
関

係
）
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 別
表

５
 

軽
微

変
更

と
し

て
処

理
す

る
事

項
（

第
４

章
第

１
）

 

 

別
表

５
 

基
準

と
確

認
方

法
（

第
２

章
第

２
関

係
）

 

 

（166） 検　　定　　時　　報



43
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 別
表

６
（

第
３

章
第

３
、

１
関

係
）

 

品
質

管
理

上
著

し
い

不
備

の
例

 

 

  

別
表

６
 

型
式

評
価

に
該

当
す

る
変

更
事

項
（

第
２

章
第

５
関

係
）
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 別
表

７
 

型
式

適
合

評
価

の
検

査
方

法
（

第
３

章
第

５
関

係
）

 

 

別
表

７
 

型
式

適
合

評
価

の
試

験
の

省
略

（
第

３
章

第
４

関
係

）
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 別
表

８
 

欠
点

表
（

例
示

）
（

第
３

章
第

５
関

係
）
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附

 
則

（
令

和
５

年
１

月
１

９
日

）
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１．はじめに
　ISO/TC21/SC3は、ISOの専門委員会

（TC：Technical Committee）のうちの
１つであるTC21（消防器具）の傘下の
分科会（SC：Sub Committee）であり、「火
災感知及び警報システム」に関連する国
際規格について議論し、毎年、国際会議
が開催されている。
　また、今年は、SC3傘下の作業部会

（WG：Working Group）のうち、WG3（住
宅用煙警報器）及びWG16（概要及び定
義）の国際会議がSC3国際会議と同時期
に同じ会場において開催された。

２．場所
　会場： Istituto Superiore Antincendi

（Fire Prevention Institute） 
（イタリア、ローマ）

３．日時
・WG3： 2023年９月26日（火） ９：30～

11：10
・WG16： 2023年９月27日（水） ９：30～

11：30

・SC3： 2023年９月28日（木） ９：00～
12：00

４．概要
⑴　 ISO/TC21/SC3/WG3（煙式住宅用

火災警報器）国際作業部会
【出席者（日本）】
　阿部SC3国内委員長（ニッタン（株））
　永田WG3主査（能美防災（株））
　小林係長（消防庁予防課、WEB参加）
　山本、通訳　君和田氏

【参加国及び団体】
　 オーストラリア、イギリス、韓国、日

本、イタリア、Euralarm（リエゾン）
 計５ヵ国１団体（14名）

検定協会だより　令和６年１月

ISO/TC21/SC3国際会議等報告

警報設備部　感知設備課　　

主任検定員　山本　南希

国際会議報告ISO

初校
１２月１１日
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【開催経緯】
　ISO/TC21/SC3/WG3はISO12239（煙
式住宅用火災警報器）の規格検討を行う
作業部会である。当該規格は2021年に第
３版が発行されているが、昨年10月26日
にキプロスにて行われたSC3国際分科会
で、熱式やCO式を含むマルチセンサ警
報器の内容を盛り込む改訂のための提案
書を作成することが決議された。

【議事概要】
　今回の作業部会では、2023年７月に配
布された改訂案の内容について議論が行
われた。議論の焦点は、火災検知でなく
毒性レベルの検知を目的としたCOセン
サ単体の警報器を適用範囲に含めるかど
うかであった。参加国及びSC3議長より、
毒性レベル検知目的のCOセンサ単体の
警報器はTC21の適用範囲から外れると
の指摘があり、当該警報器は適用範囲か
ら除外することとなった。一方、警報器
が火災検知目的のセンサと火災検知目的
以外のセンサを併せ持つことは許容する
旨を明記することとなった。本作業部会
における決定事項を反映した草案が作成
されることとなった。

⑵　 ISO/TC21/SC3/WG16（ 概 要 及 び
定義）国際作業部会

【出席者（日本）】
　阿部SC3国内委員長（ニッタン（株））
　 長 藤WG16主 査（ ニ ッ タ ン（ 株 ）、

WEB参加）

　永田WG3主査（能美防災（株））
　桜井主事（ISO/TC21事務局）
　山本、通訳　君和田氏

【参加国】
　 オーストラリア、イギリス、韓国、 

日本 計４ヵ国（13名）
【開催経緯】
　ISO/TC21/SC3/WG16は ISO7240-1

（概要及び定義）の規格検討を行う作業
部会である。当該規格は2014年に第３版
が発行され、2019年の定期見直しにおい
て承認されているが、昨年10月26日にキ
プロスにて行われたSC3国際分科会で、
改訂の始動が決定された。

【議事概要】
　2023年６月から８月にかけてWD（作
業草案）に対するコメント収集の投票が
行われており、その結果について議論が
行われたが、提出された全３件のコメン
トへの対応について合意が得られた。
　また、本会議では新たに追加する用語
及び削除する用語について議論が行われ
た。新たに追加する用語の候補としては、
7240シリーズを含む他のISO規格、EN-
54、IEC規格で定義されている用語が挙
げられた。他の7240規格で定義されてい
る用語を全て追加する提案もあったが、
複数の規格で定義されていない用語は追
加しない方針となった。
　用語の追加、削除については検討によ
り多くの時間を要するとの意見があった
ことから、本件について後日改めてコメ

検定協会だより　令和６年１月
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ント収集のための投票が行われることと
なった。

⑶　 ISO/TC21/SC3（火災感知及び警報
システム）国際分科会

【出席者（日本）】
　阿部SC3国内委員長（ニッタン（株））
　永田WG3主査（能美防災（株））
　小林係長（消防庁予防課、WEB参加）
　桜井主事（ISO/TC21事務局）
　山本、通訳　君和田氏

【参加国】
　 オーストラリア、イギリス、アメリカ、

韓国、日本、イタリア
 計５ヵ国（17名）

【開催経緯】
　ISO/TC21/SC3は、27の 作 業 部 会

（WG：Working Group）が設立（解散
中のWGを含める。）されており、各
WGにおける進行中のプロジェクトに関
する進捗状況の報告、他の機関等とのリ
エゾン報告及び分科会として必要な決議
等を行うために毎年国際会議が開催され

る。
【議事概要】
　会議は、議事次第に従い次のとおり行
われた。
　①．委員会マネージャ／委員長報告
　　 　事務局から、SC3登録国の報告、

他組織とのリエゾンメンバーの紹介
及び活動中のWG等について報告さ
れた（報告書　N1274）。分科会の
適用範囲が提案された（→決議事項
356）。

　②． 戦略的問題／戦略的事業計画の見
直し

　　　見直しの提案は無かった。
　③．作業部会報告
　　③-1　WG3報告
　　　前々日のWG3での報告がされた。
　　③-2　WG５報告
　　　 　ISO 7240-14は予備業務項目の

段階にある。
　　③-3　WG６報告
　　　 　ISO 7240-7:2023が７月に発行さ

れ た。ISO 7240-17は2025年 に 定
期 見 直 し を 控 え て い る。ISO 
7240-27はDIS投票への移行段階
にある。
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　　　　改訂中の規格はない。
　　③-5　WG16報告
　　　　前日のWG16での報告がされた。
　　③-6　WG24報告
　　　 　ISO 7240-29は校正原稿段階に
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【開催経緯】
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３版が発行されているが、昨年10月26日
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ら除外することとなった。一方、警報器
が火災検知目的のセンサと火災検知目的
以外のセンサを併せ持つことは許容する
旨を明記することとなった。本作業部会
における決定事項を反映した草案が作成
されることとなった。

⑵　 ISO/TC21/SC3/WG16（ 概 要 及 び
定義）国際作業部会

【出席者（日本）】
　阿部SC3国内委員長（ニッタン（株））
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WEB参加）

　永田WG3主査（能美防災（株））
　桜井主事（ISO/TC21事務局）
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行われており、その結果について議論が
行われたが、提出された全３件のコメン
トへの対応について合意が得られた。
　また、本会議では新たに追加する用語
及び削除する用語について議論が行われ
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ント収集のための投票が行われることと
なった。
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システム）国際分科会
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（WG：Working Group）が設立（解散
中のWGを含める。）されており、各
WGにおける進行中のプロジェクトに関
する進捗状況の報告、他の機関等とのリ
エゾン報告及び分科会として必要な決議
等を行うために毎年国際会議が開催され

る。
【議事概要】
　会議は、議事次第に従い次のとおり行
われた。
　①．委員会マネージャ／委員長報告
　　 　事務局から、SC3登録国の報告、

他組織とのリエゾンメンバーの紹介
及び活動中のWG等について報告さ
れた（報告書　N1274）。分科会の
適用範囲が提案された（→決議事項
356）。

　②． 戦略的問題／戦略的事業計画の見
直し

　　　見直しの提案は無かった。
　③．作業部会報告
　　③-1　WG3報告
　　　前々日のWG3での報告がされた。
　　③-2　WG５報告
　　　 　ISO 7240-14は予備業務項目の

段階にある。
　　③-3　WG６報告
　　　 　ISO 7240-7:2023が７月に発行さ

れ た。ISO 7240-17は2025年 に 定
期 見 直 し を 控 え て い る。ISO 
7240-27はDIS投票への移行段階
にある。

　　③-4　WG15報告
　　　　改訂中の規格はない。
　　③-5　WG16報告
　　　　前日のWG16での報告がされた。
　　③-6　WG24報告
　　　 　ISO 7240-29は校正原稿段階に
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7240-27はDIS投票への移行段階
にある。
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適用範囲が提案された（→決議事項
356）。

　②． 戦略的問題／戦略的事業計画の見
直し

　　　見直しの提案は無かった。
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　　③-1　WG3報告
　　　前々日のWG3での報告がされた。
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　　　 　ISO 7240-14は予備業務項目の

段階にある。
　　③-3　WG６報告
　　　 　ISO 7240-7:2023が７月に発行さ

れ た。ISO 7240-17は2025年 に 定
期 見 直 し を 控 え て い る。ISO 
7240-27はDIS投票への移行段階
にある。

　　③-4　WG15報告
　　　　改訂中の規格はない。
　　③-5　WG16報告
　　　　前日のWG16での報告がされた。
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ある。ISO 7240-33は新業務項目
提案が提出されている。

　　③-7　WG27報告
　　　 　ISO 7240-31:2022が2022年 ９ 月

に 発 行 さ れ た。ISO 7240-32は
DIS投票への移行段階にある。

　④．コンビーナの再指名
　　 　全てのコンビーナが任期期間中の

ため、再指名はなかった。
　⑤．リエゾン報告
　　⑤-1 　Slava Shargorodsky氏 よ り

ISO/TC92/SC４（火災安全工
学）の報告が行われた。

　　⑤-2 　Dominigue Tadin 氏より
Euralarm（電子式防火・防犯
産業の欧州製造者、設置者及び
保守事業者組合）の報告が行わ
れた。

　　⑤-3 　Keith Shinn氏よりCEN/TC72
の報告が行われた。

　⑥．次回の国際会議について
　　 　次回は、イギリス（ロンドン）で

開催予定である。
　⑦．決議事項
　　決 議事項356　事務局報告書（N1274）

に記載された分科会適用範囲に合
意する。

　　決 議事項357　ISO 12239:2021 散乱
光、透過光、又はイオン化式煙警
報器の改定を進めるため、また、
適用範囲を拡張し、且つCO毒性
といった他の機能の内在を認める

が、このような追加機能に対する
性能要求事項を含めないマルチセ
ンサ（煙のみ、熱のみ、煙+熱、
煙+熱+CO、 煙+CO、 熱+CO）
を含めるようタイトルを修正する
ため、PWI（予備業務項目）を開
始することに合意する。

　　決 議事項358　ISO 7240-14の改定を
決定する前に、ISO 7240-14に関
するSR投票の結果を待つことに
合意する。

　　決 議事項359　事務局報告書（N1274）
に記載されている通り、既存のリ
エゾン及び代表者に合意する。

　　決 議事項360　SC3は、ホストであ
る Nat i ona l  F i re  & Rescue 
Service（国家火災及び救助部局）
とIstituto Superiore Antincendi

（高等防火研究所）、Institute of 
Fire Prevention（消防研究所）、
Luca Nassi、Stefano Marsella、
Fabio Alaimoに感謝したい。

　　決 議事項361　SC3はまた、ホスト
を 務 め て く れ たUNIとPatrizia 
Campiに感謝したい。

　⑦．閉会　
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● 会 場 前 に て 撮 影（Istituto Superiore 
Antincendi）

参考資料１　会議開催通知（N1261）
参考資料２　 SC3会議　関連資料（議事

次 第N1265、 事 務 局 報 告
N1274、決議事項N1281）

以上
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に 発 行 さ れ た。ISO 7240-32は
DIS投票への移行段階にある。

　④．コンビーナの再指名
　　 　全てのコンビーナが任期期間中の

ため、再指名はなかった。
　⑤．リエゾン報告
　　⑤-1 　Slava Shargorodsky氏 よ り

ISO/TC92/SC４（火災安全工
学）の報告が行われた。

　　⑤-2 　Dominigue Tadin 氏より
Euralarm（電子式防火・防犯
産業の欧州製造者、設置者及び
保守事業者組合）の報告が行わ
れた。

　　⑤-3 　Keith Shinn氏よりCEN/TC72
の報告が行われた。

　⑥．次回の国際会議について
　　 　次回は、イギリス（ロンドン）で

開催予定である。
　⑦．決議事項
　　決 議事項356　事務局報告書（N1274）

に記載された分科会適用範囲に合
意する。

　　決 議事項357　ISO 12239:2021 散乱
光、透過光、又はイオン化式煙警
報器の改定を進めるため、また、
適用範囲を拡張し、且つCO毒性
といった他の機能の内在を認める

が、このような追加機能に対する
性能要求事項を含めないマルチセ
ンサ（煙のみ、熱のみ、煙+熱、
煙+熱+CO、 煙+CO、 熱+CO）
を含めるようタイトルを修正する
ため、PWI（予備業務項目）を開
始することに合意する。

　　決 議事項358　ISO 7240-14の改定を
決定する前に、ISO 7240-14に関
するSR投票の結果を待つことに
合意する。

　　決 議事項359　事務局報告書（N1274）
に記載されている通り、既存のリ
エゾン及び代表者に合意する。

　　決 議事項360　SC3は、ホストであ
る Nat i ona l  F i re  & Rescue 
Service（国家火災及び救助部局）
とIstituto Superiore Antincendi

（高等防火研究所）、Institute of 
Fire Prevention（消防研究所）、
Luca Nassi、Stefano Marsella、
Fabio Alaimoに感謝したい。

　　決 議事項361　SC3はまた、ホスト
を 務 め て く れ たUNIとPatrizia 
Campiに感謝したい。

　⑦．閉会　
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１　はじめに
　ISO/TC21/SC6/WG4（水性消火剤）
国際会議が、令和５年10月12日 に、
WEB上で開催された。
　日本も出席したので、その報告をする。

２　報告概要
　現在有機フッ素化合物の世界的規制を
受けて、PFOS（ペルフルオロオクタン
スルホン酸）やPFOA（ペルフルオロオ
クタン酸）を含まない泡消火薬剤の製造
への取組が進められている。
　今後、規制が広がり有機フッ素化合物
を含んだ泡消火薬剤自体が製造できなく
なる恐れがある。そのため、ISO7203-1（低
発泡泡消火剤）、ISO7203-2（中/高発泡
泡消火薬剤）、ISO7203-3（水溶性液体用
低発泡泡消火剤）の各規格でフッ素フ
リー泡（少量有機フッ素化合物含有を含
む）に対応できるように規格を改正する
必要があり、その際の懸案事項等につい
て国際主査より説明があった。
　また規制前に製造されたPFOSや
PFOAを含んだ泡消火薬剤の廃棄につ

いても問題となっていることから、これ
らの点についても議論が交わされた。

３　ISO/TC21/SC6/WG4報告
⑴　日　時　�令 和 ５ 年10月12日（ 木 ）

13：00～15：00

⑵　出席者（敬称略）
　　�Thomas�Leonhardt（ドイツ）（WG4
国際主査（コンベナー））

　　�Shugarman�Blake（アメリカ）
　　�Baranov�Evgenii（ロシア）
　　�Wang�Shuai（中国）
　　�佐澤�潔（日本）�（SC6国内委員長）
　　�望月　文雄（日本）（SC6/WG4国内
主査）

⑶　議事概要
　ア　参加者の確認
　　�　国際主査（以下「コンベナー」と
いう。）が参加者の確認を行った。

　イ　開会の辞
　　�　コンベナーから開会の挨拶があっ
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た。

　ウ　議事次第（案）の承認
　　�　議事次第（案）を検討し、承認し
た。

　エ　�フッ素フリー泡等に関する懸案事
項について

　　�　コンベナーより以下に関する説明
と提案があった。

　　ア　フッ素フリー泡の定義
　　　�　現時点では、水成膜泡消火薬剤

は有機フッ素化合物が入っていな
いと水成膜を生成しないのでフッ
素フリーの場合、水成膜泡消火薬
剤自体が生産できなくなる可能性
がある。

　　　�　フッ素フリー泡の定義を、全く
有機フッ素化合物が入っていない
ものにすべきか、有機フッ素化合
物が少量入っていてもフッ素フ
リー泡として認めるべきかについ
て審議を進めることになった。

　　イ�　フッ素フリー泡を規格に導入す
る際の具体的な課題

　　　�　フッ素フリー泡を現行の
ISO7203-1～3（以下「規格」とい
う。）に導入する際の課題として、
拡散係数及び発泡倍率等が現行の
規格値を満足しない恐れがある。
適正な規格値を検討する必要があ
るため審議を進めることになっ

た。
　　ウ　フッ素フリー泡の消火性能
　　　�　有機フッ素化合物含有量の少な

い泡消火薬剤は、発泡倍率が低く
なるというデータがあることがコ
ンベナーより報告された。ドイツ
ではドイツ国内で一般的に流通し
ている泡消火薬剤を使用し、低発
泡倍率となるノズルで消火性能を
確認した結果、消火不能となるこ
とがわかった。

　　　�　フッ素フリー泡に対応するため
には、現状のノズルや希釈濃度等
の見直しが必要となるため、それ
らに関する情報を各国に求め、そ
の情報に基づき規格の改正を実施
することがコンベナーより告げら
れた。

　　エ　燃焼剤の追加
　　　�　規格で規定されている燃焼剤

（ガソリン）の組成は、産油国・
精製装置及び季節等により異なり
同一ではない。そのため、ガソリ
ンの組成の違いが消火試験に影響
を及ぼすことがわかっている。安
定した消火試験結果を得るために
新たな燃焼剤を規格に追加する提
案がコンベナーよりあり、追加に
係る審議を進めることになった。

　　オ　消火模型小型化と評価方法
　　　�　現在規格で規定されている消火

模型の規模が大きいため、人への
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危険性や環境への負荷が大きく
なっている。消火模型を小型化し
環境等に配慮する必要がある。模
型を小型化しても泡消火薬剤の持
つ消火能力値を適切に評価する手
段の一つとして、低発泡倍率での
評価方法があることがコンベナー
より報告され消火模型小型化に係
る審議を進めることになった。

　オ　�泡消火薬剤の保管方法や変質試験
について

　　　中国より以下の報告があった。
　　�　中国では保管の状況（屋内・屋外）
の違いで泡消火薬剤の消火性能に差
が生じることが報告された。また、
一定期間保管後の泡消火薬剤と変質
試験後の泡消火薬剤を比較した場合
についても消火性能に差が生じてい
ることが判明し調査を進めている。
結果がまとまり次第情報を共有し
て、規格に反映させたいという提案
がコンベナーよりあった。

　　�　コンベナーより保管状況の違いに
よる消火性能差についての検証後、
規格に反映させることが告げられ
た。

　カ　�有機フッ素化合物含有泡消火薬剤
の廃棄方法

　　�　日本より有機フッ素化合物含有泡
消火薬剤の廃棄方法について参加国
に質問し、以下の回答が得られた。

　　　米国：州の廃棄方法に従って処分
　　　欧州：�一定の有機フッ素化合物量

を含むものは高熱廃棄処理
（廃棄量過多の状況）

　　　中国：�厳格に廃棄（フッ素化合物
削減が進められている）

　キ　決定事項について
　　ア�　フッ素フリー泡の定義について

検討していく。
　　イ�　フッ素フリー泡を規格化に向け

て進める。
　　ウ�　保管条件について、中国の調査

結果の報告を待ち、妥当性につい
て検証してから規格に盛り込んで
いく。

　　以上で、閉会となった。

４　むすびに
　最後になりましたが、この会議に対し
てご協力いただきました、一般社団法人
日本消火装置工業会及びISO/TC21事務
局に感謝を申し上げます。
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⑶　委員会マネージャーからの報告
　 　各アイテムのステータスについて説

明があった。
　 　バルブ関連統合規格（6182-2）は

DIS投票前である。6182-3,4,5,6,7,8はバ
ルブ関連統合規格が作成され次第、廃
止される予定である。

　 　フレキシブルホース（6182-18）は
現在CD段階であり、今会議で、逐条
で内容の確認と修正を行うことが周知
された。

　 　耐震装置（6182-19）は今会議でス
コープは合意をすることが周知され
た。

　 　非金属パイプ（6182-20）は今会議
でスコープは合意をすることが周知さ
れた。

⑷　 WG9（スプリンクラーとノズル）
からの報告

　 　プロジェクトリーダーから各アイテ
ムの現状について説明があった。

　 　スプリンクラー（6182-1）は、2021
年８月に統合規格が発行され、現時点
での見直しは倉庫用やKファクター
の大きいスプリンクラー等が考えられ
るが、大きな見直しは必要ないとの考
えが示された。

　 　ウォーターミストノズル（6182-9）
は、ENで規格が作成されたので、EN
規格を参考に見直し、SRを早めるこ
とが周知された。

⑸　WG10（バルブと装置）からの報告
　 　WG10のコンビナーのChris Gill氏

の任期を2024-2027年の3年間延長する
ことが決定された。

　 　プロジェクトリーダーから各アイテ
ムの現状について説明があった。

　　ア 　バルブ統合規格（6182-2）は現
在DISをかける状態となってい
る。日本からのコメントとして図
３の試験装置図は複数箇所で参照
しており、登場する場所毎に図を
配置したいとの意見である。この
方法はISO事務局で反対される可
能性があるが、今回は場所毎に配
置してみることとなった。

　　イ 　バルブ統合規格（6182-2）に包
含される他のバルブ規格（6182-3, 
4, 5, 6, 7, 8）は、統合規格が制定
されたら廃止することが周知され
た。

　　ウ 　バルブ統合規格に入らなかった
ポンプ逃がし弁（6182-16）及び
減圧弁（6182-17）は提案者が欠
席したため、内容については触れ
なかった。次のWGまでに各自見
直しをし、コメントすることと
なった。コメントの共有方法は委
員会マネージャーが検討すること
になった。

⑹ 　WG11（配管と継手）からの報告　
6182-19（耐震装置）

　 　プロジェクトを提案するためにス

検定協会だより　令和６年３月
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１．はじめに
　ISO/TC21/SC5は、ISOの 専 門 部 会

（TC：Technical Committee）のうちの
１つであるTC21（消防器具）の傘下の
５番目の分科会であり、「水を使用する
固定消火設備分科会」に関連する国際規
格について議論し、今回は去年の10月に
開催されたキプロス会議に続く第44回目
の会議である。
　今年の会議は、SC5国際会議と同時に
SC5傘下の作業部会の内、WG9（スプリ
ンクラーとノズル）及びWG10（バルブ
と装置）及びWG11（配管と継手）の会
議が開催された。

２．場所
　米国　ミルウォーキー
　Johnson controls-Buildings HQ

３．日時
　2023年11月7日（火）9：00～16：00
　2023年11月8日（水）9：00～16：00
　2023年11月9日（木）9：00～12：00

４．参加者
日本：吉葉氏（SC5委員長/能美防災（株））
　　　小林係長（消防庁予防課）
　　　桜井主事（ISO/TC21事務局）
　　　君和田氏（通訳）
　　　松田（SC5/WG1主査）
参加国： 米国、ルクセンブルク、ドイツ 

マレーシア（WEBで参加）、 
ケニア（WEBで参加）

５．議事
⑴　開会
　　議長より開会宣言があった。
⑵　出席者と議事次第の採択
　 　出席者の紹介があり、議事次第が採

択された。

検定協会だより　令和６年３月
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１．はじめに
　ISO/TC21/SC5は、ISOの 専 門 部 会

（TC：Technical Committee）のうちの
１つであるTC21（消防器具）の傘下の
５番目の分科会であり、「水を使用する
固定消火設備分科会」に関連する国際規
格について議論し、今回は去年の10月に
開催されたキプロス会議に続く第44回目
の会議である。
　今年の会議は、SC5国際会議と同時に
SC5傘下の作業部会の内、WG9（スプリ
ンクラーとノズル）及びWG10（バルブ
と装置）及びWG11（配管と継手）の会
議が開催された。

２．場所
　米国　ミルウォーキー
　Johnson controls-Buildings HQ

３．日時
　2023年11月7日（火）9：00～16：00
　2023年11月8日（水）9：00～16：00
　2023年11月9日（木）9：00～12：00

４．参加者
日本：吉葉氏（SC5委員長/能美防災（株））
　　　小林係長（消防庁予防課）
　　　桜井主事（ISO/TC21事務局）
　　　君和田氏（通訳）
　　　松田（SC5/WG1主査）
参加国： 米国、ルクセンブルク、ドイツ 

マレーシア（WEBで参加）、 
ケニア（WEBで参加）

５．議事
⑴　開会
　　議長より開会宣言があった。
⑵　出席者と議事次第の採択
　 　出席者の紹介があり、議事次第が採

択された。

検定協会だより　令和６年３月

ISO/TC21/SC5　国際会議等報告

消火・消防設備部　消火設備課

松　　田　　匡　　史

国際会議報告ISO

再校
２月１６日

23-11-133_000_再校_02.16_国際会議報告.indd   1 2024/02/15   19:32:01

－1－

１．はじめに
　ISO/TC21/SC5は、ISOの 専 門 部 会

（TC：Technical Committee）のうちの
１つであるTC21（消防器具）の傘下の
５番目の分科会であり、「水を使用する
固定消火設備分科会」に関連する国際規
格について議論し、今回は去年の10月に
開催されたキプロス会議に続く第44回目
の会議である。
　今年の会議は、SC5国際会議と同時に
SC5傘下の作業部会の内、WG9（スプリ
ンクラーとノズル）及びWG10（バルブ
と装置）及びWG11（配管と継手）の会
議が開催された。

２．場所
　米国　ミルウォーキー
　Johnson controls-Buildings HQ

３．日時
　2023年11月7日（火）9：00～16：00
　2023年11月8日（水）9：00～16：00
　2023年11月9日（木）9：00～12：00

４．参加者
日本：吉葉氏（SC5委員長/能美防災（株））
　　　小林係長（消防庁予防課）
　　　桜井主事（ISO/TC21事務局）
　　　君和田氏（通訳）
　　　松田（SC5/WG1主査）
参加国： 米国、ルクセンブルク、ドイツ 

マレーシア（WEBで参加）、 
ケニア（WEBで参加）

５．議事
⑴　開会
　　議長より開会宣言があった。
⑵　出席者と議事次第の採択
　 　出席者の紹介があり、議事次第が採

択された。

検定協会だより　令和６年３月

ISO/TC21/SC5　国際会議等報告

消火・消防設備部　消火設備課

松　　田　　匡　　史

国際会議報告ISO

再校
２月１６日

23-11-133_000_再校_02.16_国際会議報告.indd   1 2024/02/15   19:32:01

78号-ISO加工用.indd   8 2024/02/29   14:25:52

（208） 検　　定　　時　　報



－2－

⑶　委員会マネージャーからの報告
　 　各アイテムのステータスについて説

明があった。
　 　バルブ関連統合規格（6182-2）は

DIS投票前である。6182-3,4,5,6,7,8はバ
ルブ関連統合規格が作成され次第、廃
止される予定である。

　 　フレキシブルホース（6182-18）は
現在CD段階であり、今会議で、逐条
で内容の確認と修正を行うことが周知
された。

　 　耐震装置（6182-19）は今会議でス
コープは合意をすることが周知され
た。

　 　非金属パイプ（6182-20）は今会議
でスコープは合意をすることが周知さ
れた。

⑷　 WG9（スプリンクラーとノズル）
からの報告

　 　プロジェクトリーダーから各アイテ
ムの現状について説明があった。

　 　スプリンクラー（6182-1）は、2021
年８月に統合規格が発行され、現時点
での見直しは倉庫用やKファクター
の大きいスプリンクラー等が考えられ
るが、大きな見直しは必要ないとの考
えが示された。

　 　ウォーターミストノズル（6182-9）
は、ENで規格が作成されたので、EN
規格を参考に見直し、SRを早めるこ
とが周知された。

⑸　WG10（バルブと装置）からの報告
　 　WG10のコンビナーのChris Gill氏

の任期を2024-2027年の3年間延長する
ことが決定された。

　 　プロジェクトリーダーから各アイテ
ムの現状について説明があった。

　　ア 　バルブ統合規格（6182-2）は現
在DISをかける状態となってい
る。日本からのコメントとして図
３の試験装置図は複数箇所で参照
しており、登場する場所毎に図を
配置したいとの意見である。この
方法はISO事務局で反対される可
能性があるが、今回は場所毎に配
置してみることとなった。

　　イ 　バルブ統合規格（6182-2）に包
含される他のバルブ規格（6182-3, 
4, 5, 6, 7, 8）は、統合規格が制定
されたら廃止することが周知され
た。

　　ウ 　バルブ統合規格に入らなかった
ポンプ逃がし弁（6182-16）及び
減圧弁（6182-17）は提案者が欠
席したため、内容については触れ
なかった。次のWGまでに各自見
直しをし、コメントすることと
なった。コメントの共有方法は委
員会マネージャーが検討すること
になった。

⑹ 　WG11（配管と継手）からの報告　
6182-19（耐震装置）

　 　プロジェクトを提案するためにス

検定協会だより　令和６年３月
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コープを決定した。
　 　日本から、想定する地震の情報をス

コープに追加するべきではないかと提
案したが、各国によって揺れや震度が
違うことや、建物の構造等が違うため、
想定する地震の情報を一概に表現でき
ないとの説明があった。その結果、イ
ントロダクションにおいて、設備の設
計条件等は本規格の範囲外であり、耐
震の必要性を判断するのは各国で行う
こととの記述が追加された。

⑺ 　WG11（配管と継手）からの報告　
6182-18（フレキシブルホース）

　 　プロジェクトリーダーからアイテム
の現状について説明があった。

　 　現在、CD段階であり、逐条で内容
の確認と修正を行った。

⑻ 　WG11（配管と継手）からの報告　
6182-20（非金属パイプ）

　 　プロジェクトを提案するためにス
コープを決定した。

　 　スコープ案はJeff氏が提案した文を
検討し決議した。その結果、プラスチッ
クは非金属へ、湿式は湿式と乾式へ、
スプリンクラーシステムはミストでも
使うことからウォーターベースの消火
設備とスプリンクラー設備に修正され
た

⑼　SC5のスコープについて
　 　TC21のスコープを参考にSC5のス

コープが検討された。その結果、SC5
のスコープは、“スプリンクラー、ノ

ズル、バルブ、カップリング、パイプ、
システムサポート、システムプレース、
フィッティング、その他のシステムコ
ンポーネントを包含する機器の規格を
含む、水を使用した固定式の消火設備
の分野の規格”とすることが決定され
た。

⑽　新しく規格化する候補について
　 　6182-12グループドエンドコンポー

ネントの中のメカニカルティーは別ア
イテムにした方が良いとの意見があっ
た。アメリカにはメーカーが２社ある
とのこと。日本では見たことがないの
で、必要性は保留とした。

⑾　新しいビジネスについて
　 　各国の意見収集があり、ルクセンブ

ルクと日本とアメリカからはアイディ
アが出なかったが、ドイツはウォー
ターミストと配管の腐食に興味がある
とのことであったが、結論は出なかっ
た。

　 　今後の開発規格案として、メカニカ
ルティー/溶接ティー、金属配管、不
凍液、ハイブリッドウォーターミスト
ノズル、ネジ式継手、フランジ継手が
あげられた。

⑿　決議事項
　 　以下の決議事項が採択され承認され

た。
　　2023-2　 ISO/TC21/SC5は44回 総 会

を開催してくださった
  Manny Silva氏とJohnson 

検定協会だより　令和６年３月
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Controls社に感謝の意を表
します。

　　2023-3　 ISO/TC21/SC5は44回 総 会
の議題案を承認することを
決議する。

　　2023-4　 ISO/TC21/SC5はWG10の
コンビナーのChris Gill氏
の任期を2024-2027年の3年
間延長することに承認す
る。コンビナーを指名した
マンバー団体は、この指名
を確認済みである。

　　2023-5　 NP6182-18フレキシブルス
プリンクラーホースは、プ
ロジェクトリーダーをGreg 
Ohnemus氏、担当をWG11、
開始ステージを30.00とする。

　　2023-6　 6182-20非金属パイプはス
コープのみを示し、担当は
WG11、 開 始 ス テ ー ジ を
00.00とし、Pメンバーから
のエキスパートを募集す
る。

　　2023-7　 6182-9ウォーターミストノ
ズルの要求事項と試験方法
の定期見直しを2024/3/19
から開始する。

　　2023-8　 SC5のスコープを“スプリ

ンクラー、ノズル、バルブ、
カップリング、パイプ、シ
ステムサポート、システム
プレース、フィッティング、
その他のシステムコンポー
ネントを包含する機器の規
格を含む、水を使用した固
定式の消火設備の分野の規
格”とする。

　　2023-9　 6182-19耐 震 装 置 は プ ロ
ジェクトリーダーをGreg 
Ohnemus氏、担当をWG11、
開始ステージを20.00とす
る。エキスパートを決定し
た。

　　2023-10  次回の総会はTC21総会と
合わせ、2024/9/9の週に英
国ロンドンで開催すること
とする。

⒀　閉会

●議場
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コープを決定した。
　 　日本から、想定する地震の情報をス

コープに追加するべきではないかと提
案したが、各国によって揺れや震度が
違うことや、建物の構造等が違うため、
想定する地震の情報を一概に表現でき
ないとの説明があった。その結果、イ
ントロダクションにおいて、設備の設
計条件等は本規格の範囲外であり、耐
震の必要性を判断するのは各国で行う
こととの記述が追加された。

⑺ 　WG11（配管と継手）からの報告　
6182-18（フレキシブルホース）

　 　プロジェクトリーダーからアイテム
の現状について説明があった。

　 　現在、CD段階であり、逐条で内容
の確認と修正を行った。

⑻ 　WG11（配管と継手）からの報告　
6182-20（非金属パイプ）

　 　プロジェクトを提案するためにス
コープを決定した。

　 　スコープ案はJeff氏が提案した文を
検討し決議した。その結果、プラスチッ
クは非金属へ、湿式は湿式と乾式へ、
スプリンクラーシステムはミストでも
使うことからウォーターベースの消火
設備とスプリンクラー設備に修正され
た

⑼　SC5のスコープについて
　 　TC21のスコープを参考にSC5のス

コープが検討された。その結果、SC5
のスコープは、“スプリンクラー、ノ

ズル、バルブ、カップリング、パイプ、
システムサポート、システムプレース、
フィッティング、その他のシステムコ
ンポーネントを包含する機器の規格を
含む、水を使用した固定式の消火設備
の分野の規格”とすることが決定され
た。

⑽　新しく規格化する候補について
　 　6182-12グループドエンドコンポー

ネントの中のメカニカルティーは別ア
イテムにした方が良いとの意見があっ
た。アメリカにはメーカーが２社ある
とのこと。日本では見たことがないの
で、必要性は保留とした。

⑾　新しいビジネスについて
　 　各国の意見収集があり、ルクセンブ

ルクと日本とアメリカからはアイディ
アが出なかったが、ドイツはウォー
ターミストと配管の腐食に興味がある
とのことであったが、結論は出なかっ
た。

　 　今後の開発規格案として、メカニカ
ルティー/溶接ティー、金属配管、不
凍液、ハイブリッドウォーターミスト
ノズル、ネジ式継手、フランジ継手が
あげられた。

⑿　決議事項
　 　以下の決議事項が採択され承認され

た。
　　2023-2　 ISO/TC21/SC5は44回 総 会

を開催してくださった
  Manny Silva氏とJohnson 

検定協会だより　令和６年３月

23-11-133_000_再校_02.16_国際会議報告.indd   3 2024/02/15   19:32:01

－3－

コープを決定した。
　 　日本から、想定する地震の情報をス

コープに追加するべきではないかと提
案したが、各国によって揺れや震度が
違うことや、建物の構造等が違うため、
想定する地震の情報を一概に表現でき
ないとの説明があった。その結果、イ
ントロダクションにおいて、設備の設
計条件等は本規格の範囲外であり、耐
震の必要性を判断するのは各国で行う
こととの記述が追加された。

⑺ 　WG11（配管と継手）からの報告　
6182-18（フレキシブルホース）

　 　プロジェクトリーダーからアイテム
の現状について説明があった。

　 　現在、CD段階であり、逐条で内容
の確認と修正を行った。

⑻ 　WG11（配管と継手）からの報告　
6182-20（非金属パイプ）

　 　プロジェクトを提案するためにス
コープを決定した。

　 　スコープ案はJeff氏が提案した文を
検討し決議した。その結果、プラスチッ
クは非金属へ、湿式は湿式と乾式へ、
スプリンクラーシステムはミストでも
使うことからウォーターベースの消火
設備とスプリンクラー設備に修正され
た

⑼　SC5のスコープについて
　 　TC21のスコープを参考にSC5のス

コープが検討された。その結果、SC5
のスコープは、“スプリンクラー、ノ

ズル、バルブ、カップリング、パイプ、
システムサポート、システムプレース、
フィッティング、その他のシステムコ
ンポーネントを包含する機器の規格を
含む、水を使用した固定式の消火設備
の分野の規格”とすることが決定され
た。

⑽　新しく規格化する候補について
　 　6182-12グループドエンドコンポー

ネントの中のメカニカルティーは別ア
イテムにした方が良いとの意見があっ
た。アメリカにはメーカーが２社ある
とのこと。日本では見たことがないの
で、必要性は保留とした。

⑾　新しいビジネスについて
　 　各国の意見収集があり、ルクセンブ

ルクと日本とアメリカからはアイディ
アが出なかったが、ドイツはウォー
ターミストと配管の腐食に興味がある
とのことであったが、結論は出なかっ
た。

　 　今後の開発規格案として、メカニカ
ルティー/溶接ティー、金属配管、不
凍液、ハイブリッドウォーターミスト
ノズル、ネジ式継手、フランジ継手が
あげられた。

⑿　決議事項
　 　以下の決議事項が採択され承認され

た。
　　2023-2　 ISO/TC21/SC5は44回 総 会

を開催してくださった
  Manny Silva氏とJohnson 

検定協会だより　令和６年３月

23-11-133_000_再校_02.16_国際会議報告.indd   3 2024/02/15   19:32:01

78号-ISO加工用.indd   10 2024/02/29   14:25:53

（210） 検　　定　　時　　報



－4－

Controls社に感謝の意を表
します。

　　2023-3　 ISO/TC21/SC5は44回 総 会
の議題案を承認することを
決議する。

　　2023-4　 ISO/TC21/SC5はWG10の
コンビナーのChris Gill氏
の任期を2024-2027年の3年
間延長することに承認す
る。コンビナーを指名した
マンバー団体は、この指名
を確認済みである。

　　2023-5　 NP6182-18フレキシブルス
プリンクラーホースは、プ
ロジェクトリーダーをGreg 
Ohnemus氏、担当をWG11、
開始ステージを30.00とする。

　　2023-6　 6182-20非金属パイプはス
コープのみを示し、担当は
WG11、 開 始 ス テ ー ジ を
00.00とし、Pメンバーから
のエキスパートを募集す
る。

　　2023-7　 6182-9ウォーターミストノ
ズルの要求事項と試験方法
の定期見直しを2024/3/19
から開始する。

　　2023-8　 SC5のスコープを“スプリ

ンクラー、ノズル、バルブ、
カップリング、パイプ、シ
ステムサポート、システム
プレース、フィッティング、
その他のシステムコンポー
ネントを包含する機器の規
格を含む、水を使用した固
定式の消火設備の分野の規
格”とする。

　　2023-9　 6182-19耐 震 装 置 は プ ロ
ジェクトリーダーをGreg 
Ohnemus氏、担当をWG11、
開始ステージを20.00とす
る。エキスパートを決定し
た。

　　2023-10  次回の総会はTC21総会と
合わせ、2024/9/9の週に英
国ロンドンで開催すること
とする。

⒀　閉会

●議場
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検定協会からのお願い 
 
 

検定協会では、消防用機械器具等について検      （２）消防用機械器具等の使用例（成功例又は 
定及び受託評価を行い、性能の確保に努めてい         失敗例） 
るところですが、さらに検定及び受託評価方法 
を改善するため、次の情報を収集しています。      連絡先 東京都調布市深大寺東町 4-35-16 
心あたりがございましたら、ご一報下さいます          日本消防検定協会  企画研究課 
ようお願いします。                           電 話 0422-44-8471（直通）   
（１）消防用機械器具等の不作動、破損等、性           E-mail 

能上のトラブル例                                       
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